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    人物紹介


    



    日向ひゅうが明あ日す太た


    主人公「俺」。高校二年生。女子と妹が少し苦手。趣味は座禅と写経。


    



    日向ひゅうが今日きょう子こ


    明日太の妹。高校一年生で水球部のホープ。ファン多数だが明日太にベッタリ。


    



    三み剣つるぎ凛りん世ぜ


    高校一年生。水球部で今日子の大親友。プチ凶暴なツンゴラ少女。


    



    草くさ野の小こ麦むぎ


    高校一年生。保健委員で粘菌オタク。男ギライなゆるロリ娘で腹黒い。


    



    根ね雪ゆき緋ひ影かげ


    高校一年生。ライバル校のヤンデレ水球部員。今日子のストーカー。


    



    比ひ叡えいと高たか野の


    明日太の親友で２年Ｃ組の仏像愛好会の仲間。最近青春してるらしい。

  


  [image: ]


  
    一章　経験値〇の俺が女子とお付き合いを始めることになった件


    



    　この仏像プラモを買ったおかげで地味なぼくにも彼女ができました。


    　怪しい雑誌の裏表紙の、怪しい広告の話ではない。この俺に実際に起きたできごとであり、あちこちはしょってはいるものの、だいたい合ってる。


    　俺は都立第三高校二年Ｃ組、日向ひゆうが明あ日す太た。十二月が誕生日だったので、もう十七歳になった。そして俺のかっ……かのっ……かかかかかっ……。


    「何一人で赤くなってるのよ、兄あにっち。風邪？」


    　三学期の始業式の朝、俺と並んで登校中のこれは彼女じゃない。彼女の親友にして、小生意気な俺の妹だ。冬になって制服のブレザーの上にふかふかのマフラーを巻いているが、足元はミニスカートと薄い靴下だけである。見ているだけで寒いんだが、マフラーより先に分厚い毛糸のタイツでもはくべきじゃないか？　道行く男子高生やサラリーマンが振り返って二度見したり、電柱の後ろからじっと見つめてくる視線にも慣れたとはいえ、こいつはもう少し自分がかわいいという自覚を持ってくれないと、危なっかしくて仕方がない。


    「か、風邪じゃない、別に何でもない」


    「じゃあ、風邪の引きはじめだって。そんなうっすいコート一枚しか着てないからだよ」


    「脚丸出しのおまえに言われたくないぞ！」


    「はいっ、おすそわけっ☆」
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    　妹は自分のマフラーを半分ほどくと、俺の首に巻いてきた。俺と妹の首がマフラーでつながっている形となり、たしかに暖かいが、つながってるから歩きにくいぞ。


    「あっ、あれは伝説に聞く『マフラーの恋人巻き』！　あの地味な男め、あんなかわいい娘こと毎朝いっしょに登校するだけでは飽き足らず恋人巻きまで！　地獄に落ちろ！」


    　妹は客観的に見てかわいいので、通学路にも妹のファンがたくさんいる。自分の本来の通学路からわざわざ遠回りして、妹と同じ道を歩く男子学生も多数だ。ゆえに、こういう殺意の目を向けられるのもしょっちゅうであるが、恐ろしいのは妹がぜーんぜん、それに気づいていないことである。まったくこいつは、恋愛に疎うといというか天然というかいつまでも子供というか……ただ、妹が恋愛に関してまったくのお子ちゃまであったことが、俺が「彼女」と付き合う最初のきっかけでもあった。


    　俺の彼女の名は三み剣つるぎ凛りん世ぜ、妹の親友で同じ水球部員である。妹のことを親友でありながら恋愛的な意味で好きな凛世だったが、妹は「恋愛何それおいしいの？」状態のお子ちゃまだし、女子が女子を好きなんて変なの、と嫌われるのが怖くて、恋心を告白できなかった。妹が俺にベッタリだから女子に興味が無いのだ、と逆恨みした女子たち（日向ひゆうが今日きよう子こを愛めでる会）が、俺を妹から引き離そうとして近づいてきた。それが凛世とのなれそめという、いろいろと変則的な俺たちであったが、紆う余よ曲きよく折せつ波は瀾らん万ばん丈じようあって、正式に付き合うことになった。


    　とはいえ、心の恋人が長らく広こう隆りゆう寺じ弥み勒ろく菩ぼ[image: ]さつ半はん跏か思し惟い像だった仏像愛好会の俺としては、生身の女の子とどうやって付き合えばいいのかわからないのである。


    「今日子……このマフラーだが、物理的に苦しいし周囲の目も苦しいので外していいか」


    「えー、かわいいじゃん」


    「高校二年生男子にかわいいという形容詞は適切ではありません！」


    　妹相手ならポンポン言えるんだが、というか凛世とも同じノリでけっこうポンポン言い合ってたんだが、正式に付き合うとなったら俺は緊張してしまって……。


    「それより兄あにっち、凛世と初はつ詣もうで行ったんでしょ、どうだった？」


    　よりによってこのタイミングで、一番聞かれたくないところをついてくるのが妹である。ちなみに妹はその日、鬼の攪かく乱らんと言うべきか、インフルエンザで寝込んでいたのだ。


    「わざわざ明治神宮まで行ったんだよね、あたしもついていきたかったなー。あっでもお土産みやげ買ってきてくれてうれしかったよ、ラーメンバーガー超おいしかったー♪」


    「おまえは三度の飯よりラーメンが好きだからな、まあ兄としてそれぐらいのことは……」


    「で、凛世との初詣はどうだったのかにゃ？」


    「くそっ、さりげなくラーメンバーガーの話に移行しようとしたのに！」


    　どうにも答えにくい。なぜなら大おお[image: ]日みそかの夜、うちに凛世から電話がかかってきて、初詣に行こうと誘われた。それで俺たちは駅で待ち合わせして二人で行ったんだが……。


    



    　正月の朝、駅のホームで俺を待っていた凛世の姿は、信じられないものだった。


    　凛りん世ぜは着物を着てきていた。長い黒髪を結ゆい上げて、白いうなじがまぶしかった。いや、水球の試合のときにも髪を上げてはいたが、それとは全然違って、色鮮やかな着物や色とりどりのかんざしや、白い肌に薄く引かれた口紅が、あまりにも綺き麗れいでお姫様みたいだった。もちろんふだんの凛世もとびきりの美少女なのだが、着物を着た非日常の姿は幽ゆう玄げんというか妖よう艶えんというか、この世のものではないかのようだった。


    　あんな綺麗な女の子と俺が、付き合っているのか？　ほんとにデートなんてしてしまってよいものなのか？　出会ってから半年以上たっているのに、今さら俺は躊ちゆう躇ちよしてしまう。


    　ホームは初はつ詣もうで客がいっぱい電車を待っていた。ふだんならカップルの男が凛世に見とれて女が肘ひじ鉄てつを食らわせているパターンなのだが、今日は女のほうも凛世に見とれている。


    　そして俺もまた、声が出なかった。


    「あ、兄あに貴きさん。おはよ」


    　幻とさえ思えるほどの美しい姿が動いて声を出しただけで、まるで千年間眠り続けた仏像が突然動いたかのような驚きを感じてしまい、俺は息が止まりかけた。


    「おっ……おおおおおっ、おはっ、いや今日は、あ、明けまして、そのっ」


    　すさまじくうろたえまくってしまった。そもそも凛世はだいたいここで「兄貴さん遅いわよっ、三十五秒遅刻！　一いつ休きゆう禅師の狂歌に『門松は冥めい土どの旅の一里塚』とあるけれど、お正月早々わたしを待たせるなんて、死ぬ覚悟はできているわね？」と、ツンゴラ全開フルスロットルで怒りつつも、仏像好きの俺に合わせて一休禅師の狂歌集をこっそり勉強しているなんてちょっぴり胸キュン、というのがテンプレなのである。それが、恥ずかしそうに赤くなって黙ってうつむいていられては、もともと友達が仏像愛好会の比ひ叡えいと高たか野のの二人しかいなくて中学時代は友達ゼロという俺には、どう話し出せばいいのか難易度が高すぎる。俺たちは付き合ってる、という意識のせいで緊張しまくって、カチコチになってしまったのだ。とりあえず、何か話さなくては……と、俺は必死に話題を探した。


    「あの……その着物、綺麗だな」


    「あ、ありがとう……ばあやが着付けを手伝ってくれたの」


    　そういえば凛世は自分でも着物を着られるんだったな、と思った直後、俺は夏休み明けに凛世の駆け落ちに巻き込まれたときのことを思い出した。山奥の温泉旅館に身を隠し、風呂上がりの上気した肌に浴衣ゆかたをまとった凛世が……。


    『うわあああ！　去れっ、煩ぼん悩のうよ去れ、悟りを阻はばむ悪魔マーラよ立ち去れー！』


    　俺は思わず頭を抱えた。あのときだってそんなに平気ではなかったけど、いちおう俺たちは付き合っていなかったので、ここまで意識せずにすんでいた。付き合いはじめた今、あの夜のことを思い出すと、俺は悶もん絶ぜつするしかなくなってしまう。


    「ど、どうしたの、兄貴さん？　頭が痛いの？　それに顔も赤いけど、風邪？」


    「べべべべべ別に！　ななななな何でもない、行こう！」


    　凛りん世ぜに声をかけられたとき、俺は自分の中の煩ぼん悩のうを見透かされてしまうような気がして焦あせって、ものすごく挙きよ動どう不ふ審しんになってしまった。凛世もそんな俺にとまどっていて、二人とも妙な緊張感とともに、ほとんど話をすることもなく、明治神宮に行って帰ってきた。唯一の会話といえば「兄あに貴きさん、あの……そこの屋台、ラーメンバーガーってあるけど、今日きよう子こラーメン好きだから買って帰ってあげる？」「あ、そ、そうだな」これだけだった。


    　正直、妹が来てくれればもう少しましだった気がする。楽しい初はつ詣もうでどころか、ずーっとカチコチに緊張してしまって、帰ってから「もう少し話せばよかった、凛世も微妙な顔をしていたし、つまらなかったんじゃなかろうか」と悶もん々もんとしていたのだ。


    　その結果、三学期の始業式の日まで、凛世からは何の連絡も来なかった。やはり凛世は俺といてもつまらない、と思ったんだろうか。電話して謝ろうか、でも直接会ってつまらなかった俺が、電話でしゃべって面白いことを言えるはずがない。困ったような微妙な顔をして初詣の参道を歩いていた凛世のことを思い出すと、変に電話したら余計に困らせてしまう気がした。正直に言うと、俺は幻滅されて嫌われるのが怖かったのだ……何ということだ、これこそが執しゆう着ちやく、煩悩である。色しき即そく是ぜ空くうと百回写経用紙に書いても、煩悩は消えなかった。


    　そんなこんなで、初詣のことを思い出すと胸がえぐられるように痛むため、俺は全力で妹の質問を流そうと決意した。


    「そ、それよりおまえのほうはどうなんだ、水球は相変わらずがんばっとるのかね」


    「なんでお正月にたまに会う親戚のおじさんみたいになってるのかわかんないけど、もちろんがんばってるよ。水球はあたしの青春そのもの、人生そのもの、って感じだもん」


    　人生を語るにはえらく軽いが、それでも妹の瞳はまっすぐだ。いつも直球勝負の妹は、今まで迷ったことなんて無いんだろう。何も考えてなくて天然能天気だと思っていたが、案外俺なんかより悟りを開いてたりするのかもしれない。それに比べて自分の未熟な迷走ぶりに、俺はほとほと嫌いや気けがさして、ため息ばかりついていたのだった。


    



    　ため息をつきながらよろよろ歩いているうちに、俺は学校に着いた。


    　校門を入ったところでは、女子が数十人ほど待っていた。誇張ではない、まさに軽くひとクラス分の女子が、妹を待ち受けていたのだ。


    「おはよう、今日子ちゃん！　あたし隣の教室だから、途中までいっしょに行こうよ」


    「おはよう、日向ひゆうがさん。わたしは二年生だから、階段までいっしょに行かない？」


    「ごきげんよう、今日子さん。わたくしは三年生ですので、玄関を入って分かれるところのＴ字路までいっしょに行きましょう」


    　いやいや、玄関を入ってＴ字路って、距離が五メートルぐらいしか無いんだが？


    　俺が凛世と付き合いはじめたことは、水球部を中心として、冬休みの間にあっという間に広まった。広めた中心人物は妹である。「凛世と兄あにっちが付き合いはじめたんですが、試合のとき『凛りん世ぜパス！』から『お義ね姉えちゃんパス！』に変えたほうがいいでしょうか」と真剣に、三年生の先輩に相談したらしい。引退後までこんなどうでもいい相談をされて先輩も大変だと思うが、それに飛びついたのが「ひきしお会（日向ひゆうが今日きよう子こを愛めでる白しら百ゆ合り乙女おとめの会）」だった。


    　妹は、かわいくて陽気で水球部のエースで、女子中・聖セントエルモ女学院時代からとにかく女子にモテた。もちろん男子にもモテたが、女子中時代から妹を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっていた彼女たちにとって、俺は目の上のたんこぶであり、何とかして妹から俺を引き離そうとあの手この手を駆使してきた。さっきも言ったように、それが俺と凛世とのなれそめでもあるのだが、ようやく俺に彼女ができたので、今が妹に近づくチャンスとひきしお会も盛り上がっているようだ。


    「あははー、全員で玄関に入ったら、サ○エさんのエンディングみたいになっちゃうよー。じゃあね兄あにっち、ばいばーい」


    　妹が連れ去られていった。傍はた目めから見ると女子がいっぱいで華やかだが、俺にはハイエナの群れの中に何も知らない小鹿が一匹取り囲まれているようにしか見えなくて、妹の危機感の無さがつくづく心配だ。かといって、恋愛に疎うとく百合などという世界そのものを知らない妹にそれを知らせるのは、寝た子を起こすようなものである。友達だと思っていたのにそんな目で見られていたなんて不潔、と人間不信にでもなられたら困る。それが、ひきしお会の面々が妹への恋情をひた隠しにして、ただ見守っている理由でもある。


    『それにしても、もうちょっとあいつは危機感を持つべきだろ……』


    　凛世のことも妹のことも、モヤモヤしてばかりだ。除夜の鐘の鐘突き棒で、一〇八回ほど頭を叩たたいてもらったほうがいいかもしれない。


    　そんなことを考えながら一人教室に向かうと、教室の前の廊下に、凛世が立っていた。


    「あれ、凛世……？」


    　声をかけると、凛世ははっと俺のほうを見た。一月はまだまだ寒いけれど、冬とう至じが過ぎて日の光は高くなり、窓から入る光も強くてまぶしい。凛世の長い黒髪の上で、光がさらさら金色の粒子となって、こぼれている。うわっ綺き麗れい、と思って俺は一瞬固まってしまった。すると凛世は、何も言わずにぱたぱたと廊下の向こうへ駆け去ってしまった。


    「あっ、凛世……！」


    　呼び止めようとした声が、緊張のあまり上ずってしまって声にならない。どうしてこんなに意識してギクシャクしてしまうんだろう、付き合いはじめる前なら、ふつうに妹の友達として自然に接することができたのに……。そもそも、付き合うってどうすればいいんだ？　気持ちばかりが焦あせってしまう、俺はいったいどうしたら……。


    「やっほ！　兄あに貴きちゃん」


    　ぽっふん、といきなり背後から豊満な胸が俺の背中に押し当てられた。その甘ったるい声に、俺の胸は一気にざわつく。振り返らなくてもわかる、むせかえるほどの縦ロールとおなかいっぱいのお色気を振りまく、三年生の薔ば薇ら園ぞの先輩だ。


    「薔ば薇ら園ぞの先輩、何かご用でしょうか。ちなみに俺は全く用がありません、失礼」


    「待って待って待ってー！」


    　逃げようとした俺に、薔薇園先輩が後ろからしがみつく。そして俺の前から、背の高いボーイッシュな三年生のすみれ先輩が現れて、俺の肩をポンと叩たたいた。


    「三み剣つるぎさんと付き合いはじめたと聞いたよ、兄あに貴きくん。逃げることはないじゃないか」


    　俺は一度この二人に誘ゆう拐かいされているので、逃げるなというほうが無理である。


    「そうよ、わたしたち祝福しに来たのよ。だって兄貴ちゃんに恋人ができたってことは、今日きよう子こちゃんを兄貴ちゃんから引き離す作戦が、半年ごしで実ったということだもの」


    「とはいえ、わたしたちもあと少しで卒業……残された時間はわずかだが、あきらめはしない。三学期には最大のラブラブイベント、『バレンタインデー』があるのだから」


    「毎年今日子ちゃんに『薔薇園先輩、友チョコありがとーですっ♪』って全然わたしの愛が通じてなかったけれども、今年こそ通じさせてみせましょうねっ、すみれ！」


    　薔薇園先輩とすみれ先輩が、熱いアイコンタクトを交わす。これから入試シーズンなのにそういえば二人とも推薦入学で、去年のうちに進学がもう決まっているのであった。まさに小しよう人じん閑かん居きよして不ふ善ぜんをなす、この人たちは暇にさせるとロクなことをしない。


    「……で、その所信表明を聞かせるために、わざわざ俺を呼びとめたんですか」


    「そうじゃなくって、兄貴くんの恋路がスムーズに行くかどうかが、わたしたちの最後のバレンタイン・チャンスの分かれ道というわけなの。付き合ってるって聞いて様子を見に来たら、三剣さんと全然しゃべってないし、よそよそしいし……」


    「ひょっとして二人がうまくいっていないのではないかと心配して、声をかけに来たんだよ。君たちに破局されると困るんだ、せっかく今日子くんがフリーになったというのに」


    　二人の言葉が、俺の胸にグサグサッと突き刺さった。やっぱり客観的に見てもよそよそしいのか、破局しそうに見えているのか……いや、破局してしまうんだろうか？


    「どうした、兄貴くん。顔が真っ青だし、脂汗がすごいようだが」


    「そ、それが……そうなんです、俺、付き合い方とかがわからなくて……」


    　溺おぼれる者はワラをもつかむというが、かつて俺を誘拐したこのぶっとんだ先輩たちにでも相談せずにはいられないほど、俺は追い詰められていたのだ。後で考えてみれば始業のチャイムがとっくに鳴っていたはずだが、それすら耳に入っていなかった。というか、授業が始まっていたにもかかわらず俺に付き合ってくれた二人の先輩たちは、それぞれに下心もあるとはいえ、冷静に考えてみるとけっこうよい先輩なのではなかろうか？


    「何ですってーっ？　付き合い方がわからないからって、初はつ詣もうでからずっと三剣さんを放置してたわけっ？　ふつうに話せばいいでしょ？」


    「ふつうに話せれば苦労しないから、相談してるんじゃないですか」


    「だからって無いわー、放置は無いわー。あのねえ、女の子は寂しいと死ぬのよ？」


    「いや、ウサギじゃないんですから……」


    「愛が死ぬのよ」


    　ぐさぐさずっきーん。薔ば薇ら園ぞの先輩のトゲは容よう赦しやなく痛く、俺は胸を押さえてよろけた。


    「まあまあ、恋愛初心者の仏教男子をそう責めてはかわいそうだ。兄あに貴きくんが三み剣つるぎくんとうまくいかなければ、わたしたちも困るんだから、何か力になってあげなければ」


    「それもそうね。わかったわ、兄貴ちゃん！　経験豊富なこのわたしが、恋愛のレクチャーをしてあげましょう！　放課後、校門の前で待っていなさい！」


    　薔薇園先輩はそっくり返った胸をポンと叩たたいて、めちゃくちゃ自信満々である。だが、自分では経験豊富と息巻いている薔薇園先輩だが、どうもいろいろズレている。雑誌とかで聞きかじりの机き上じようの空論をドヤ顔で実践して、ほらほら男子ってこういうの好きでしょ、みたいに来られる感じなんだが、そんな人に恋愛のレクチャーとか大丈夫なんだろうか？


    　後になって冷静に考えれば当然ＮＯだったが、とにかく俺は焦あせっていたのだ。言われるままに、校門前で待ち合わせて、薔薇園先輩の家まで連れていかれたのだった。


    



    　薔薇園先輩の家に来たのは初めてだが、こじんまりとした洋風の家でセンスがいい。居間には白いアップライト・ピアノが置かれていて、プチセレブのお嬢様という感じだ。


    「百の言葉より一つのキスのほうが雄弁に愛を語るものなのよ。というわけで、ふつうに話すのが無理ゲーなレベルで口下手な兄貴ちゃんは、しのごの言わずキスしちゃうのがお勧めだと思うの。女の子をメロメロにしちゃうキステク、おねーさまが教えてあ・げ・る☆」


    　薔薇園先輩は人差し指を立てて、ぱちりとウインクしてくる。


    「ちょ、ちょっと待ってください！　キステクって、教えるって、その……っ？」


    　居間の高級そうなソファに座って、俺は焦った。薔薇園先輩のつややかな唇が、俺の顔のすぐ近くまで迫っていた。ちょっと待て、いくら練習でも他の女子とキスだなんて、浮気になってしまう。そもそも薔薇園先輩は、そりゃ美人ではあるが、別に好きでもなんでもない人である。ノコノコついて来るんじゃなかった、と俺は激しく後悔した。


    「だめですっ、俺にはできませんーっ！」


    「やる前からあきらめちゃだめよ、特訓特訓！」


    　むぎゅっ。俺の唇に押しつけられたのは、赤くてぷるんとつややかに熟れた……いや、期待を裏切ったならば悪いが、薔薇園先輩の唇ではない。さくらんぼである。


    「……何ですか、このさくらんぼは」


    「ただのさくらんぼじゃないわ、超高級さくらんぼ・佐藤錦よ」


    「どっちにしても何なんですか！　なんで俺の口にさくらんぼを押しつけてるんです！」


    「兄貴ちゃんはこれから、このさくらんぼの茎くきを口の中で結ぶ練習をするのよ」


    「……はあ？」


    　いったいこの人は何を言ってるんだ、と呆ぼう然ぜんとしている俺の目の前で、薔ば薇ら園ぞの先輩は超ドヤ顔で人差し指を左右に振りつつ、気持ちよさそうにレクチャーを始めた。


    「さくらんぼの茎くきを舌だけで結べるようになれば、キスがうまくなるのよ。仏教男子は、そんなことも知らないのかしら？」


    「でもキスって唇と唇でするもんでしょ、舌が何の関係があるんですか」


    　とりあえずさくらんぼはうまかったので、俺はさくらんぼを食べながら、その大きな矛む盾じゆんについて質問した。すると薔薇園先輩の目が、一瞬にして点になり、迷うように泳いだ。


    「……そういえばそうよね。舌、関係無いわよね」


    「全然関係ないですよ。それ、ガセネタじゃないんですか」


    「ごめん、そうかも。……あ、さくらんぼは食べていいからね」


    　薔薇園先輩は自分の口を指で押えながら、首を傾かしげている。唇と舌の区別もつかないなんて、やっぱりこの人に相談しても答えは出なさそうだ、と俺はため息をついた。


    「ごちそうさまでした、じゃあ俺帰りますから……」


    「ちょっと待って、兄あに貴きちゃん！　まだあるのよ、このあいだ雑誌で読んだやつ！」


    　立ち上がった俺を、薔薇園先輩はあわてて追いかけてくると、俺を壁に押しつけて自分の両手を壁についた。いわゆる「壁ドン」の体勢である。


    「どうどう？　気になってる人に壁ドンされるとドキッとしちゃうんだって、キスじゃなくてもこれで三み剣つるぎさんはイチコロじゃないの？」


    　どう？　どう？　と聞かれても、まず薔薇園先輩は気になっている人ではない。そもそも壁ドンは男が女にするものであって、薔薇園先輩は勘違いしている。だが付け焼き刃の知識はどうでもいい。問題は、女は男より背が低いぶん腕が短く、でも胸は出っ張っているので、壁に手をつこうとしたら、胸が男にぎゅうっと押しつけられてしまうわけで。


    「おっ、兄貴ちゃん、顔が赤いわね。壁ドンは威力あるわね～、これ使っていいわよ」


    　薔薇園先輩が、ものすごく満足そうに俺を見上げる。壁に手を押しつけるのに必死で、胸が俺に当たってることにどうやら気づいていない。薔薇園先輩のたわわな胸が、俺に押しつけられて窮きゆう屈くつそうにつぶれている姿は何とも淫いん猥わいだ。いわゆるラッキースケベ状態というのであろうが、俺には凛りん世ぜがいるので、こんなのちっともラッキーではない。ラッキーではないと頭では思っているのに、薔薇園先輩の豊満な胸のぽにょんぽにょんした柔らかさが、俺の悟りのじゃまをする。堕落させられる前に、逃げなければ。


    「も、もういいです、俺帰りますからっ……！」


    　壁ドンする手を振り払って俺は玄関へ俺はダッシュしたが、すみれ先輩が立ちはだかった。


    「待て待て兄貴くん、まだまだ特訓は続くのだよ。わたしたちのバレンタインチョコがかかっているんだから、しっかりがんばってもらわなくてはね」


    　仏教では繰り返し、女によ性しようは悟りを阻はばみ修行者を堕落へいざなう悪魔マーラであるといわれている。お釈しや[image: ]か様も元は王子様でモテモテであったろうから、わけのわからない女子に振り回され、よっぽど困り果てた末にその真理へたどり着いたにちがいない。よくわからない女性雑誌を読みながら「女子が彼氏に求める身長ナンバーワンは一七〇センチ台後半だって」「兄あに貴きくんをあと二センチ伸ばせばいいんだな、牛乳を飲ませてみようか」などとわけのわからない相談をしている薔ば薇ら園ぞの先輩とすみれ先輩を見て、俺はいつまでこれに付き合わされるんだろう……と、気が遠くなっていったのだった。


    



    　その日は何とか家に帰れたものの、次の日から二人の先輩は学校で俺を見かけるたび、


    「新しい情報を仕入れてきたの！　女の子は髪をさわられるとドキドキするんだって。どう兄貴ちゃん、おねーさまで試してみない？」


    　と、くっつき回ってきた。あまりにも二人が俺に密着しているので、さすがの妹も見かねたらしい。数日ほどして、俺が心を落ち着けるため二階の自分の部屋で写経しているところに入ってきた妹は開口一番、責めるような口調で俺を問いつめてきた。


    「兄あにっち、最近、薔薇園先輩やすみれ先輩と仲良くしすぎじゃない？」


    「あれが仲良くしてるように見えるのか、おまえの無駄にでかい目玉では」


    「だって、実際くっついてるじゃない。それに凛りん世ぜとあまりしゃべってないけど……ひょっとして浮気じゃないでしょうね？」


    　妹は、ほっぺたをぷうっとふくらませて俺をにらんだ。相変わらずスポーツのできる奴はほっぺたが柔らかいのでよく伸びる。ほんとにハコフグそっくりである。


    「そりゃ凛世としゃべる暇もないさ、ずっとあの二人にひっつき回られてるんだから」


    　まさに本ほん末まつ転てん倒とうとはこのことだ……と、俺はため息をつく。その顔を、妹が間近から、本心を探るようにじいっと目を見つめてきた。妹が横から俺の文机に手をつき、前のめりになって俺の顔をのぞきこむと、タンクトップの胸元がちらちら見える。


    　家にいるとはいえ、男子のいる家の中でタンクトップの下がノーブラなのも気になったし、二月も近い家の中でタンクトップ姿というのも気になった。うちの家は省エネ暖房なのでそんなに暖かくないはずだが、妹は基本的に半分裸族みたいなものでよく俺に注意されているから、寒さは平気なんだろう。水球で冷たい水の中でも凍死もせずに泳いでいるから、寒さには慣れっこなのかもしれない。だが俺は妹のタンクトップの胸元が見えることに関して慣れっこではないので、思わず目をそむけてしまった。


    「兄っち、噓うそついてない？　浮気してないなら、あたしの目を見て話せるはずだよ？」


    「目を見てほしかったら、まず先にブラジャーをして首のつまった服を着ろ！」


    「兄っちって、キュッとしたタイト系の服が好きなの？　そういうのって、拘こう束そくしたいされたいっていう願望があるらしいよ。ボンデージファッションみたいな……はっ、だから薔薇園先輩みたいな、ちょっとＳっぽいムチムチおねーさまにっ……？」


    「あのなー！　俺はただ、もう少し慎つつしみ深い服装をしろと言っとるんだ！」


    「ほら、そうやってすぐに人の目を見られない言い訳をする」


    「今のは言い訳じゃなくて事実だろ」


    「凛りん世ぜはあたしの大事な親友だから、泣かせたら許さないんだからねっ！」


    「だから浮気とかじゃない！　凛世のことを相談したら、先輩たちが暴走しただけだ！」


    「相談？」


    　その瞬間、今まで微妙にふざけ気味にキャンキャン元気に騒いでいた妹が、真に迫った心配そうな表情で、俺の顔を下からじいっとのぞきこんできた。


    「相談って何、凛世と何かあったの？　それなら、まずあたしに相談してくれればいいのに……大事な兄あにっちと大事な親友なんだから、二人が仲良しでなきゃ嫌いやだよ」


    　能天気な妹が、心配しすぎて泣きそうな顔になっているので、俺は胸がズキッとした。


    　たしかに妹の言うとおりである。あのときは溺おぼれていたのでワラをつかんだが、ワラをつかんだら余計に溺れるんだから、もうちょっとマシなものに頼るべきであろう。妹は凛世の親友なんだから、あの先輩二人に相談するよりはずいぶんマシである。


    　……ということで、俺は妹に説明した。妹は深々とうなずいて、


    「そういうことだったのね。わかった、あたしが何とか考えてみる」


    　いつもチャランポランな妹だが、こういうときは頼りになる。彼女ができたら持つべきものは、共通の知り合いなんだなあと俺は痛感したのだった。


    



    　ところが、それは俺の大きな誤算だったのだ。何も変化の無いまま土曜日、俺がモヤモヤし続けている心を鎮しずめるために、今日は座禅にでも行くか……と出かける準備をしていると、玄関からドヤドヤと声が聞こえた。嫌な予感がして二階から下りてみると、保健委員の一年生・草くさ野の小こ麦むぎと、妹たちのライバル校の水球部員一年生・根ね雪ゆき緋ひ影かげだった。


    「こむぎゅう～っ、おじゃましますですぅ～っ」


    「本日は日向ひゆうがさんのご自宅にお招きいただきまして、ありがとうございます……。お土産みやげにシューアイス買ってきました、皆さんでどうぞ……」


    　ちっこくてかわいい自分の容姿を完全理解したうえで、いっこうに流は行やる気配のない特殊感嘆詞をゴリ押ししてくる小麦は、相変わらずあざとい。寒いのに薄手のフリフリワンピを着ていて、あざとさにも根性が入りまくっているのが、ある意味さすがだ。


    　そして緋影は、相変わらずのゴスロリファッションと安定の眼帯だった。今日の眼帯の原因は、スギ花粉らしい。これから黄こう砂さシーズンまで、眼帯が手離せないそうだ。でも眼帯＋包帯がデフォルトのヤンデレだった緋影が、窓に貼りつくのではなくちゃんと玄関から入ってきて、手土産まで持ってきてくれるようになったとは、実にちゃんとした娘さんではないか。荒ぶっていた時期を知ってるだけに、感無量である。


    　しかし、なんでこいつらが俺の家に来たのかは不明である。


    「あっ、小こ麦むぎ、緋ひ影かげっち、いらっしゃーい☆　急に呼び出してごめんねえ～」


    　妹があせあせと階段を下りてきた。なぜか妹も、ふだんの休日以上にオシャレしている。


    「三人でどこか行くのか？」


    「どこも行かないよ、二人が来てくれたんだよ。兄あにっちと凛りん世ぜのこと、よく考えてみたらあたしも『お付き合い』ってしたことないから、助っ人に来てもらったの」


    「お兄にい様がフラフラしてると、小麦たちとしても困るですぅ！」


    「そうですよ。さっさときちんと付き合ってくださらないと、いらないならもらうっていう気になってしまいますから……」


    　小麦と緋影が言った。俺はクリスマスの日、この二人に告白されて断っているのである。


    「だから、兄っちと凛世がどうやって付き合えばいいか、みんなで考えてあげるねっ♪」


    「いやいやいや、ちょっと待て！」


    　どう考えたって「兄っち大好きの天然娘」「男嫌い粘ねん菌きん大好き」「今日きよう子こＬＯＶＥのヤンデレ」という三人に、他ひ人と様の恋愛アドバイスなんぞできるわけがなかろう。


    「ふっふーん、お兄様。今、ものっすごく不審そうな顔してるですぅ」


    　小麦が目を細めてニヤッと笑う。しまった、顔に出ていたか？


    「でも大丈夫ですぅ！　恋愛上級者のあざみお姉ねえちゃんを呼んであるのですぅ～！」


    「じゃじゃーん♪」


    　ポーズを決めて玄関から入ってきたのは、小麦の姉で紫し苑おん女学院二年生・草くさ野のあざみだ。セレブ大学で有名な紫苑女学院でもトップクラスの美人で派手なあざみさんは、貢みつぎ物のブランド物で全身ビシッとキメている。


    「なんであざみさんがっ？　小麦、仲悪かったんじゃなかったのか？」


    「もちろんお姉ちゃんのことなんか大嫌いだけど、恋愛相談は小麦たちでは無理だから仕方なく頼んだですぅ。だって思い切って身を引いたからには、小麦のぶんまでお兄様とりんりんには幸せになっていただきたいのですぅ」


    　意外にも、小麦はたまーに健けな気げだ。あざといばかりでも利己的なだけでもなく、たまに健気でたまに優しい、そのへんがやっぱりかわいいなあと思う。


    「うふふ～、小麦ちゃんが日向ひゆうがくんに振られてハートブレイクな今こそ、お姉ちゃん力を発揮して小麦ちゃんのハートをゲットするチャンス☆　いいとこ見せるわよ～！」


    　ゴージャスな内巻きカールを揺らしながら、あざみさんはガッツポーズしている。男ならよりどりみどりのくせに、「妹を嫌いな兄や姉なんていません！」と断言するほどの小麦大好きで執しゆう着ちやくしすぎ独占欲が強すぎるがゆえに、小麦に嫌われている気の毒な人だ。しかしなんだかんだこうして小麦が頼りにして、あざみさんも頼まれたらすぐに飛んできてやって、それなりにいいお姉ちゃんでそこそこ仲良しなんじゃないかと思った。


    　それに恋愛経験の豊富なあざみさんのアドバイスなら、本気で役に立ちそうだ。


    「ありがとう、小こ麦むぎ。あざみさん、よろしくお願いします」


    　俺は素直に礼を言った。あざみさんはネイルアートをばっちりキメた人差し指を立てる。


    「ふふん、かんたんなことだわ。最近疎遠だなって思う彼女との距離を一気に縮めるには、しのごの言わずにキスしてしまえば……」


    　薔ば薇ら園ぞの先輩と同意見である。そういえばあざみさんはこの論理で、俺に無理やりキスして浮気成立とか言って、小麦から引き離そうとしたこともあったっけ。


    「肉食系女子の論理はちょっとお断りします。ほんとに疎遠で心が離れてたら、しのごの言わずにキスしたら一発で嫌われるじゃないですか。それに、無理強いは嫌いやだし……」


    「ふーむ、日向ひゆうがくんは優しいのねえ。ま、女子に好かれるにはそれが一番重要だけど」


    　あざみさんは、むーんと考えこんだ。


    「じゃあ、こまめにデートに誘ってあげたりしてかまってあげることね」


    「デートと言われましても……俺は口ベタだし、何をしゃべっていいのやら……」


    「大丈夫、だれだって付き合いはじめたばかりで緊張してると、会話が続かなくてお互い気まずくなっちゃうもんだから。ということで、口ベタ男子が恥ずかしがり屋女子とお付き合いするには、しゃべらなくてもいいようなデートをすればいいわけよ」


    　おお！　さすが百ひやく戦せん錬れん磨まの恋愛経験者、目の付けどころが鋭い。妹たちもどよめいて、期待に目を輝かせている。俺もはやる気持ちを抑えながら、あざみさんに尋ねた。


    「そ、それで、しゃべらなくてもいいデートって、どんなのですか？」


    「まず外車を準備します」


    「え」


    「オープンカーがお勧めね、エンジン音がうるさくて会話にならないから、しゃべらなくていいし。それでシーフードレストランに行ってカニ料理を頼むわけ、カニを食べればだれでも無口になるから会話しなくても気にならないでしょ？」


    　あざみさんは得々と語ったが、金持ち大学生のデートは高二男子には無理だ。


    「もー、そんなの無理だから参考にならないですぅ」


    「カニが無ければ、ロブスターでもいいのよ」


    「じゃなくて、十七歳じゃ車の免許は取れないですぅ～！」


    　小麦も期待していただけにガッカリしたのか、ちょっぴり怒っていた。


    「えー！　車無しでどうやってデートするのよ、ハイヒールで歩くなんてありえない！」


    「お兄にい様、ごめんなさいですぅ～。小麦の人選ミスですぅ～」


    　小麦の前でいいとこ見せようと張り切っていたあざみさんは、がっくりと肩を落とした。これは、同じ妹を持つ年長者として気の毒である。俺のために出で張ばって来てくれたわけだし、フォローしなければと思って、俺は言った。


    「いやいや、方向性はいい線いってたじゃないか。さすがあざみさん、高校生でできる範囲で、会話しなくても大丈夫なデートを考えればいいんだよな」


    「日向ひゆうがくん、ひょっとして今フォローしてくれたわよね。いつぞやは小こ麦むぎちゃんのことで敵意むき出しのライバル視して悪かったわ、妹大好き同盟を組んで仲良くしましょう！」


    　あざみさんが、俺にぎゅうっと抱きついた。モデルみたいにスタイルのいいあざみさんの胸が、大人の本気となって俺の胸を圧迫する。この必要以上のスキンシップが小麦に煙たがられる理由だとわかっていないらしい、ついでに変な同盟に加入させないでほしい。


    「こらー、お姉ねえちゃん！　お兄にい様が本気で困ってるですぅ、やめるですぅ～！」


    　小麦が全力であざみさんを引き離してくれた。


    　いろいろと問題のある人ではあるものの、あざみさんのおかげで打開策が見えた。しゃべらなくてもいいデートの方法を開発すればいいのである。


    「はいはいはーい！　あたし、今思いついた！」


    　皆で考えはじめてからわずか三十秒で、妹が手を上げた。緋ひ影かげが、遠慮がちに口を開く。


    「あの、わたしもちょうど今思いついたのですが、どうしましょう……」


    「それなら緋影っちが先でいいよ」


    　妹の勧めに、緋影は首を横に振った。


    「あ、いえ、わたしのは時間がかかりますので、日向さんがお先にどうぞ」


    「よっしゃ、わかった！　じゃあ兄あにっち、まずはあたしとレッツラゴー！」


    　俺は妹に手首をつかまれて、外に連れ出された。女子たちの勢いに押されてしばらくぼんやりしていたが、冷静に考えてみると、ひょっとして俺は今日一日で全員とデートを試さなくてはならないということか？　座禅を組んで心を清めるつもりだったのに、いくら練習とはいえ複数の女子とデートだなんて、お釈しや[image: ]か様が聞いたら一発で地獄に放り込まれそうだなこりゃ……と、俺は頭が痛くなってしまったのだった。


    



    　妹が俺を連れてきたのはなんてことのない、駅前のゲームセンターだった。


    「さて、兄っち！　エアーホッケーしよう！　負けたほうがアイスおごることね！」


    　妹が、エアーホッケーの白いスマッシャーを威勢よく俺に突きつけた。卓球台みたいな台から空気が噴出し、浮き上がった円盤パツクを打ち合って相手のゴールに入れるアレだ。打つのは円盤とはいえ球技みたいなものだから、これは俺は分ぶが悪い……と迷う間もなく、


    「兄っち、行っくよー！　フンス！」


    　電光石火の勢いで、妹がスマッシャーを叩たたきつけた。パックの動きが見えない、というかパックがゴールに飛び込んだ瞬間にパックを叩く音が聞こえた気がする。


    「音速を超えた攻撃はやめんか！」


    「打ち返せない兄っちが悪いんだもーん、一点先取♪」


    　ムカッ。挑発してくる妹にムカついたので、俺も全力で戦うことにした。とはいえ妹のほうが圧倒的に優勢なので、俺は必死に防戦するばかりだったが。


    　ラリーが長く続いているうちに、周囲にはギャラリーが集まってくる。


    「す、すごい。かわいい女の子が地味な彼氏とエアーホッケーしててリア充爆発しろと思いながら見に来たら、すでに爆発していた！」


    「彼氏、打ち返したーっ！　だがそれは残像だー！」


    　ギャラリーがうるさい。そして妹の猛撃が激しすぎる。エアーホッケーはどちらかが七点取れば終わりなのだが、終わったときには俺はもうヘトヘトで、声も出せなかった。


    「はあはあ、兄あにっち、あたしの勝ち！　耳をそろえてアイスをおごりな！」


    　妹も全力を出し過ぎて、息が上がっていた。


    「アイスぐらいおごってやるが……これはいったい、デートなのか？」


    「だって全力でゲームしてたら、しゃべってられないでしょ？　つまり、会話しなくてもデートの間まがもつじゃない。ついでに、アイス食べてる間も無言になるし。どう？」


    　妹はものっすごいドヤ顔で、胸を張った。いや、たしかに会話している余裕はなかったが、デートの間はもっても体力がもたない。


    「正直エアーホッケーは盛り上がったけれど、デートというのとは何か違う気がする」


    「そっかー。兄っちとあたしのデートならこれでその後ラーメン屋ってコースだけど、さすがに恋人とのデートでそれはだめかー」


    　妹は、がっかりしてうなだれた。実は、これはこれで俺はとても楽しかったのだ。でも、妹と彼女は別物だと思うので、いったん家に帰って、緋ひ影かげの案に期待することにした。


    



    　家に帰ると、なぜか小こ麦むぎがニコニコしていた。あざみさんはニヤニヤして、緋影が困惑していた。怪け訝げんに思って、俺は小麦に声をかけた。


    「何をほくそ笑んでるんだ？」


    「ふっふっふ……キョコたんとお兄にい様が留守の間、作戦会議をしていたですぅ。で、緋影っちの案より小麦の案のほうが成功率高そうってことで、先に小麦の案を試してみようってことになったですぅ」


    「へー、なんかすごく自信ありそうだね。小麦は頭いいし期待できそうだね、兄っち」


    　妹はニコニコしているが、俺はどうも、緋影の目が泳いでいるのが気になった。


    「緋影はそれでいいのか？　さっきと順番が違ってしまったけど……」


    　すると、緋影は焦あせったように俺に目を向け、あわてて両手を顔の前で振った。


    「だ、大丈夫です、わたしは……お兄さんのためですから、何があろうと大丈夫です」


    　何だろう、これは順番が違うだけが問題ではなさそうな、嫌いやな予感がするんだが……。


    「ではお兄様、小麦の考える理想のデート！　試してみましょうですぅ！」


    　小こ麦むぎは思いっきり元気に、俺の腕を引っ張った……が、なぜか玄関のほうではなく、階段のほうへ向かっている。


    「おい、そっちは外じゃないぞ。どんだけ方向オンチだ」


    「方向オンチじゃないですぅ。お小遣いの少ない学生の基本は、おうちデートですぅ～」


    　と、小麦は俺の部屋へ向かった。たしかに毎回外にデートに行っては小遣いがままならない、だからといってデートの回数を減らしたら去る者は日々に疎うとしになってしまうんだから、経済的なおうちデートで回数を稼ぐべきだろう。さすが小麦、他の三人と違って運動部ではなく粘ねん菌きんの研究大好きなインドア派だけあって、なかなかいいアイディアだ。


    　こうして俺と小麦は部屋に入った。小麦がこの部屋に入るのは初めてではないので、とくに緊張するものでもなく、俺は正座して小麦と向かいあう。


    「……さて、この状況だと何か話さざるを得ないと思うんだが、どうやって会話せずに間をもたせよう？　ＤＶＤでも観るか、ゲーム機でも買ってくるか？」


    「そんなの、小学生が友達の家に遊びに行ったときのメニューですぅ。彼女が家に遊びに来てるんだから、もっと二人の関係を前に進めるような建設的なことをすべきですぅ」


    「二人の関係を前にって、どういう……」


    　とまどっている俺に、いきなり小麦が抱きついてきた。俺は正座で座っていたので、そのまま後ろに押し倒されて、太ももの筋が切れそうになった。


    「痛い痛い痛い！　小麦、どいてくれ！　正座を崩さないと、筋肉がプチッといく！」


    「こむぎゅう～、お兄にい様、ドキドキしてないですぅ～？」


    「ドキドキはしないが、太ももの筋肉がピキピキはしてるぞ」


    「お姉ねえちゃんが言ってたですぅ～、彼氏の部屋でぎゅっと抱きしめられるだけで女の子はロマンチックな気分になって、言葉も何もいらないって……お兄様は、ロマンチックな気分になってないですぅ？」


    「あざみさんは独り暮らしだからそれもアリなのかもしれないけど、さすがに同じ家に親と妹がいていつ俺の部屋にくるとも知れなくて、自分の部屋には仏像いっぱいっていう状況じゃ、ロマンチックどころか罪悪感と焦しよう燥そう感かんしか感じないんだが」


    「はわわ～っ、またお姉ちゃんに[image: ]だまされたですぅ～！　小麦、恥ずかしいけどがんばったのに……お姉ちゃん、許すまじですぅ～！」


    　小麦は真っ赤になった顔を押さえ、俺の上からあわててどく。俺はやっと体を起こした。


    「なるほど、この作戦を説明したから緋ひ影かげが微妙な顔をしてたのか」


    「そうですぅ～。緋影っちもお兄様のことが好きだけど、お兄様がりんりんを選んだ手前がまんしているのに、小麦が抱きついちゃうので……。緋影っちもがまんしたし、小麦も恥ずかしいのをがまんしたのに、何の役にも立たなかったなんてひどいですぅ～」


    　小麦は恥ずかしさのあまり涙目になっている。さすがにかわいそうで、俺はなだめて言った。


    「いや、何の役にも立たなかったってことはないさ。少なくとも、おうちデートはふだんの生活に密着しすぎて盛り上がらないことがわかったんだから」


    「こむぎゅう～……。じゃあ、やっぱり緋ひ影かげっちの言うことが正しかったということですぅ。緋影っちは、家の中だと日常生活すぎて特別感が無くて会話のネタが無いから、二時間黙っててよくて、終わったら会話のネタまで提供してくれる映画が一番って主張してたですけど……たしかに小こ麦むぎも、お兄にい様と映画に行ったとき楽しかったですぅ」


    　そういえば俺は小麦と映画に行ったことがある、それはたしかに楽しかった。ホラー映画は平気だと豪語していた小麦が上映中ずっと顔を引きつらせていたりして面白かったし。


    「そうだな、映画がいいかもしれないな」


    　やっとまともな案が出てきて、俺は大いに期待した。


    



    　ということで、俺は緋影と映画を観に行った。映画館に行くには電車に乗ってシネコンのあるショッピングモールに行かないといけないし、映画自体も二時間近くある。思いっきり時間がかかるので、緋影は遠慮して最後に回ったようだ。


    「なるほどなー、デートムービーってのがわざわざ作られるぐらい、彼氏彼女の間の話題の枯こ渇かつってのはだれもが[image: ]たどる重大な問題なんだな」


    　俺は、暗いシネコンのロビーの壁に貼ってあるポスターを眺めながらつぶやいた。


    「デートムービーって何を見りゃいいのかなあ。こっちのチャラチャラしたラブコメとか？　グチャドロスプラッタホラーは緋影は苦手なんだよな、デート用にはどうかな？」


    　と、緋影に話を振ると、なぜか緋影は俺に背中を向けている。


    「何やってるんだ、デートの相談してるのに。緋影はどっちの映画がいいと思う？」


    「す、すみません、お兄さん……そっちを見るのは勘弁してください」


    　緋影は俺に背中を向けたまま、頼りない声で言った。


    「だって……正直に告白しますが、デートの真似事をしていると、お兄さんがまだ好きな焼けぼっくいに火がついてしまいそうなんです。さっき草くさ野のさんのお姉ねえさんが草野さんに教えた作戦を聞いて、草野さんがお兄さんに抱きつくって聞いたときから、胸にめらめら火が燃えはじめて、そのへんの焼けぼっくいに延焼して止まらないんです……」


    　緋影は後ろを向いたまま、胸を押さえてため息をついた。俺の胸が、キュンと痛んだ。こんな一いち途ずな娘この告白を俺は断ってしまった、そして今もこうして俺に付き合わせて苦しめている。それもこれも俺がしっかりしてないからだ、俺を好きになってくれた娘たちのためにも、凛りん世ぜときちんと付き合えるようにならなければいけないのだ。


    「ありがとう、緋影」


    「……お礼なんか言わないでください、焼けぼっくいについた火が燃え上がってしまいます。わたしはまだお兄さんを好きな気持ちを自分でコントロールできないので、焼けぼっくいが燃え盛る勢いで、お兄にいさんのことをこのままだれにもふれられないように監禁してしまうかもしれません。いえ、わたしの性格上絶対に監禁すると断言できます」


    　これはなかなかハードな告白が来たものだ。


    「なんかいろいろ気苦労かけて悪いな。それじゃ変にロマンチックな映画より、デートらしくはないけど、思いっきり笑えるコメディー映画で気を散らせるほうがいいかな？」


    　俺が尋ねると、緋ひ影かげは背中を向けたままこくりとうなずいた。


    　女子というものは、いろいろと難しい。でも、その難しいところがかわいいと思えるぐらいには、最近余裕ができてきた。ゲームでもヘタクソな間はゲームオーバーにならないかドキドキハラハラで楽しむ余裕なんか無いけど、うまくなってくると、少しばかり手ごたえのあるぐらいのゲームのほうが燃えるみたいなものかもしれない。


    　そういうわけで俺はパパッと座席を予約し、ポテトとジュースを買ってトレーを持つと、


    「じゃあ行こうか。俺は手がふさがってるから、モギリの人にチケット渡してくれ」


    　と、緋影にチケットを渡した。緋影は、なぜかポーッとした顔で俺を見ている。


    「ふあ……お兄さん、すごく慣れてますね」


    「いや、別に慣れてるってほどじゃ……」


    　俺はとまどうが、たしかに妹のわがままに付き合ってふつうの人よりは映画館に来る機会も多いかもしれない。それに食いしん坊の妹のせいで、映画館であれこれ食い物のおつかいをさせられるのも慣れている。


    「わたし、映画館の予約とか苦手でＤＶＤ専門なので……何だか、リードされてる感じで、お兄さんがかっこよく見えます……」


    「いやいやいや、ポテト買ったぐらいでそこまで評価上がらないだろ。あるいは暗くてよく見えないせいでかっこよく見えてるだけじゃないのか？」


    「ああ、焼けぼっくいが大火事になってます。これはもう、監禁せずにいられない……」


    「はいそこ、不ふ穏おん当とうな発言をしない！」


    　身の危険を感じて、緋影の気をそらすため、俺は大急ぎで劇場に向かった。


    　俺が選んだのは、聞いたこともない海外のコメディー映画だった。映画館は、たまに海外で話題の映画を一週間だけとか流したりするが、そういうやつだった。劇場も一番小さな箱で、教室ぐらいしかない。それで小さなスクリーンで映画を見ていると、学校の視聴覚室で学習教材ビデオを見ているみたいな感じで、逆に緊張しなくてすんだ。


    「ふひゅっ」


    　スクリーンの中でローラースケートのコメディアンが大げさに叫びながらオレンジの屋台に突っ込んだ瞬間、俺の隣から妙な物音が聞こえた。顔を向けると、緋影が暗がりでもわかるほど真っ赤な顔をして、両手で口を押さえていた。


    「……今の、緋影の声？」


    　ひそひそと小声で話しかけると、緋ひ影かげはもっと赤くなって、手で顔全体を覆おおってしまう。


    「す、すみませんっ……わたしは、実を言うと笑うのが苦手なんです」


    　そう言えば緋影はあまり笑わない。妹たちとにぎやかにつるんでいるときでも、笑わない。笑っても、せいぜい微ほほ笑えむぐらいだ。それは緋影のテンションが低くて性格がクールなせいだとばかり思っていたが、ひょっとして、この息を吐くときに笑い声を出すんじゃなくて、息を吸うときに笑い声が出てしまう引き笑いのクセを気にしていたのか？


    「いや、別に謝ることは……」


    「お耳みみ障ざわりですよね、すみません。ふだんこれぐらいでは笑わないんですが……」


    　緋影が謝った先から、コメディアンがバナナの皮でスッ転んだ。


    「ふひゅひゅひゅっ。……あっ、ま、また、すみませんっ！」


    　緋影はもうスクリーンを見まいとして、座席に後ろ向きに正座して座ってしまった。電車の窓の外を見る子供みたいでかわいいが……いや、そうだ、かわいいのだ。


    「そんなに気にしなくても、ふつうにかわいいから大丈夫だって」


    「気休めはけっこうです、こんな変な笑い方、ふつうはドン引きするに決まってます」


    「いや、気休めじゃなくて本心でさ。せっかくいっしょに映画に来ていっしょに映画を観てるんなら、いっしょに笑ってくれる女の子のほうが絶対にかわいいと思うぞ」


    「そ……そうでしょうか？」


    　緋影はまだまだ警戒しながらも、たまに「ふひゅっ」と笑ってしまっては、真っ赤な顔で口を押さえていた。緊張すればするほど、引き笑いになってしまうようだ。でも、最後のほうはだいぶ慣れてリラックスしてきたようで、引き笑いがだんだんふつうの、息を吐きながら笑う「ふふふ」みたいな笑い方になっていた。


    　映画が終わって劇場がぱちぱちと明るくなったとき、緋影は疲れてぐったりした様子で胸を押さえ、椅子の背もたれに倒れ込みながら、大きく息をついた。


    「はー……疲れました。こんなに笑ったことが無いので、水球の試合よりも疲れました」


    「水球の試合のほうが疲れると思うが。水中の格闘技っていうぐらいなんだし」


    「水球は呼吸のペース配分ができましたが、笑っているときは、息を吐ききって苦しくなってもまだ笑いが止まらないときとかあるじゃないですか。酸欠で死にそうになる頻度は、水球より笑ってるときのほうが高いと思います」


    「酸欠で死にそうになるほど笑うなよ。たしかにそこそこ面白かったけど、あそこまで笑うほど面白かったかなあ……」


    「いえ、お兄にいさんの言うとおり、かなりベタでそこそこ面白いていどの映画でした。どうしてあんなに面白かったのか……ひょっとして、お兄さんといっしょに観たからでしょうか」


    「俺といっしょに観ると、笑いがエンハンスされる効果があるのか？　それは、俺の顔が面白いとかそういう意味で……？」


    「どうして自じ虐ぎやくに走るんですか。お兄にいさんの顔は、パーツは地味だけれども、日向ひゆうがさんの兄だけあって、配置は整っていますから」


    　言ってから、自分の言葉が恥ずかしくなったみたいで、緋ひ影かげはコホンと咳せき払ばらいした。


    「わたし、ふだんは全然笑わないですけど、お兄さんといると楽しいんです。それで最初からテンションが底上げ気味になっているので、ちょっと面白い映画とかで笑えるんだと思います。それで、笑うのって楽しいから、楽しくてまた笑うっていうか……」


    　観客は足早に座席を立って出口へ向かっていたが、俺たちはまだ座っていた。混雑しているところに混ざるのは危ないという思いもあったけれども、それ以上に、緋影の言葉が俺に大きなヒントをくれたので、全身が電気でしびれたみたいに動けなかったのだ。


    「つまり、お兄さんといっしょにいるだけで楽しいんです。好きっていうのは、そういうことかもしれないですね。だから三み剣つるぎさんのことも、口下手だとか口下手をごまかすとか、そんな小細工をコソコソしている暇があったら、会っていっしょにいてあげるほうが、ずっと三剣さんには喜ばれると思うんです」


    「……今、目からウロコが落ちた」


    「目からウロコって、仏教じゃなくてキリスト教の言葉じゃなかったですか」


    「悟りが開ければ細かいことはどうでもいいんだ、仏教は宗教じゃなく哲学なんだから」


    　そして緋影のおかげで、俺は迷いから脱だつ却きやくできた。ここに至るまで妹や小こ麦むぎにも助けられている。女によ性しようは、悟りを阻はばむ悪魔マーラかもしれないが、悪魔マーラによって最終的に釈しや[image: ]かの心が鍛えられて悟りを開けたわけなんだから、ある意味悟りを開くのに協力したとも言えるんじゃないか。


    「とにかくありがとう、緋影。おかげで、進むべき道が見えた」


    　俺は心から緋影に感謝した。緋影はますます赤くなり、


    「わたしのように恋愛経験の浅い者がお兄さんのお役に立てたなら、よかったです」


    　と、消え入るような声で言った。本当に、ショッピングモールの屋上で妹を縛り上げて好き放題夢想していた人とは思えない。いい娘こになったなあ、と俺はうれしかった。


    



    　さて、緋影のおかげで活路が見いだせたので、俺は月曜日、さっそく学校で凛りん世ぜの姿を捜した。ところが、昼休みに凛世のクラスをのぞきに行っても、姿が無かった。


    「こういうときに限って会えないもんだな、凛世はどこへ行ったんだろう……」


    　会えないとなると焦あせってしまって、俺がじりじりしながら廊下を行ったり来たりしていると、小麦が通りかかった。ピンクのナース服を着て、カルテを持っている。保健委員の仕事の最中のようだった。結局土曜日は、映画の時間が長くて俺と緋影がなかなか帰ってこなかったので、しびれを切らせたあざみさんが妹と小麦を連れて、銀座へ高級ブランドショップ巡りに行ってしまったので、俺はあれきり小麦に会っていないのだった。


    「あ、小麦。凛世を見なかったか？」


    「りんりんをお捜しですぅ？」


    　小こ麦むぎは不思議そうに俺に聞き返して、それから答えた。


    「りんりんなら、保健室にいるですぅ」


    「え？　どうしたんだ、怪け我がか？　気分でも悪いとか？」


    「よくわかんないけどベッドで寝てるですぅ、お見舞いに行ったら、喜ぶと思うですぅ」


    「ありがとう、そうさせてもらう」


    　よくわかんないということは、怪我や病気じゃないんだろうか。女の子は寂しいと死ぬと薔ば薇ら園ぞの先輩は言っていたが、凛りん世ぜも俺がほったらかしにしすぎたせいで……？　だとしたら、いささか手て前まえ味み[image: ]そではあるが、俺が特効薬ってことではないんだろうか？


    　凛世が死んでしまう前に、会って元気づけてやらなくちゃいけない。俺はそう思って、保健室に向かった。小麦も保健室に戻るところだったみたいで、いっしょについてくる。保健室に入ると保健の先生は留守で、病人用に二つあるベッドの片方だけ、カーテンですっぽりと囲まれていた。ベッドをカーテンで覆おおい隠すのは、そこに病人が寝ているときの目隠しだから、ということはつまり凛世はあのカーテンの中にいるということだろう。


    「凛世、大丈夫か？」


    　俺はベッドを囲むカーテンを、そっと開けた。ところが、そこには誰も寝ていない。掛け布団と毛布は足元に綺き麗れいに畳まれていて、そもそも人が寝ていた様子が無い。


    「あれ？　いない？」


    　そのとき、俺は背後に殺気を感じた。小麦が一瞬にして俺の後ろに回っていた。


    「ふっふっふ！　お兄にい様、引っかかったですぅ～！」


    「何ィっ！」


    　振りかえった俺が見たものは、邪悪な光を放つ小麦の目と、その手に持たれた大きな瓶……そこからブチまけられた、ドロドロした半透明の粘ねん菌きんだった。


    「タマきー、タマむー、タマしー、タマぴー、行っけぇ～ですぅーっ！」


    　キイロタマホコリカビとムラサキタマホコリカビとシロタマホコリカビと、あと小麦が怪しい研究で作り上げた突然変異種のピンクタマホコリカビが、俺に襲いかかった。粘菌はドロドロしたスライム状の巨大アメーバのような生物だが、繁殖のときには細長い柄の先に大きな丸い胞ほう子し嚢のうがついた子し実じつ体たいを形成する。で、粘菌マニアの小麦が保健室で飼っているそいつらは巨大な子実体を形成すると、丸い胞子嚢をアメリカンクラッカーみたいに振り回して、俺の手足をからめ取ってしまった。


    　タマホコリカビの子実体がこんなに大きいはずがないし、こんなに素早く動けるはずもないので、どうやらタマぴー以外のタマホコリカビも小麦のマッドサイエンスの洗礼を受けているようだ。俺は手足の自由を奪われ、ベッドに縛りつけられてしまった。黄色や紫や白やピンクの、ひも状のグミキャンディみたいな細いロープが全身をグルグル巻きにしていて、一見冗談のようだが、俺のそばにぴたりと立った小こ麦むぎの目は本気だ。


    「[image: ]だましておびき出したんだな！　何が目的だ、小麦！」


    「土曜日にお兄にい様のお力になれなかったので、小麦、日曜日ずっと、口ベタ男子がどうすればお付き合いできるか、新しい作戦を考えていたですぅ。それで、粘ねん菌きんですら子実体を形成して繁殖するのにお兄様ときたら……との考えから、そうだ粘菌をお兄様の脳味み[image: ]そに注入して魔改造してしまえば、積極的にお付き合いできる性格になると気づいたですぅ」


    　小麦は大きな注射器を取り出した。でもそれには細長い針がついていて、ガラスの筒の中にはピンク色の粘菌がみっちりと詰め込まれていた。いや、もうそれは「恋愛経験の無いぼくのはじめてのお付き合い大作戦」というレベルの話じゃなくなっている。とりあえず、自分ではっきり「魔改造」と口に出してるし、これはヤバい。


    「まっ、待て、小麦！　土曜日に伝えられなかったけど、打開策はもうあるんだっ、緋ひ影かげと映画に行って打開策が見つかって、だから凛りん世ぜを捜してたんだ！　もういいんだ！」


    「ハハーン、お兄様ったら、お注射が怖くて噓うそをついてるですぅ～。小麦の目は、ごまかせないですぅ～。ほーら、おとなしくお注射されるですぅ～」


    　ナース服の小麦がベッドの上によじ登ってきた。その目玉、思いっきり節穴じゃないか。


    「待て、ほんとにほんとだ！　打開策はもうっ、うわっ！」


    　無言で小麦が俺の脳天に注射針をブッ刺そうとした寸前に、俺は身をよじってそれをかわした。注射針はベッドのマットレスに深々と突き刺さり、小麦はゆらりと俺をにらむ。


    「小麦はお兄様のためにがんばってるのに、避よけるなんていけない子ですぅ～」


    「ほんとなんだって、打開策はもうあるんだって！」


    「万一そうだとしたら、緋影っちが打開策を出せて小麦が出せないなんて、そんなの悔しいですぅ。小麦だってお兄様の役に立ちたいですぅ～」


    「どんだけ負けず嫌いだ、いや知ってたけど！　勉強できる奴って負けず嫌いだよな、でも今一番俺の役に立つ方法は、俺の胸の上からどいてくれることなんだが？」


    　そう、小麦は俺が動けないように、俺の胸の上に馬乗りになっていた。大きく太ももを広げているので、ナース服のタイトで短いスカートの中身が見えそうで、悪魔マーラの罠わなにはまって堕落しないよう、俺は必死に顔をそむける。


    「しのごの言わずに、お注射されるですぅ～！」


    「ギャーッ、助けてくれーっ！」


    　小麦が両手で大きく注射器を振りかぶった瞬間、ガラガラガラッと保健室の扉が開いた。


    「もー凛世ったら。水球部ナンバーワンが何も無いところでこけるなんて、たるんどるぞー？」


    「ごめんなさい、考え事していて……。あと、ナンバーワンは今日きよう子こだと思うの」


    「とりあえずひざの消毒しなくっちゃね、先生すみませ～……はっ！」


    　入ってきたのはひざをすりむいた凛世と、それに肩を貸している妹だった。そして俺はナース服の小こ麦むぎにベッドの上でのしかかられて、まさに何かのプレイ真っ最中の様子。凛りん世ぜが、思いっきり凍りついた目で愕がく然ぜんとしている。あ……これは終わった、と直感した。


    「……兄あに貴きさんって、そういう人だったんだ……」


    「ご、ごめん、違う！　これは違うんだ！」


    　否定することすら、言い訳じみて聞こえて逆効果に思えた。せっかく打開策を見つけたというのに、このまま俺は凛世に愛想つかされてしまうのか。大きく見開かれた凛世の目から、涙が落ちるものだとばかり思って俺は覚悟していたんだが。


    「……そっかぁ、よかったー」


    　凛世は心から安あん[image: ]どした様子で手を胸に置いたので、俺のほうがびっくりしてしまった。妹と小麦も、凛世の反応がよっぽど意外だったようで、目が点になっている。


    「何がよかったの、凛世？　兄あにっちが小麦に、改造人間にされかけてたのに？」


    「いえ、改造人間にされかけたというか、今のシチュエーションはどう見ても（Ｈ）寸前っぽかったと思うですぅ……りんりん、実はすっごい怒ってるですぅ～？」


    　小麦は怯おびえて、フルフルしている。ちなみに「Ｈ」の部分は妹に配慮して、めちゃくちゃ小さな声で言っていた。だが、凛世はすっきりした爽さわやかな表情で、微ほほ笑えんだ。


    「そうじゃないのよ、小麦。わたし、兄貴さんとお付き合いがうれしくて、一人で盛り上がっちゃって、初はつ詣もうでに誘ったりちょっと強引すぎたかなって心配してたの」

  


  [image: ]


  
    「ええっ？　なんでそんなことで心配するんだ、付き合ってるのに強引とか無いだろ？」


    　凛りん世ぜの言葉があまりにも斜め上で、俺の声が三オクターブも跳ね上がった。


    「だって、兄あに貴きさんはまじめだし仏教男子だから、あまり女の子のほうから押せ押せムードなのは嫌いやかと思って……。だって、初はつ詣もうでのとき兄貴さん、表情が硬かったし……だから電話も、本当は毎日かけたかったけど、重荷になるかと思ってがまんしてたのよ」


    　そうか、初詣には凛世から誘われたんだから、次は俺が誘う番だったのだ。なのに俺はボーッと凛世からの連絡を待って、凛世をこんなに心配させてしまったのである。


    「ごめん、悪かった。ひょっとして、ちょっと前に俺の教室の前の廊下で待ってたのは……俺があまりにも電話しないもんだから、心配になって様子を見に来たのか？」


    「そうよ、でも……だから、今の小こ麦むぎと兄貴さんを見て、女の子のほうからあんなに攻めていっても許容範囲なら、わたしの電話や初詣もセーフだったかも、ってホッとしたの」


    　凛世は胸に手を当てて、ほんとにホッとしている。ほんとに心配していたのである。


    「許容範囲も何も、付き合ってる女の子にデートに誘ってもらえるなんて、セーフどころか大感謝の大歓迎だろ？　あのとき俺がギクシャクしてたのは緊張してただけだ、だって凛世が着物なんか着てかわいすぎるから、はっ！」


    　勢いづいて俺はついストレートに叫んでしまった。妹がニヤニヤしている。


    「はうー、暑い暑い。二月だというのに暑いですなあ～」


    　小麦は俺の上からどきながら、ドヤ顔で胸を張る。


    「ふっ……ふふん、どうですぅ～！　すべて小麦が考えた作戦どおりですぅ～！」


    　いや、それは違うだろう。粘ねん菌きんたちが瓶の中に戻り、俺はやっと身を起こせた。そして、俺がお付き合いに関して不慣れなために、凛世を心配させてしまったことを、深く反省した。


    「ごめんな、凛世。俺も遠慮してたんだ、だって凛世は俺なんかにはもったいないぐらいすてきな女の子だから、俺がひっつき回って重荷になっちゃ嫌われるかもって……」


    「そっ、そんなことっ……何考えてるのよ、バカじゃないのっ？」


    　凛世は真っ赤になって、一気に激怒ＭＡＸとなった。


    「ツンゴラ来た」


    「わたしのはツンゴラじゃないわ！　萌もえギレよ！」


    「もえぎれ？」


    「だ、だからっ……兄貴さんに萌えすぎてキレるレベルで……好き……とか言わせないでよ、バカ！」


    　火山が爆発する勢いで怒ってる凛世は、萌えギレというより燃えギレではなかろうか。


    「……って、え？　好き、って言った？　今？」


    「そうよっ、なのにわたしに嫌われるかもしれないから遠慮してたなんて、高二男子のくせにどれだけかわいかったら気がすむのよ！　わたしがどれぐらい兄貴さんのことを好きかきちんと把握しておきなさいよねっ、このアンポンタン！」


    　凛りん世ぜは、ベッドに座っている俺の胸ぐらを勢いよくつかんだ。


    「あのー、俺はいったい怒られてるのかデレられてるのか、どっちなんだ？」


    「……わたしのこと、大事にしてくれてありがとう、って言ってるのよ」


    　凛世は真っ赤な顔のまま、プイッとそっぽを向いた。どうやら赤くなった顔を見られるのが恥ずかしいみたいだ、俺たちは付き合っているはずなのに、なんで今さらそんなことが恥ずかしいのかと不思議だが、でもそこがたまらなくかわいい。


    「あのね、凛世。兄あにっちほんとにすっごく気にしてて、土曜日にあたしたち相談に乗ったんだよ。それで、緋ひ影かげっちと結論出たんだよね、兄っち？」


    　妹がお節介にも、俺の腹をひじでグリグリしてきた。えっ、と凛世が俺のほうに向き直る。照れくさいが、これ以上心配かけちゃいけないよな、俺たちは付き合ってるんだから。


    「う、うん……俺は付き合い方がよくわかってなかったけど、小手先のアレコレじゃなくて、いっしょにいて楽しいんだからもっといっしょにいなくちゃ、って結論で……。連絡しなくて心配させてごめん、凛世。今度から、俺のほうからも頻ひん繁ぱんに連絡を取るようにするから」


    　素直に謝ると、凛世は両手で顔を覆おおってしまった。


    「……もう、兄あに貴きさん。正直すぎて、反則だわ……」


    　怒ってるのかなと思って少しのぞきこむと、凛世の耳たぶは真っ赤に染まっていた。


    



    　こうして、俺は何とか凛世と仲直りというか、誤解を解きあったというか、まあ通常営業となったわけである。とりあえず凛世のひざの怪け我がを小こ麦むぎが治療したあと、ひざに大きな絆ばん創そう膏こうを貼られて歩きにくそうな凛世を教室までエスコートするのは、俺がした。


    「別に、こんなお姫様扱いしなくても、ついてきてくれなくても一人で戻れるのに……」


    　凛世はずっと真っ赤な顔で、ぶつぶつ文句を言っていた。お姫様扱いが照れくさくてうれしいのかな、と気づいて、これぐらいのことで照れて喜んでくれる凛世がかわいかった。


    　すべてが解決すると、混乱していた俺の頭も冷静になった。この段階でようやく俺は、


    「凛世とのことを相談するのに、薔ば薇ら園ぞの先輩たちとかよりも、ふつうに現在進行形で付き合ってて実績のある高たか野のと比ひ叡えいに相談したほうが、はるかに有意義だったんじゃなかろうか……？」


    　という、ものすごく基本的なことに気づいたのだった。で、もう解決はしているが、参考までに二人にも相談してみた。高野と比叡は俺と同じ仏像愛好会のメンバーで、高僧のごとく穏やかな性格と顔立ちで、煩ぼん悩のうに振り回される俺なんかよりずっと悟りを開いているのだが、


    「あーそれは日向ひゆうがくんがダメですな、会えなかった日は毎晩電話するのが基本ですな」


    「そうでありますよ、女の子は寂しがり屋さんでありますからな～」


    　と、ばっさり二人にダメ出しされた。俺がさんざん回り道してたどり着いた真理をあっさり答えられて、やっぱり現役で付き合ってる人はすごい、と思わず尊敬してしまう。


    「そ、それじゃ会えた日は？　直接会ったうえに電話までしたら、鬱うつ陶とうしいですか？」


    　尊敬しすぎて、つい敬語で質問してしまった。高たか野のと比ひ叡えいは、即答する。


    「まさかでありますよ～、好きな人と話すのが鬱陶しいわけないでありますな～」


    「会えた日ももちろん電話するですな、当然ですな～」


    「でも、直接会ったときに会話してるわけだから、それ以上話すことなくないですか」


    「そんなことないですな～、今日は会えて楽しかったですなって切りだせば、そこからいっくらでも会話は続いていくですな～」


    　うおおお、目からウロコがポロポロ落ちるぞ！　さすが、半年付き合った実績保持者である。そもそもるかにゃんとみーなちんは、もともと妹の追っかけであって、俺を妹から引き離す一環として、比叡と高野を誘惑するため送り込まれたはずなのである。それが用無しとなってもお付き合いを続行するぐらい二人のことを好きなわけだが、これだけマメならそれも当然かもしれない。俺でもうっかり惚ほれてしまいそうになるほどだ。


    「おや、でも高野くんは今でも毎日電話してるですかな～？　みーなちんは国公立大志望だから、まだ受験まっさかりではないですかな～？」


    「ふっふっふ、前にそれでちょっぴり寂しい思いをしたし、みーなちんにも寂しい思いをさせてしまったので、お年玉で『すまほ』なるものを購入したでありますよ～！」


    　ばばーん、と高野は俺たちの前にスマホを突きだした。高野といえば大学に行ったら山岳仏教を勉強したいとか言っていたから、通信手段は山伏のほら貝だとばかり思っていたのに、とんだ文明の利器を手に入れたものだ。うちは通信費がかかるってことで俺も妹も携帯を持たせてもらってないので、高野が文明人に見える。


    「この『すまほ』なるもので『らいん』なるものを用いて通信をすれば、一瞬にして文章が送れるうえに、写真やボイスメッセージまで送れるでありますよ～」


    「おお、高野くん、すごいですな！　ぼくもるかにゃんと『らいん』をしたいですな～」


    　すごい、高野が未来人に見えてきた！　やっぱりお付き合いを続けようと思えば、こういうマメさが必要なのか。自分はほら貝しか使えないので携帯で連絡はちょっと、とか言ってる場合じゃないんだなあ……と、俺はとても勉強になったのだった。


    



    　ということで、携帯を持っていない俺は、とりあえず家の電話で毎晩凛りん世ぜに電話を入れようと誓った。そして毎晩電話したのだが、とにかく話題が無い。


    「……えっと、今テレビで面白いのやってる。凛世、今何チャンネル観てる？」


    　話題が無さすぎて、テレビの実況みたいになってしまったのに気づいて、俺は慌てた。


    「あっ、ごめん！　あまりにも話題が思いつかなくて……こんなの、退屈だよな？」


    　ところが、意外にも電話の向こうで凛世は『ううん』と明るく答えた。


    『話題なんて、どうでもいいのよ。顔を見ていると話せないことも電話なら話せるから、兄あに貴きさんのことが今までよりずっとよくわかって、それだけで楽しいから』


    　その言葉が、俺の心を雲間の太陽のような光で照らしてきた。


    「あ……うん。俺も、楽しい。話題は無いけど、凛りん世ぜと話をするのが楽しいよ」


    『よかった、ありがと……ふふっ』


    　電話の向こうから、凛世のくすぐったそうな、幸せそうな笑い声が聞こえた。


    　たぶん俺は付き合う前よりも今のほうが、凛世のことが好きだ。人を好きになるって、こういうことなんだろう。恋愛映画とかを見ると、告白するときが一番のクライマックスみたいになってるけど、本当は、付き合っていくうちにもっともっと好きになっていくんだろう。クライマックスなんて無い、毎日の平凡な幸せを積み重ねていく、それが恋というものなんだろう。


    「……好きだぞ、凛世」


    　心の中が幸せでいっぱいになりすぎて、思わずその言葉が口をついて出た。うわっ、これはちょっと舞い上がりすぎた発言だってドン引きされるかな、と焦あせったが、


    『知ってるわ。でも、わたしは兄貴さんなんかよりも、もっと好きなんだからね』


    　あっさりと返されてしまった。しかも、こんなところでまで負けず嫌いである。


    「うん、凛世にはかなわない」


    　俺は心からそう言った。そして楽しみだった。明日は、学校でも話せるだろうか……？
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    二章　俺のバレンタイン・キッスは何を卒業するのだろうな件


    



    　毎日電話をするというのは、実に単純で簡単だったが、恋愛に不慣れな俺にとって実に効果的なお付き合いの方法だった。凛りん世ぜの水球の練習が長引いたり、俺が仏像愛好会のことで忙しいときは、電話も手短にすませた。電話が短くても、最近は昼休みに毎日会えるので、積もる話はそのときに話せばよかった。


    「今日は、ブリの照り焼きに挑戦してみたの。すぐに真っ黒焦げになって、こんなに難しいとは思ってなかったわ」


    　昼休み、凛世は屋上のフェンスのところの少し高くなった段差に座って、膝の上に置いた布包みをほどいた。出てきたのは漆うるし塗りの重箱で、ふたを開けると、スモークサーモンやキュウリが入った海苔巻きと、ブリの照り焼きをはじめ、鶏肉と根菜の巻いたやつ、サクラエビと枝豆のてんぷら、れんこん入りのつみれ団子、かぼちゃのミニグラタン、かいわれ大根のサラダ、大根の浅漬けの梅肉あえ、ふっかふか卵焼き……などなど、豪華ですごく栄養バランスのとれたおかずが、綺き羅ら星ぼしのように輝いていた。


    「すごい！　これ全部、凛世が作ったのか？」


    　俺は凛世の横に座って、重箱をのぞきこんだ。凛世は恥ずかしそうに、


    「ばあやに教えてもらったから、半分以上はばあやが作ったみたいなものだけど……」


    　そう言いながらも、白い指先にひとつ絆ばん創そう膏こうが巻かれている。プライドが高い凛世のことだから、指摘すると怒りそうなので何も言わなかったけど、俺のためにがんばってくれたのがうれしい。でも、無理はしないでほしいな、ともその指を見て思った。


    　ちなみにばあやというのは、お金持ちの凛世の家でたくさん雇っている使用人を仕切っている人で、六ろく天てん麻ま耶やさん……ばあやというほどの年齢じゃないけど、凛世にとっては子供のころから側にいて育ててくれている、親がわりみたいな人だ。


    　凛世が弁当を作りだしたきっかけは、その六天さんが、


    『お嬢様、彼女というものは、彼氏に手作り弁当を作ってさしあげるものですよ。将を射んと欲すれば先まず馬を射よ、心をつかみたいと思えばまず胃袋をつかむことですよ』


    　と、非常に的確なアドバイスをしたことによる。そのおかげで俺は毎日、ごちそうにありつけるようになったというわけである。


    　ちなみに、真冬の吹きすさぶ寒さの中でどうして屋上にいるのかというと、どっちの教室や学食で食べても、周囲の視線がひしひしと痛いからだ。妹といっしょにいるときも羨せん望ぼうと嫉しつ妬とと殺意の視線が痛かったが、天然すぎる妹はそういうのをまるで気にしていないというか、気づいてすらいなかった。でも凛世は周りにじろじろ見られるのが恥ずかしいということで、人の目の届かない屋上に来ることになったのだ。さすがに氷点下になるかならないかというこの気温で吹きっさらしの中で弁当を広げてるのは、俺たちだけである。


    「凛世、寒くないか？」


    　俺はコートを着て長ズボンだが、凛世はスカートである。重箱を置いているふとももからひざにかけてあまりにも寒そうで心配になってそう聞くと、凛りん世ぜはちょっと俺の顔を見てから、お尻を半分俺のほうにずらし、ぴったりと体をくっつけた。


    「兄あに貴きさんにくっついてれば寒くないから、大丈夫よ」


    　あれっ、ひょっとしてこれは俺にくっつくための作戦だったのか？　理由が無ければくっついてこられないあたり、凛世は相変わらず照れ屋さんだが、俺も照れ屋さんなので、


    「そ、そうだな、寒さを防ぐためには、くっついてるしかないよな」


    　と、寒さを言い訳に、凛世にくっついていた。だが、俺の右腕と凛世の左腕が密着してしまっているので、これでは右手を動かして弁当を食べられない。凛世はあいてる右手を自由に動かして、保温水筒から味み[image: ]そ汁しるを二人分注いだり、ひざの上にのせた重箱に[image: ]はしを突っ込んで卵焼きをつまんだりしている。おいしそうな卵焼きに、喉のどが鳴った。


    「……あの、凛世。ちょっと離れてもいいかな」


    　俺がちょっとお尻をずらすと、凛世もお尻をずらして、またくっついてきた。


    「だめよ、寒いじゃない」


    「でも、くっついてたら腕が動かしにくいし。俺もその弁当を食べたいし……」


    　そう言った口に、凛世が卵焼きを突っ込んできた。真っ赤な顔で、半分怒りながら、


    「そんなの、言えば食べさせてあげるでしょ！　寒いんだからくっついてなさいよね！」


    「はふぁっ？」
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    　凛りん世ぜが「はいお口あーん」をしてくれるということか？　照れくさい……照れくさすぎる！　これがお付き合いというものか、そして卵焼きってこんなに甘いものだったのか。


    　俺は、こんなに幸せでいいんだろうか……？　もぐもぐごっくんしてから、俺は何かこの幸せの恩返しみたいなことがしたくなって、凛世に尋ねた。


    「今度の日曜だけど……どこか行きたいところあったら、いっしょに行かないか？」


    　自分から誘うなんてはじめての経験で、ドキドキしてしまう。凛世もびっくりした様子で、


    「えっ……それって、デートってこと？」


    「恐れ多い、そんな大層なものではっ……って、いや、付き合ってるんだからデートか？」


    「付き合ってるんだから、デートよ。でも兄あに貴きさんが誘ってくれるなんて想定してなかったから、何も考えてなかったわ……どこがいいかしら、急に言われても思いつかな……」


    　凛世はすごく困って、わたわたと考えている。で、ふと思いついたように俺を見て、


    「あっ、そうだ。兄貴さんが行きたいところでいいわ、どこでもいいわよ」


    「俺が行きたいところ？　そんなの絶対つまらないぞ」


    「兄貴さんと行くんなら、どこでも楽しいと思うけど？」


    　凛世の言葉を聞いて、俺はハッとする。俺は前にも、俺なんかと話したってつまらないと思って凛世と距離を置いてしまって、緋ひ影かげに、好きな人は側にいるだけで楽しいものだと真理を説かれたのである。危あやうく同じ失敗を繰り返すところだったが、人間は学習して一歩ずつ悟りに近づいていくものなので、同じ間違いを繰り返すまいと俺は思った。


    「じゃあ、上野の国立博物館はどうかな。だいぶ前に行ったきりだから、展示物が入れ替わってるかもしれない。久く能のう寺じの法ほ華け経きようが展示されてたら実物を見てみたいんだ」


    「それって何？　何か特別なお経なの？」


    「平安時代の作品で、内容はふつうの法華経だけど、黄金で飾られた紙に書かれてるんだ。テカテカしてるのか、それともマットな金色なのか、写真じゃその風ふ情ぜいがわからないから一度実物を見てみたくて。それによって、当時の貴族の美意識の方向性がわかるから、たとえば金きん箔ぱくのはげた仏像が制作時にどの程度の金色だったか再現しやすく……」


    　吹きすさぶ風の中で、俺はしばらく語り続けて、そしてハッと我にかえった。


    「わ、悪い、思わず一人でしゃべってた。会話って苦手だからつい、無口か一方通行かのどっちかになってしまって……」


    「いいわよ。わたしも仏像の勉強をしたいから、兄貴さんの話はためになるもの。博物館も一人で行っても何もわからないから、兄貴さん、今みたいに説明してくれる？」


    　凛世が恥ずかしそうに、でもはっきりと、俺にそう言った。


    「も、もちろん！」


    　答える声が弾んでしまう。凛世が俺に合わせてくれてるのがわかる、その気持ちがうれしい。凛世と同じ方向を見つめていられるのがうれしい。


    　俺は、恋愛に関しては映画で見た知識しかなかった。それも恋愛映画じゃなくて、ホラーの中に混じった恋愛要素ていどのものだ。その俺の乏しい知識によれば、恋というのはお互いに激しい恋情を感じるものだとばかり思っていた。けれども、実際に付き合ってみると、どうやら俺の恋はそうでもないらしいということに気づいた。俺の場合は、俺が好きなものを凛りん世ぜも好きになってくれるのがうれしい。だから、よけいに凛世を好きになる。


    『高たか野のや比ひ叡えいも、みーなちんやるかにゃんと付き合って、こんな感情をいつも感じていたのか。あいつらが、急に大人っぽくなるはずだよなあ……』


    　感慨にふけっている俺のくちびるに、凛世がブリの照り焼きを押しつけてきた。


    「兄あに貴きさん、ぼんやりしてたら昼休み終わっちゃうわよ。ほら、さっさと食べて」


    「あっ、ご、ごめん」


    　凛世が苦労したというブリの照り焼きを、ではいただこうと俺が口を開けると、


    「ぱっくん」


    　俺の顔のすぐそばに、妹の顔が現れた。突然の出現と、その顔が近すぎてドキッとして、


    「ひょえっ！」


    　我ながら間抜けな声を上げて、俺は大きくのけぞった。その隙をついて妹は、トンビが油揚げをさらうように、すばやくブリの照り焼きをさらってしまう。


    「俺のブリが！」


    「わー、おいしい！　ほどよく上品な味付けで、ブリがふんわり仕上がってる～！」


    　妹は両手でほっぺたを押さえて、幸せそうにもぐもぐしている。こいつは、高校生にもなって行儀が悪すぎだろ！　褒ほめられた凛世は、うれしそうにそわそわして妹に尋ねた。


    「ほ、ほんと？　はじめて作ったからどうかなって心配だったんだけど、大丈夫？」


    「うん、すっごくおいしい。ね、そっちのしいたけの肉詰めも一口もらっていい？」


    　妹が、凛世をはさんで俺と反対の側に座った。なんでこいつは、人が食ってる物やら飲んでるジュースやら、何でも「一口」よこせとチョコチョコかすめていくのだ。カラスか。


    「おまえ、自分の分の弁当はどうしたんだ」


    「食べたけど、凛世のお弁当は別腹だもん」


    「弁当の別腹が弁当って、食い過ぎだろ」


    「兄あにっちと凛世がうまくいってるかどうか心配で、優しい妹は様子を見にきてあげたのよ。じっと見守るつもりだったんだけど、お弁当があまりにもおいしそうでつい……」


    　てへぺろ状態の妹に、凛世はクスクス笑って言った。


    「遠慮しなくても、よかったら今日きよう子この分も作ってくるわよ？」


    「それはさすがに悪いよ～。それより、博物館がどーのって話をしてたけど行くの？」


    「ええ、今度の日曜日、上野の博物館に仏像や経きよう文もんを見に行こうかって」


    　仲良し大親友の二人が話し出すと、男子である俺は完全にかやの外になってしまう。でも、二人が楽しそうに話してるのを横で見てるのもいいもんだ。動物園で仲良しの動物を見てるような感じだろうか、こっちまでほのぼのと幸せな気分になってくる。


    「いいなー、上野かあ。微妙に遠いから、いまいち行かないんだよね。御お徒かち町まちのガード下のラーメン横丁っての、一度行ってみたいって思ってるんだけど……」


    「いいわね、じゃあいっしょに来る？　博物館の後、ラーメンを食べて帰りましょうよ」


    「えっ、デートについてっていいの？」


    　妹が、うれしそうに目をキラキラさせながら、俺のほうを見てきた。まったくこいつの兄あにっち離れはどこ行った……と思いつつも、実際凛りん世ぜと二人きりだと間がもつか微妙に心配ではある。そりゃいっしょにいるだけで楽しいらしいとはいえ、せっかくのデートなんだし、好きな子につまらない思いをさせたくないじゃないか。


    　それにたぶん妹は、俺と凛世がうまくいくか心配なんだろう。最初に俺に相談されたこともあり、責任を持って見守るつもりにちがいない、今だって俺たちをこっそり見守っていたわけだし（凛世の弁当がおいしそうすぎて、うっかり迷い出てきてしまったが）。


    　妹にまで心配されるなんて兄として情けないと思いつつ、でも頼もしいのも事実だし、それに時刻表読めない系女子の妹はたぶん自力で御徒町までは行けないだろう。相談に乗ってくれたお礼も兼ねて少しぐらいは家族サービスもしておこうと思い、俺はうなずいた。


    「ああ、まあいいけど」


    「やったー！　今まで新しいラーメン屋さんって兄っちと二人で突撃してたんだけど、凛世もいっしょなら感想を語り合える人が増えて、楽しさパワーアップだね」


    　妹は子供みたいにバンザイして喜んだ。凛世が、クスクス笑っている。


    「わたしも今日きよう子こがいっしょなら気楽だわ。兄あに貴きさんと二人っきりだとまだまだ緊張しちゃうから、今までみたいに今日子がいっしょのほうが自然に話せていいかなって」


    「なんで緊張するのー、兄っち優しいのに」


    「じゃなくて、好きすぎて緊張しちゃうの」


    「きゃー凛世ったら少女漫画ー☆」


    　助けて、恥ずか死ぬ。俺の目の前でこれは、うれしいけども、公開処刑か？


    　まあでも、今までどおり妹が交じってたほうがお互いにリラックスできるのも確かだろう。凛世だってもともとは、勘違い婚約者のせいで男嫌いをこじらせていたわけだし、俺と付き合っていても妹のことを好きな気持ちには変わりがないだろう。友情ってのはそんなにあっさり消えるものじゃないし、そもそも妹も凛世もそんな生なま半はん可かな友情じゃない。


    「あっ、あとこの海の苔り巻きもらっていい？　サーモンのお寿司大好きー♪」


    「こっちのグラタンも食べてみて、これはちょっと自信があるの」


    　自分の弁当を食べてきたくせに、妹の別腹はすさまじい。本当に胃袋がもう一個あるレベルで食っている。スポーツで鍛えているからすぐ腹が減るんだろう。おいしそうにパクパク食べるので、弁当作りにちょっと自信が無かった凛りん世ぜもうれしいみたいだ。


    　俺は今まで、妹といっしょに道を歩いていて、周囲の男ども（時には女も）が騒ぐ理由がよくわからなかった。客観的に見ればかわいいほうなのかもしれないが、俺にとっては小生意気でかわいげの無い妹だった。


    　でも、凛世と付き合うようになって俺は女子というものをまじめに考えるようになった。女子はこうしたら喜ぶだろうか、最近連絡無いけど大丈夫だろうか、そんな手探りの中で、俺ははじめて妹の「厚かましくって図々しくって小生意気」だと今まで思っていた距離感が、「気兼ねなくコロコロと俺になついて甘えてくれるかわいさ」だと気づいた。


    　そう、他の女子と付き合ってはじめて俺は「妹がかわいい」ことに気づいたのである。


    　今、こうやって凛世の弁当を横取りして、冬眠前のリスみたいに頰ほお袋ぶくろをふくらませている妹のがっつきっぷりがかわいい。凛世に笑いかける底抜けの明るさがかわいい。


    　凛世のことはもちろん好きだ。でも、凛世のことを好きだと思うにつけ、妹のかわいさにも気づいてしまう。凛世のおかげで俺は「好き」という感情がどういうものか理解できるようになった。すると、今まで俺が妹と過ごしたいろんな時間や、その中で感じていたいろんな感情もまた「好き」という感情だったのではないか、と気づいたのだ。


    『何てこった……妹が俺を好きすぎることは知っていたが、まさか俺も妹のことを好きだったなんて？』


    　不純異性交遊だけでも悟りの道に反するのに、まして実の兄妹だぞ、道徳的にも法律的にも許されるわけがない。たぶん俺は、凛世との付き合いにまだ緊張してるから、妹を頼りにするあまり、勘違いしてるんだ。妹も今はまだ、俺と凛世を心配して側にいてあれこれ気をつかってくれるので、余計に誤解してしまうんだろう。もう少しすれば、俺も慣れてくるだろうし、妹はじゃま者の俺がいなくなったことで女子にも男子にも今まで以上にモテまくるであろう。すでに登校時など引っ張りダコですごいことになっていたし、俺に構ってる暇が無いぐらい忙しくなるだろうから、そのうち俺とは距離が離れていくはずだ。


    　そうすれば、俺の勘違いもそのうち忘れてしまうだろう。妹の兄あにっち離れじゃないが、兄妹なんだから、いつかは別れるときがくる。そうすれば、こんな迷走した思いにもきっぱり踏ん切りがつくだろう……と、俺は思っていた。


    「兄あに貴きさん」


    　突然凛世に声をかけられて、俺はビクッとした。妹といえど、他の女子のことを考えてるときに彼女に声をかけられるというのは、えらく罪悪感を感じるものである。


    「な、何だ？」


    「ごめんなさい、急に話しかけてびっくりさせちゃった？　今日は部活が無いから、三人でいっしょに帰りましょうって話なんだけど」


    「えっ、水球部、今日は休みなのか？」


    　俺がたずねると、妹が横から口を挟んだ。


    「プール消毒の日なんだよ。今日は寒いから、帰りに何かあったかい物食べない？」


    　弁当の後で弁当を食いながら食い物の話をするという、まったくこいつはどんだけ食えば気がすむんだ。……って、待てよ？　今日の帰りは妹と凛りん世ぜ、二人といっしょに帰るわけか？　毎朝妹と登校中に殺意の目を向けられ、今も凛世の手作り弁当を食うことへ向けられる殺意から逃れるために屋上に上がってきているのに、その二人まとめていっしょにか……？


    　俺の心に、一いち抹まつの不安が芽生えた。


    



    　そしてその不安は見事に的中した。俺たちは放課後、学校を出て駅前の繁華街のほうへ行ったんだが、凛世と妹は、なぜか俺をはさんで両側を歩いている。二人が並んで歩いてその後ろから俺がくっついて歩くというフォーメーションならまだしも、これでは、


    「あの地味な男め、あんな美少女二人を両手に花で歩いてやがる！　死ねばいいのに！」


    　もう殺意の視線浴び放題である。平安時代に流は行やった呪じゆ殺さつというものの効力が本当にあれば、今だけで俺は百回ぐらい死んでいる。そうでなくても見知らぬ人から邪気の視線を向けられるのはいい気がしないので、俺は二人に言った。


    「……あの、なんで俺の両側で、俺をはさんで二人でしゃべってるんだ。二人で並んだほうが、しゃべりやすいだろうに」


    「えー、だって寒いから兄あにっちが風よけになるんだもーん」


    「兄あに貴きさんのコート、けっこう風を止めるわよね」


    「俺は壁か！」


    　そんな理由で俺は殺意の視線を浴びなければならないのか、理不尽すぎる。


    「でも、ほんと夕方になるとますます寒くなってきたねー。雑誌に載ってた、新しくできたラーメン屋さんってこのへんだったと思うんだけど……」


    　南極点でも風邪をひかなそうな妹でもさすがに寒いのか、縮こまりながらキョロキョロしている。ラーメン屋は見当たらない、たぶん一本入った筋あたりにあるんじゃないかと思ったが、そのかわりに俺たちが見つけたのは、同じく新しくできたばかりのブティックだった。大きなショーウインドーの中に、真新しい真っ白いウエディングドレスと、あふれるような花のブーケが飾ってある。オーダーメードの婦人服店のようだ。


    「わー、かわいい！　こんなお店もできてたんだー！」


    　妹はショーウインドーにぺたっと貼りついた。夏の夜とか、よく窓にヤモリがこんなふうに貼りついてるなあ。女子というやつは、ふだんクール系ファッションとか何とか言ってても、たいていドレスが好きである。子供のころのお姫様ごっことか、着せ替え遊びとかに由来してるのかもしれない。そのへんのお姫様よりもずっとお嬢様のはずの凛世まで、


    「ほんとだ、かわいい。やっぱりウエディングドレスは、世界に一人しかいない大好きな人のためのドレスだから、世界に一枚だけのオーダーメードがいいかなあ」


    　と、うっとり眺めている。女子がいったんショーウインドーに貼りつくと長くなるのは妹で経験ずみなので、俺はちょっと横によけて、道の端っこで待機した。


    「着てみたいなあ……あっ、でも結婚のシーズンって、六月だっけ？」


    「うん、ジューン・ブライド……六月の花嫁ね。六月ジユーンの語源になったローマ神話の女神ジュノーが愛と結婚をつかさどる神だから、六月に結婚すると幸せになれるんだ……って、小さいころばあやが教えてくれたわ」


    「いいなあ、ジューン・ブライド。花嫁さんは女の子の永遠のあこがれだよね～」


    　ほわ～、と妹が空気の抜けたようなため息をつく。ふだん「水中の格闘技」と呼ばれる水球で剛速球シュートを連発してるような妹に、そんな女の子らしい憧れがあったとは。


    「ねえ今日きよう子こ、覚えてる？　夏休み、兄あに貴きさんの引率でみんなで旅行に行ったとき、途中の駅で後学のためにチャペル見に行こうって、探しに行ったわよね」


    　凛りん世ぜがふと、懐かしそうに妹に話しかけた。そうそう、電車を青春18きっぷで乗りついで愛媛に行ったときのことだ。あれは俺が「引率」だったのか……そしてチャペルだ何だと言ってたとき、俺は仏教徒であるという理由で一人、駅で荷物番をさせられていたっけ。


    「行った行った、なっつかしーい！　結局、とちゅうでお土産みやげ屋さん見つけてそっちに吸い込まれちゃって、チャペルまでたどりつけなかったんだよね」


    「そうそう、あれはたしか熱海あたみだったわよね。今日子、覚えてる？　あのとき『いつかいっしょにウエディングドレス着ようね』ってわたしに言ったの」


    「忘れてたけど、今思い出した。いつか着てみたいよねー、女の子の憧れだよね」


    　俺も忘れていたが、そういえば妹はそんなことを言ってたっけ？　あのときは妹たちが全然戻ってこなくて、電車を一本遅らせざるを得なかったことで頭がいっぱいだったが。


    　冷静に考えると、俺と凛世が付き合ってるということは、当然このまま破局とかがなければ、凛世は俺の隣でウエディングドレスを着ることになるんだろう。想像すると照れくさいけど、事実関係としてそうなる可能性がある。でも、妹が凛世といっしょにウエディングドレスを着るということは、俺のもう片方の隣に花嫁姿の妹がいるということか？　重婚罪の上に花嫁の片方が実の妹とか、どんだけ不道徳なんだ。仏の顔も三度という[image: ]ことわざがあるが、さすがのお釈しや[image: ]か様もこれは、一発アウトで無む間げん地じ獄ごくに叩たたきこむ勢いだろう。一瞬の気の迷いとはいえそんな想像をしてしまった俺は、堕落してるどころの騒ぎじゃない。


    　深く反省した俺は、家に帰ってから写経を百枚やった。あと、ラーメンはおいしかった。


    



    　俺の誤算は、妹に関するモヤモヤは、そのうち消えるだろうと軽く見ていたことだ。


    　俺と凛世がそこそこうまくいってる様子なので安心したのか、妹はだんだん俺たちに絡まなくなってきた。学校では「ひきしお会（日向ひゆうが今日子を愛めでる白しら百ゆ合り乙女おとめの会）」の女子たちがとっかえひっかえ妹にまとわりついていて、朝もわざわざ俺の家まで遠回りしてきて「偶然通学路の途中なので駅までいっしょに行きましょう」という積極的な娘こも増えた。積極的な娘は美人が多くて、自分に自信があるから積極的になるのかもしれないが、妹だけでも通学路の男どもは大騒ぎなのに、それが他の美少女数人と歩いてるものだから、


    「何だ、あのかわいい娘が仲間を増やしてる！　ついに芸能界デビュー来たかこれ！」


    「大変だ、天使が天国から集団で落ちてきた！　あるいは、ここが天国か！」


    　いろんな方向性で皆さん暴走していらっしゃるようである。そんなこんなで、俺と妹にちょっと距離感が生まれたので、このまま妹に抱いた「気の迷い」は消えるかと期待していたのに、離れているほど気になるというか、あまりにも周囲がにぎやかすぎて変な奴が近づいてきてもわからないんじゃないか、天然な妹のことだから悪い男女に[image: ]だまされるんではないかと、気が気じゃなかった。


    　モヤモヤしたまま二月も半ばにさしかかり、バレンタインデーがやってきた。バレンタインデーといっても俺には毎年、何の関係もない日である。いちおう母親はデパートで買ってきたらしき、ちょっと上等のトリュフとかいうやつを一箱くれるが、それだけだ。同じ十四日の「ふんどしの日」よりもまだ関連性が薄い気がする。


    　その朝、俺が起きてきたとき、もう妹は家にいなかった。始発で学校に行ったという。


    「朝練にしても、いくら何でも早すぎないか？」


    　俺が歯を磨きながら尋ねると、母親が目玉焼きを焼きながら答えた。


    「家庭科の先生の指導で、料理が苦手な女子向けに手作りチョコ講習会があるらしいわ」


    「当日の朝に？」


    「手作りだから、作ってすぐ食べるようにしないと食中毒とか起こすからだって」


    「……手作りチョコ講習会に参加するってことは、今日きよう子こはだれかにそれをあげる予定があるってことか」


    　凛りん世ぜと正式にお付き合いを始めて、一か月半……そこそこうまくいきはじめて、俺たちの行く末を心配して見守っていた妹が少し距離をとりはじめたなあ、と思っていたところだった。妹は妹で取り巻きやら追っかけやらにいつも囲まれて大変みたいだったが、そうか、その中で誰か気に入った奴でもできたのかな。あれだけ数がいれば一人ぐらい、恋愛にまったく無関心な妹の心を震ふるわせるような男がいても不思議じゃない。


    「そうなのよー、あっくんにやっと彼女ができたと思ったら、きょーちゃんにまでっ！」


    「彼女もいる高校二年生男子に『あっくん』は、そろそろやめていただきたいんだが」


    「まさかきょーちゃんに彼氏がいるなんて知らなかったわー、今日はお赤飯ねっ♪」


    　母親はやたら盛り上がっている。子供に彼氏彼女ができるのが、そんなにうれしいものなんだろうか。俺はといえば、妹に彼氏がいると聞いて、喜ぶような気分にはなれなかった。もちろん相手は妹なんだから嫉しつ妬となんかしないが、ああ、そういえばずっと「兄あにっち離れ」って言ってたし、いよいよ離れていくのか……という寂しさが胸に押し寄せていた。


    　俺は兄なのに、妹に彼氏ができたぐらいでこんなに悲しい気持ちになるなんて、ここは祝福すべきところなのに心が狭すぎる。それもこれも俺が未熟で、悟りが開けていないからだ。悟りを開かなければ、と気だけは焦あせるが、なかなか浮上できない。


    　落ち込んで鬱うつ々うつとした気分のまま、俺は一人で登校した。妹がいっしょだと駅への道は人でごった返しているのに、妹がいないと道がずいぶんすいている。あの大量の人間は、妹を見るためにウロウロしていたのか。おかげで道は歩きやすいのに、妹が今俺の隣にいないのは彼氏のためのチョコレートを作っているからだと思うと、足取りが重くなる。


    　重い心を引きずりながら歩いていると、歩道の先に知らない女の子が一人、立っていた。どこの高校かは知らないが、ときどき電車の中で見かける制服だ。その子は俺に気づくと、ぱたぱたと小走りに走ってきて、真っ赤な顔をして俺にピンクの紙袋を差し出した。


    「あっ、あのっ……三高の日向ひゆうがさんですよねっ？　あの、これ、チョコレート……！」


    「えっ？　ま、まさか俺に？」


    　びっくりした。去年の五月に一瞬訪れた俺の[image: ]なぞのモテ期は、妹を奪おうとする女子たちのたくらみだったわけだが、それがまだ続いているのか？　それとも、俺に本当のモテ期が来たとでもいうのか、でも俺にはすでに凛りん世ぜが……。


    「いえ、今日きよう子こさんのほうの日向さんです。渡していただけますか？　念のためですが、絶対に食べないでくださいよ？」


    　そりゃそうだよな、と俺はホッとしたようなガックリしたような気持ちで、納得した。


    「妹になら、直接渡せばいいのに。今日はもう学校に行っちゃってるけど、水球部が終わるぐらいに校門の前で待っていれば……」


    「だ、だってそんなの恥ずかしいじゃないですか！」


    　女子は真っ赤になって、ぶんぶんと首を横に振った。妹に渡すのは恥ずかしくて、男の俺に渡すほうが恥ずかしくないというのが、どうも釈然としないのだが、とりあえず、


    「わかった、じゃあ渡しておくから」


    　と、俺はその子から紙袋を受け取った。そこから学校に着くまでに、俺は実に十人以上から妹あてのチョコレートを受け取ったのだった。去年、妹がまだ女子中に通っていたとき、バレンタインに大量のチョコレートを持って帰ってきてびっくりしたが、妹は「今は好きな男子だけじゃなくて、友達に友チョコとかあげるんだよ」とニコニコしていた。しかし俺に渡した女子たちの本気度合いを見るかぎり、絶対それは友チョコではない。そういえば薔ば薇ら園ぞの先輩たちも、妹に渡すチョコレートに気合いが入っていたみたいだし……。


    　そして緋ひ影かげもまた、校門前で待っていた。眼帯はいつものことだが、左右の手が包帯まみれだ。ヤンデレだったころの緋影は、自分の腕に妹の名前を彫ったりしていたが、最近はすっかり更生したはずなのに、なぜまたこんなに包帯を……？


    「大丈夫か、緋ひ影かげ？」


    　他校生である緋影がうちの学校の校門の前にいる驚きよりも、せっかく更生した緋影がまたダークサイドに堕おちでもしたんじゃないかと俺は不安になって、思わずたずねた。すると緋影は、暗く瞳を伏せて、小さな小さな声でつぶやいた。


    「大丈夫です……これは、必要な犠牲だったのです……」


    「ほんとに大丈夫？」


    「お兄にいさん、今日は何の日だか知っていますか？」


    「バレンタインデーだろ」


    「そう。今日は血のバレンタインデー……一九二九年シカゴで、ギャングのボス、アル・カポネが起こした虐殺事件の日……」


    　微妙に違う気がするが、そう言いながら緋影は俺に、紙袋に入ったチョコレートを両手で突き出した。中には透明のふたに赤いリボンと黒いバラの造花が飾られた紙箱が入っていて、ふたから見える中身は、いびつなハートの形のチョコレートだった。


    「うわあ、何だこれ、手作りかっ？」


    「そうです……市販品では心が通じないと思いまして……」


    「ひょっとして、その包帯はそのせいか？」


    「はい……溶けたチョコに洋酒とか生クリームとか混ぜ合わせて味見しようとしているときに引っくり返して、チョコが熱すぎて火傷やけどしてしまったんです……でもまあ、わたしのお兄さんへの思いのほうが熱いので、これぐらいどうってことありませんが」


    「どうってことあるぞ、気をつけろよ。手作りチョコはうれしいけど、緋影が怪け我がしないほうがずっとうれしいんだからな」


    　俺がそう言い終えたとき、緋影はなぜか真っ赤になって、鼻を押さえていた。見ると、白い指の間から赤い鼻血が滴したたり落ちている。


    「おいおいおい、包帯だけじゃなく鼻血まで！　大丈夫かっ？」


    　俺はあわてて緋影にティッシュを渡す。ポケットの中に突っ込みっぱなしのぐちゃぐちゃティッシュだったが、二枚ほど取って緋影に渡すと、緋影は鼻を押さえて、


    「し、失礼しました……お兄さんがあまりにもイケメンなことをおっしゃるので、つい興奮してしまいました……」


    「えっ、俺、今何かそんなイケメンなこと言ったか？」


    　自分の胸に手を当てて、ドキッとした。口下手な俺だけど、ということは凛りん世ぜと付き合いはじめて、少しずつでも改善されつつあるんだろうか。でも、緋影の鼻血の原因は俺のイケメン的発言というより、チョコの味見のしすぎという気もしないでもないが。


    「とにかくチョコをどうぞ、二箱入っているので日向ひゆうがさんの分とお兄さんの分です。わたしの事前調査によれば日向さんは今日朝練なので、いっしょにお渡ししておきます」


    「妹の分もあるんだ、こんなにたくさん大変だっただろ。ありがとう」


    「いえ、いいんです。なお、お兄にいさんは三み剣つるぎさんと付き合っていますので、わたしからのこのチョコレートは、友チョコという認識で受け取っていただけましたら幸こう甚じんです」


    「そっか、最近は友チョコってのがあるんだな」


    「なお、日向ひゆうがさんあてのチョコレートは本命チョコですので、お間違えのないように」


    「本命なのか」


    　以前なら妹に対して強硬手段を取るフラグかと警戒しまくるところだが、まあ今の緋ひ影かげならば妹へのチョコがたとえ本命であろうと大丈夫だろう、という安心感がある。


    　そして、俺に友チョコを渡した緋影が妹には本命チョコを渡しているということは、妹に彼氏がいることは知らないのか？　それとも、妹は今日これから告白するつもりで、まだ彼氏ではないのか？　そのあたり何か知らないか緋影に聞いてみたかったが、俺でもこんな鬱うつ々うつとした気分になるのに、もし緋影が何も知らなくて妹に本命がいると知ったら……。今の緋影ならまさか妹を監禁したり相手の男を亡き者にしたりはしないだろうけど、せっかくのバレンタインの一日を暗い気持ちで過ごさせるのはかわいそうだから、俺はこのことは、モヤモヤしてはいるけれど自分の胸の中だけにしまっておくことにした。


    「わかった、妹に渡しておくよ。ありがとう」


    「どういたしまして。あとこれはわたしの勝手で差し上げたものですから、ホワイトデーは気にしないでくださいね」


    　緋影はそう言って手を振ると、大急ぎで駅のほうへ走っていった。のんびりしていたら、自分も遅刻してしまうからだ。なのにわざわざこの日にと持ってきてくれた気持ちが、とてもうれしい。妹のことで暗くなっていたときだけに、緋影のおかげで、だいぶ気持ちが上向きになった気がする。女によ性しようは悟りを阻はばむ悪魔マーラなどと言いつつ、男というものは、人生のかなりの部分でその女の子たちに救われている気がする。


    　ホワイトデーは気にするなと遠慮するのが緋影らしかったけど、そういった感謝をこめて、何か女の子が好きそうなかわいいお菓子でも買ってやりたい。緋影はクールなファッションモンスターを装っているが、けっこうオトメチックなものとか好きだからなあ……などと目を細めている俺の前に、小こ麦むぎが校門から飛びだしてきた。


    「こむぎゅう～っ、お兄様、やっと見つけたですぅー！　今日は来るのが遅いから、休みかと思って心配したですぅ～！　はいこれっ、小麦からのバレンタインチョコですぅ♪」


    「えっ、小麦もくれるのか？　ありがとう」


    　小麦が俺に差し出したのは、包装紙とリボンが巻かれた小さな箱だ。包装紙がゆるいので、いかにも手作りで自分でラッピングした、という感じである。


    「ひょっとして、手作りか？」


    　緋影のことからも連想して俺がそうたずねると、小麦はドヤ顔で胸を張った。


    「もちろんですぅ～！　料理が苦手な女子のために、家庭科の先生が特別に朝から手作りチョコ教室を開いてくれてたんですぅ～。それで今朝作りたてのホヤホヤですぅ～」


    「小こ麦むぎも参加してたのか。家庭科の先生、朝から大変だなあ」


    「毎年やってるらしいですぅ～」


    「そんなの全然知らなかったぞ。俺がチョコと無縁だったからか？」


    「家庭科の時間に、先生が『はいこれから女子だけ大事なお話があるので男子は家庭科室を出て行ってください』って言ったときに、女子だけの秘密で聞かされたですぅ」


    「あれってチョコの話だったのか？　保健体育のときの『はいこれから女子だけ大事なお話があるので男子は運動場でサッカーしてろ』と同類の話じゃなかったのか？」


    「そういうわけで、小麦も作ったですぅ。お兄にい様に、これは日ごろの感謝をこめた友チョコなので受け取っても大丈夫ですぅ。ちなみにこちらはキョコたん用本命チョコですぅ。あとでキョコたんに小麦がじきじきにプレゼントするですぅ」


    「おまえもそっちが本命チョコなのか」


    「にゅるりん」


    　む？　今、小麦が持っている本命チョコから「にゅるりん」と不穏な音が漏れ聞こえた。


    「小麦、妹に渡すというそのチョコレート、少し見せてはくれないかな？」


    「べ、別に変なもの入れたりしてないですぅ？　イチゴジャムが入ってるだけですぅ～」


    　小麦の笑顔が胡う散さん臭くさい。どうやらピンクタマホコリカビを混入したに違いない。オフィオコルディケプスとかいう菌類は、胞子がアリの体内で発芽し、脳に菌糸を伸ばして操るとかいうのを聞いたことがあるが、小麦が以前俺に注射しようとしたのも多分そんなやつだが、まさか妹にも……？


    「没収します！」


    「わーん、お兄様の意地悪ですぅ～！」


    　俺は心を鬼にして、小麦から危険物であるチョコを没収したのだった。


    



    　何はともあれ、いちおう俺は、友チョコとはいえ家族以外からはじめてのチョコレートを緋ひ影かげと小麦、二人からもらえたわけである。うれしくて、廊下を歩く足取りも軽やかだ。廊下には高たか野のがいて、俺が両手にいっぱいチョコの紙袋を持っているのを見ると、


    「おおー、日向ひゆうがくん。モテモテでありますな～」


    　と、陽気に声をかけてきた。そもそも九割五分まで妹あての預かり物で、俺のじゃない。悟りを開いた仏教男子のくせに朝からテンションが高いなあと思ったら、横に三年生のみーなちんがいて、チョコを渡しているところだった。なるほど、陽気の原因はこれか。


    「ごめんなさい、高野くん。受験勉強で作る暇が無くて、コンビニのチョコだけど……」


    「とんでもないでありますな～、みーなちんがくれるチョコならコンビニだろうが何だろうが、不ふ老ろう長ちよう寿じゆをもたらす甘アム露リタ、断食修行中の釈しや[image: ]かが口にしたスジャータの乳ちちがゆよりも甘く、全身がみーなちんの愛で満たされることでありますよ～」


    　高たか野のが滔とう々とうと甘い言葉を語る。テンション上がってるなあ、うれしかったんだなあ。俺も、年末の高野のやさぐれ加減を知っているだけに、自分のことのようにうれしい。


    　とりあえず、預かり物には責任を持たなければならない。俺は妹あてのチョコレートを、教室の後ろの個人ロッカーに入れた。校内でも「日向ひゆうがさんに渡してください！」とチョコレートを預かることがちょこちょこあったので、面倒だからまとめて家に持って帰って家で渡そうと思っていたのだ。


    　そして、昼休みはいつものように屋上に上がった。すると凛りん世ぜは弁当箱が入った袋を手に、ぷーっとほっぺたをふくらませて待ち構えていた。


    「あ、あれ……？　ひょっとして、もしかして、怒ってるのか？」


    「正解、怒ってるわよ」


    　凛世は腰に手を当てて、怒り混じりのため息をひとつついた。屋上で凛世が怒って待ち構えているなんて、はじめて出会ったときのことを思い出して懐かしい。あのときは弁当箱じゃなくて、雨の日だったので傘かさを持っていたんだっけ。


    　いや、のん気に懐かしがっている場合ではない。凛世がぷんすかしているというのは、俺にとって死活問題に直結している可能性があるからだ。


    「なんで怒ってるんだ？　ゆうべはちゃんと電話したし、そのときは機嫌よかっただろ」


    　俺が尋ねると、凛世は真っ赤な顔で、すねたように横を向いた。


    「……こんなこと言うと、独占欲が強い、重い、って思われそうだからあまり言いたくはないんだけど……兄あに貴きさん、何人かの女子にチョコもらってたでしょう」


    「えっ？　見てたのか？」


    　俺は驚いた。だって、俺は今日凛世にまだ会っていないのである。


    「……わたしも、チョコを渡しに行ったのよ。そうしたら、兄貴さんが他の女の子からチョコをもらってたから、渡さずに教室に戻ったの」


    　ひょっとしなくても、妹あての友チョコのことを誤解しているようだ。


    「チョコをもらうのはいいのよ、兄貴さんがモテることにとやかく言う権利は無いし」


    「いやいやちょっと待て、話の前提がおかしい。俺がモテるわけがあるまい」


    「でも、受け取るなんて！　わたしがいるのに、他の女の子からチョコをもらうなんて……だけど、わたしが好きになるぐらいすてきな兄貴さんなんだからモテても当たり前だし、わたしが好きになるぐらい優しい兄貴さんだから断って相手を傷つけたりするわけもないし、じゃあ焼きもちを焼いてるわたしの心が狭いだけだってわかってるんだけど、こんな焼きもち焼きの女の子は重いってわかってるけど……」


    　何だこれは、恥ずかしくて照れくさくて死にそうなんだが、褒ほめ殺しというやつか？


    「待てよ！　凛りん世ぜは俺を過大評価している、あるいは自分を過小評価している。こんな顔の各パーツが小さい地味顔の男、平安時代でしかモテるわけがない。そして凛世よりかわいい女の子がいるわけもない。あれは妹に渡してくれって言われて預かったやつだ！」


    　ちょっと恥ずかしいことを口走った気がするが、正直に言わずに凛世を不安にさせるぐらいなら、俺が恥ずかしいほうがいい。そう思って言うと、凛世はきょとんとして、


    「えっ？　それってつまり、兄あに貴きさんがもらったチョコは今日きよう子こあてだったってこと？」


    　よかった、「凛世よりかわいい女の子が」という恥ずかしい部分じゃなく、そっちに食いついてくれた。そこを追及されたら恥ずか死にそうになるところだった、セーフセーフ。


    「そうだ、全部妹あてだ」


    「なるほど、さすが今日子。中学のときもチョコ、紙袋三つ分ぐらいになってたわ」


    「うん、すごかったな。俺も分けてもらった記憶がある」


    「でも、よかった。兄貴さんへのチョコじゃなかったのね、焼きもち焼いてバカみたい」


    「あ、正確に言うと緋ひ影かげと小こ麦むぎにはもらった。俺には友チョコで、妹には本命チョコ」


    「友チョコなら別に……って、今日子に本命チョコ？　小麦、何か入れてなかった？」


    　凛世は眉まゆをひそめて詰問した。さすが鋭い、行動パターンをよくわかってらっしゃる。


    「ジャムに見せかけたピンクタマホコリカビが入ってたから、没収したが……」


    「やっぱり！　まったく油断ならないんだから！　ホワイトデーには男子からも大量にプレゼントが来そうだし、今日子に悪い虫がつかないようますます注意しないと……」


    　凛世の心配は、俺のチョコから今日子の貞操にうつったようである。凛世がつくづく心配性なのは、気をつかう部分もあるけれど、それだけ愛されてるんだなあとくすぐったくもある。


    「……ん？　わたし今、チョコが今日子あてだったっていう事実に安あん[image: ]どするのと、今日子を守らなくちゃという危機感のあまり、大事なことを聞き逃していたような気がするわ」


    　突然、凛世が真顔になった。ぎくっ。


    「べ、別に何も聞き逃してなかったと思うが？　リスニング正解率一〇〇％って感じ？」


    「……凛世よりかわいい女の子がいるわけもない、って……兄貴さんが言ったような」


    　凛世は、今ひとつ確信が持てない様子で、うかがように俺の目を見つめる。うまく逃げ切れたと思っていたが、甘かった……でも、凛世に噓うそをつくのも嫌いやなので俺は正直に、


    「……い、言いましたが？　それが何か？」


    　いかん、声が震ふるえた。すると凛世は明らかに動揺して、まんまるに開いた目をぱちぱちっとまばたきさせ、それから湯気が出そうなほど真っ赤になって、両手で顔を押さえた。


    「もうっ……兄貴さんのバカ！」


    　凛世があまりにも恥ずかしがるので、俺までつられて恥ずかしくて死にそうになった。凛世は落ち着くまでしばらく顔を押さえていたが、やがて、すーはーと深呼吸した。


    「……よし、大丈夫。落ち着いたわ」


    　凛りん世ぜは胸に手を置いてもう一度息を吐くと、弁当箱が入っている手提げ袋の中から、包装紙とリボンに包まれた大きな箱を取りだした。


    「凛世、それはもしかして……」


    「そう、チョコレート。わたしがきのう、ばあやに教えてもらって作ったの！」


    　凛世は俺の胸に、その箱をぽふんと押しつけた。


    「すごい、手作りなんだ」


    「そうよ。カカオの実が硬くて、割るのにとっても苦労したのよ」


    「ふつう、その段階から手作りするかっ？　そして、カカオの実って硬いんだ？」


    「ばあやのバレンタインチョコは、本格的すぎてハードモードなのよ。『市販のチョコレートを溶かして固め直しただけのものを料理とは呼ばない、アイスを買ってきて溶かしてもう一度凍らせてアイスを作ったと言うのと同じでしょう』って言って……。でも、苦労したぶん気持ちがこもるからがんばりなさいって……」


    「うん、こもってるとも！　思いっきり気持ちがこもってるから、思いっきりうれしい。俺のためにがんばってくれたんだな、ほんとにありがとう、大事にいただくよ」


    　俺は心からそう言った。緋ひ影かげや小こ麦むぎからもらった人生はじめての（家族以外からの）バレンタインチョコもうれしかったけれど、凛世からもらったチョコのうれしさはその比ではなかったので、俺はやっぱり凛世のことがすごく好きみたいだ。


    　だが凛世は、俺の胸にチョコを押しつける手を放さなかった。そのままじっとしていた。


    「……あの、そろそろチョコを離さないと、せっかくのチョコが溶けてしまうのでは？」


    「……ス、しない？」


    「え？」


    　よく聞き取れなくて俺が聞き返すと、凛世は真っ赤に燃えるような顔を上げた。


    「だ、だからっ……バレンタインに女子がチョコを渡して男子が受け取って、気持ちも受け取ったっていうことは、二人が相そう思し相そう愛あいになったっていう理屈でしょう？　だとしたら、相思相愛の男女は当然、愛を確認するわよね、だから……を……しないのか、と」


    　凛世は意を決したように真剣な目で俺を見上げた。そのまま黙っているので、何かなと思って待っていたら、赤くなって、半分怒って半分困った様子で、


    「だ、だから……相思相愛の男女は……キスを……すべきかとっ！」


    　最後のほうは、ジェットコースターに乗っているときみたいに目をぎゅっと閉じて、一気に言い放った。


    「キっ……！」


    　俺は硬直してしまった。お付き合いにもやっと慣れたばかりなのに、キスだなんて、いきなり恋愛上級者向けのミッションである。唇をくっつけるだけというシンプルな行動であるが、そこに至る覚悟は並大抵のものではなく、緊張しまくってしまう。


    　いや、ひょっとすると凛りん世ぜとキスをするのははじめてではない、のかもしれないのだ、定かではないが。凛世の駆け落ちに付き合ったとき、すべて解決してテーマパークのホテルで休んでいたとき、俺の唇の上を何かがかすめたような気がする。勘違いでなければ、あれは凛世の唇だったように思う。


    　でも、たとえそれが一回目でこれが二回目だからといって、緊張しないわけがない。とくにあのときのような凛世から来る不意打ちではなく、凛世はぎゅっと目をつぶって俺のキスを待っている状態では、俺が動かなければ何も進まない。それはちょうど、自分の足で歩かないといけないタイプのお化け屋敷と、乗り物に乗って勝手に周回してくれるタイプのお化け屋敷の難易度の違いに近いかもしれない。


    　キス待ち状態の凛世を前に、俺は迷った。もちろん緊張していたのが大きいが、同時に強い罪悪感が俺の心を、不ふ動どう明みよう王おうの羂けん索さくのように固く縛りつけていたからだ。


    　なぜなら俺は、妹のチョコのことでまだ動揺している。というか、ずっと妹のことでモヤモヤしている。もちろん俺は凛世のことが好きだが、妹のことも好きなんじゃないかという疑念が、まだ払ふつ拭しよくできずにいる。


    　妹に本命の彼氏ができたなら、俺が必死に座禅を組んでそんな煩ぼん悩のうと戦わなくても、あきらめがつくはずである。だから、歓迎すべきなのである。なのに、俺はかえってそのことが気になっている。そんな気持ちで、凛世にキスのような重大なことをする資格なんて、今の俺には無い。自分が好きな相手に、そんな失礼で不誠実なことはできない。


    「……ごめん、凛世。凛世のことは大好きだけど、キスはまた日をあらためてでいいだろうか？　今の俺には、まだ心の準備ができてないんだ」


    　正直にそう打ち明けると、凛世はぱちっと目を開いた。がっかりされるか残念がられるか、あるいは怒られるのも覚悟していたんだが、意外にも凛世は胸に手を置いて、


    「……よ、よかった。実は、勢いでああ言ったものの、わたしにも心の準備ができてなくて……言っちゃったどうしよう、って内心焦あせっていたのよ。キスって女の子にとって大事だから、勢いに任せてやっちゃうんじゃなくて、しかるべき場所と雰囲気で、いつまでも幸せな思い出として残るような最高のキスにしたいって、いつも思っていたから……」


    　凛世はそう言うと、甘えるように俺の胸に、コツンとおでこを当てた。


    「ありがとう、兄あに貴きさん。わたしが焦ってるの、気づいてくれてたのね」


    「あ、いや……」


    　当然、俺にそんな余裕など皆無であった。というか、凛世がぎゅっと目を閉じていたのは、ほんとにジェットコースターにうっかり乗ってしまったみたいに焦っていたのか。結果論だが、凛世に無理をさせずにすむことになって、よかったと思った。


    　その後俺たちは、いつもどおり二人並んで、寒い中で弁当を食べた。凛世がさっきまでの硬い表情から、柔らかく安心しきった表情に変わって、氷点下近い寒さだというのに、俺に心を許してくれていると、ほこほこと胸の奥から温かさがわき上がってくる。弁当も今日はバレンタイン仕様で、ハート形に抜かれたピンクのハムがごはんの上にいっぱい散らされたラブラブ弁当だ。にんじんなども全部ハートに抜かれていて、あまりにも壮観で俺はしばし無言になってしまった。すると凛りん世ぜは恥ずかしそうに、肩をすぼめて小さくなった。


    「ご、ごめんなさい……作ってるうちに、気合いが入り過ぎちゃって……これはもう痛弁の領域に足を突っ込んじゃってるわよね。ドン引きしちゃうわよね」


    「そ、そういうんじゃなくて、俺みたいな地味で平凡な奴をこんなに全力で好きになってくれて、ありがたいというかもったいないというか、凛世は俺にはもったいなすぎると思っただけで……」


    「もったいなくないわよ、わたしが兄あに貴きさんのことを好きなんだからそれでいいの！」


    「う、うん、ありがとう」


    　なぜ凛世が怒るのかは[image: ]なぞだが、つくづく、俺なんかにはもったいないほど幸せだ。


    　やっぱり俺は凛世のことが好きだ。大切にしたい、と心からそう思った。


    



    　付き合いはじめてから俺は、凛世の部活が無いときは駅までいっしょに帰っている。その日は、水球部の女子も全員バレンタインチョコを渡しに行くだの、すでに彼氏がいる女子はバレンタインデートだの、予定が詰まっている娘こが多いので臨時休部だった。


    　休部にするほどみんなバレンタインの予定があるなんて、最近の高校生は進んどるなあ……などと、例年の俺ならば自分も高校生のくせに、まるで雲の上から下界をのぞくお釈しや[image: ]か様のように自分とは別世界のものとして見下ろしていただろう。でも、今年は俺も進んだ高校生の仲間入りである。俺の隣には、彼女がいる……凛世がいる。


    「兄貴さん、それすごいわね。少し持ってあげましょうか？」


    　凛世が、大量の紙袋を両手に持った俺を気づかって、声をかけた。


    「いや、大丈夫。仏像愛好会の俺よりも水球部の凛世のほうが握力が強いのではないかという予感もちょっぴりするが、女子に荷物は持たせられない」


    「遠慮しなくていいのに。それに、わたしのチョコが一番重そうだし……」


    　凛世は心配しながら、俺の後をついてくる。横に並んで歩かないのは、両手の紙袋のせいで俺の横幅が歩道いっぱいに広がっているからである。


    　駅に着く少し前に、見たことのある女の子が立っていた。寒い中、胸に大事そうに小さな箱を抱えて、ぴゅうぴゅう吹きつける向かい風をものともせず、まるで決戦にのぞむ戦国武将のような、意思の強そうな瞳ですっくと立っている。頰ほおが少し赤いのは寒風のせいだろうか、それとも……？


    　短いスカートをものともせず、美少女がチョコを抱えて夕方の暗い空の下で立つ姿はこのバレンタインの日にあまりにも絵になりすぎて、行き交う人々は思わず振り返って二度見する。「あんなかわいい女の子にチョコをもらうなんてどこの幸せ者だろう死ねばいいのに」とか、「あんなかわいい女の子を寒空の下で待たせるなんてどこの幸せ者だろう死ねばいいのに」などという聞きなれた呪じゆ詛その声が、あちこちから聞こえてきている。


    　その美少女というのは、言うまでもなく、うちの妹だった。その胸に抱えている箱のリボンや包装紙は、今朝小こ麦むぎが俺にくれたのと同じものだ……すなわち、朝から家庭科室で作った手作りチョコということである。


    　だれにあげるんだろう？　だれを待ってるんだろう？　胸がひどくざわざわした。このままどこかに隠れてだれが来るのか見てみたい……でも、凛りん世ぜがいっしょだからそれはできないし、何より盗み見なんていう浅ましいことは悟りの道を目指す身として、してはならないことだ。でも、妹と顔を合わせれば何か話さざるを得ないだろうし、そうしたら当然「ここで何をしてるんだ」っていう話になる。どんな男を待っているのか、そんな話を聞くにはまだ少し、兄として俺は心の準備ができていない。覚悟も勇気も、まだ準備不足だ。なので、妹に気づかなかったふりをして角を曲がって、駅の別の入り口から入ろうか、いつもの入り口と違うところから入る言い訳を凛世にどう言おう、などとぐるぐる考えていたのだが、


    「あれっ？　兄あに貴きさん、あそこにいるの今日きよう子こじゃない？」


    　あっさり凛世に見つかってしまった。天てん網もう恢かい々かい疎そにして漏らさず、俺の些さ細さいなたくらみなど、すべてお釈しや[image: ]か様の手のひらの上で七しち転てん八ばつ倒とうしているだけにすぎないのか……と、俺は孫そん悟ご空くうの心境で痛感した。そして俺にとまどう間も与えず、凛世は俺を追いぬいて、妹のほうにタタタッと走っていく。俺は両手に荷物を持っているので、そんなに身軽には動けない……いや、重い荷物で動けなくなっているのはむしろ、足よりも心なのだが。


    「あっ、凛世、兄あにっち、今帰り？」


    　妹も俺たちに気づいた。ああ、こういうとき俺はどういう顔をして妹と話せばいいんだ。心の中で脂汗がダラダラと、ガマの油みたいに流れる。俺のそんな心の底の泥沼など何も知らない凛世は、妹が手に持っている包みを興味深そうに眺めた。


    「ひょっとして、これが家庭科室でみんなが作ってたやつ？」


    「うん。作ったっていっても、チョコレートを溶かして型に入れて固めなおして、上からナッツを飾っただけだけど……あっ、もちろん凛世の分も作ってあるからね」


    「わたしも、今日子の分も作ってるわよ。今日ぜったいたくさんもらってるだろうから、荷物にならないように明日渡すつもりで、部室に置いてあるけれど……」


    「うん、あたしも今日もらった友チョコといっしょに、凛世の分は部室に置いてきた。いっぱいあるから、明日、部活のあとでみんなでいっしょに食べようと思って」


    　妹は明るく笑って答えた。凛世の分は置いてきた……ということは、やはりだれかにチョコを渡す予定でここで待っていたのか。いったいだれにだ？　心にモヤリと泥でい濘ねいがよどむ。俺は嫉しつ妬としているのか？　実の妹の相手に？　凛世がいっしょにいるというのに？　自分の不誠実さや悟りに至れない未熟さに、心の底によどんだヘドロのような迷いは、ますます強くなる。迷いは、曼まん荼だ羅らよりも複雑にぐるぐる回る。


    「わたしの分が部室ってことは、そのチョコはだれに？」


    　凛りん世ぜの質問を聞いて、俺の心はドキンと跳ね上がる。それが俺の一番聞きたいことであり、一番聞くのが怖いことだったからだ。


    　妹は胸にチョコを抱いたまま、不思議そうな顔で凛世を見て、それから、笑った。


    「何言ってんの、あたしが一番好きな人は決まってるじゃん」


    　俺の心の中に、脂汗がダラダラと流れる。聞きたくない、聞きたいけど聞きたくない。


    　逃げたくなって俺は背中を向けた。その後頭部に、チョコの箱の角がゴツンと直撃した。


    「はい、兄あにっち。ハッピーバレンタイン♪」


    「えっ……？」


    　箱の角の痛みと、妹のその言葉に、ぐるぐる回っていた俺の迷いは、一気に晴れた。


    　……俺へのチョコレートだったのか？


    　いや、だがその事実は、俺に新たな迷いをもたらした。朝早起きして作った手作りチョコレートは、俺のためのものだったのか？　実の兄妹なんだし俺には凛世がいるんだからこんな迷いは断ち切らなくちゃいけないと思ってる矢先に、この悪魔マーラは何という心を乱す攻撃を繰り出してくるのか。俺にチョコなんて、勘違いしてしまうじゃないか。


    「兄あに貴きさんに渡すんだったの？　ならこんな寒いところで待ってなくても、学校でも家でも渡せばよかったのに」


    　凛世は不思議そうに尋ねた。一いち言ごん一いつ句く、完全同意である。すると妹はにへっと笑って、


    「だって、いくら『兄チョコ』でも、兄っちの彼女は凛世なんだから学校では何となく渡しにくいし、家で渡すまでは待ち切れないし……だからここで待ってたんだ」


    「兄チョコ？」


    　俺は思わず、聞き返した。妹は迷い無く、大きくうなずいた。


    「友達同士で友チョコって送るでしょ？　あれの、兄版。ちなみに父チョコもあります」


    　妹が学生カバンからもうひとつ、同じ箱を取り出した。


    「そ、そうか……兄チョコ、か……」


    　正直、微妙に残念な気持ちもあったけれども、でもその言葉が俺の迷いに踏ん切りをつけてくれた。俺一人があれこれ迷走していたけれど、妹の「兄っち大好き」は、本命チョコ的な意味ではなく兄チョコ的な意味での「兄っち大好き」なのだと、これではっきりした。だから俺も、妹をかわいいと思っても、それは妹としてかわいいと思っているだけなのだ、と自分の気持ちにはっきり区切りがついたのだ。


    「……うん。今日きよう子こ、兄チョコ、ありがとうな」


    　俺は妹からチョコを受け取った。すると、妹はぺろりと舌を出す。


    「えへへ、溶かすのが難しくていろいろチョコの成分が分離してたりするけど、原材料はおいしいものばっかりだから、たぶんおいしいと思うよ☆」


    「それはひょっとして、失敗したってことか？」


    「言っとくけど、いっぺん受け取ったら返品不可でーす」


    　成分が分離って、この箱の中がどんな恐ろしい状況になっているのか戦せん慄りつが走る。それから、ああいつもの妹だなと思って、おかげで俺もいつもの俺に戻ることができた。


    「ねえねえ、せっかく凛りん世ぜもいっしょなんだから何か食べて行かない？　あたし、ずっと待ってて寒くておなかすいちゃった」


    「それはいいけど、夕飯前でしょ」


    「えー夕ごはんは別腹だよー」


    　すごいな別腹。何を食べるか語り合いながら歩きはじめる仲のいい二人について歩きながら、何となく迷っていた俺の心が平常運転に戻って、すっきりと爽さわやかな気分だった。俺の心の底の泥沼の中から、蓮れん華げの花が美しく開いたように感じた。


    



    　俺と凛世と妹の関係は、これまでそうであったように、それからもずっと同じように続いていった。変化があったといえば、俺が三年生になって、受験勉強で忙しくなったぐらいだ。予備校にも行くようになったので、土日は授業だの模試だので、凛世と会えないことが増えた。今まで休日といえば俺を引っぱりまわしていた妹にも付き合えなくなった。というわけで、妹と凛世の二人で遊びに行くことが増えたようだ。


    　会えないぶん、凛世は俺にこまめに電話をかけてきてくれた。もちろん俺も凛世に電話した。凛世とどこに遊びに行ったとか、電話では俺に遠慮して言えない凛世の本音（今度の日曜日は水球の試合だから兄あに貴きさんにほんとは観に来てほしいな、とかの）は、妹が俺に伝えてくれた。だから俺も、あまり会えないぶん、できるときは凛世を最優先にした。


    　俺の成績は悪くはないんだが、俺が第一志望としている奈良の明あ日す香か大学文学部は、古代の歴史や考古学をやりたいという人間が日本中から集まってくるので、非常に狭き門である。しかも、テレビドラマ大好きなるかにゃんからの情報として比ひ叡えいが教えてくれたんだが、秋ぐらいに、今すごく人気のある「ほるもん！」とかいう考古学発掘漫画がドラマになるらしい。特殊な職業がドラマで脚光を浴びると、一気にニワカ志望者が増えて大学が狭き門となってしまい、受験生には恐れられているのである。


    　なので、俺もニワカ志望者にうっかり負けないよう、思いっきり余裕で合格できるぐらいまで学力を上げていかないといけない。妹が一歳差だから、浪人したら来年の受験が同時になってしまうので、ふつうのサラリーマン家庭の我が家では、二人分の予備校代とか受験料とかもろもろ大変だと思うので、絶対に現役で合格したいという思いもある。


    　そんなこんなでプレッシャーは大きかったけれど、疲れたとき、ときどき凛世から電話がかかってくるので少し話すと、一気に疲れが消えていった。


    「兄あに貴きさんなら大丈夫よ。でも、わたしは兄貴さんと同学年になったら同じ授業を受けられるから、浪人したらしたでうれしいけれどね」


    　凛りん世ぜが俺にがんばれと言わない気づかいが、うれしかった。キツいほど限界までがんばってる人間に、第三者ががんばれと言うのは励ましにも応援にもならないことを、水球部でがんばってる凛世はよくわかってるんだろう。そして、ツンゴラした態度に隠れてわかりにくいけれども、やっぱりこうしてさりげなく当たり前に人を気づかえる凛世は、ほんとに優しい。妹が俺に気も何もつかわずにものすごく相変わらずなのも、それはそれで、へたに受験を意識させられるとプレッシャーになるから、気持ち的に助かった。


    　そして三月のはじめ、卒業式がやってきた。公立大学の受験は卒業式の後になるので、卒業式といっても何を卒業するのだろう状態で落ちつかない。私立大学専願で、もう行く大学が決定している生徒たちは思いっきり感動して盛り上がっているけれど、公立大学志望者たちは来たるべき受験に緊張して青ざめている。卒業式の間、ずっと単語帳をめくっている姿も珍しくない。というか、そもそも受験前で時間がないとか、わざわざ人混みに来て風邪をもらいたくないという理由で、欠席する生徒も多い。


    　比ひ叡えいと高たか野のも公立大学の受験がまだこれから控えているし、俺たち三人はほんとに、何が卒業なのかわからないような状態だった。卒業式の後で打ち上げに行く参加のプリントが回ってきたけれど、俺たちの打ち上げは受験が終わった三月後半になるだろうか、でもそのころにはもう大学入学の準備で追われているから打ち上げどころじゃない。卒業式が何かの区切りではなく、あたふたとした忙しい日々の生活をより忙しくするだけの一コマでしか無くて、俺はいまいち感慨を抱くことができなかった。


    　式が終わって講堂を出ると、部活をやっていた奴らは、後輩から花をもらったりして盛り上がっていた。後輩が卒業生を胴上げする姿も、あちこちで見られた。俺たちの仏像愛好会は俺たち三人の卒業で終わってしまうけれど、無事に三人とも第一志望の大学に合格できればまた近畿で三人で会えるから、


    「受験、がんばろうな！」


    「がんばろうですな～！」


    「がんばろうでありますな～！」


    　と、三人でガシッと握手した。


    　まだ受験が残っている卒業生は後輩との記念写真撮影もそこそこに、家路を急ぎはじめていた。俺も帰ろうか……と校門のほうへ歩きはじめたとき、背後からぱたぱたぱたっと、せわしげな足音が聞こえてきた。


    「よかった～、まだ学校にいたですぅ～！」


    「おーい兄あにっち、ストップー！」


    「兄あに貴きさん、ちょっと待ってー！」


    　今まさに校門を出ようとしていた俺のところに走ってきたのは、小こ麦むぎと妹と凛りん世ぜだった。三人ともきちんと制服を着ているので、卒業式で何か係をやっていたようだ。


    「お疲れさまだな、何の係だったんだ？」


    「来らい賓ひんにお茶を出す係ですぅ、来賓が全員帰るまで解散できなかったので……はふぅ」


    　小麦が胸に手を置いて、何度も何度も深呼吸する。よっぽど急いで走ってきたようだ。


    「兄貴さんが帰る前に間に合ってよかったわ」


    　凛世も言った。ところで、二年生になってもまだ妹と凛世の二人が三高ナンバーワンの美少女の座を争っていることには変わりがないし、小麦も永遠のナンバーツーの座に変更は無い。変わったといえば、妹が晴れて「先輩」という立場になったので、一年生の女子の間に「日向ひゆうが今日きよう子こを愛でる白百合乙女の会」とはまた別の勢力「今日子お姉ねえ様を敬愛する妹会」ができたぐらいだ（こちらも妹には秘密裡りに活動しているらしい）。ついでに水球部の新入部員希望が男女合わせて百名を超え、顧問の先生が調整で大変だったらしい。


    　なので、その三人が俺のところに走ってくれば当然、周囲からは殺意の熱視線が注がれまくることとなる。もう慣れているけれども。


    「間に合うって、何か用か？　卒業記念の紅白饅まん頭じゆうなら、ちゃんともらってるぞ」


    「そうじゃなくて、兄あにっちが卒業したら寂しくなるねって」


    「寂しくも何も、家で毎日顔を合わせるだろ」


    「でも学校で会える兄っちは、別腹だもん」


    「そう。わたしたちにいっぱい思い出を作ってくれた、この制服を着た兄貴さんはもう明日から見られないから……」


    　凛世はそう言って、俺のブレザーの上から一番上のボタンをプチッとちぎった。


    「うわっ、いきなり人の服を破壊するなよ！」


    「破壊じゃないわよ、思い出にボタンをもらっただけ！　ウチの制服の第一ボタンは一番心臓に近い場所にあるから、兄貴さんの三年間のハートがこもってるでしょ」


    「では小麦は古典的に、いわゆる『第二ボタン』というやつをいただくですぅ～。一応身を引いたとはいえ、お兄にい様を好きになった思い出は、男嫌いの小麦にとってこれから先、きっと人生のいろんな場面でよい経験となると思うですぅ～」


    　プチッ、と小麦が俺の二番目のボタンをちぎった。おいおい、イチゴ狩りでイチゴを収穫してるんじゃないぞ？


    「やめんかっ、ボタンを二つも取られたらさすがに前が開いてカッコ悪いだろうが！」


    「そんなクレームを想定して、安全ピンを持ってきたんだもんねー♪」


    　妹がすごいドヤ顔で安全ピンを出して、ボタンが無くなった俺の制服の前をピンでとめた。無駄にソツが無いなあ、と俺は呆あきれてしまう。妹は俺の制服をピンでとめながら、俺の目をスッと見上げて、にこっと笑った。


    「卒業おめでとう、兄あにっち」


    　卒業式の間はずっと、受験前のせわしなさで卒業の実感が無かった俺だったが、その言葉で「ああ、ほんとに俺は卒業なんだな」とはじめて自覚した。もう、妹といっしょに登校して不特定多数の人間に死を願われることもない。妹の側そばにいつもいるじゃま者だと目の仇かたきにされることもない。女子モテな妹のせいで巻き込まれた、数々の受難な日々からも、これで卒業なのだ。それはホッとする反面、寂しくもあった。


    　受難な日々はたしかに受難で、いろいろ大変なことも多かったが、変化に富んでいてにぎやかで楽しかった。お釈しや[image: ]か様は人間が生まれながらにして持つ生せい病びよう老ろう死しの「四苦」から解げ脱だつするため、修行を積んで仏教の思想に至った。でも、生きることも苦しみであるということは、逆に言えば、苦しいことも生きることの一部分と言えるのではないだろうか。死んでしまえば痛みも苦しみも無くなってしまうのだから、煩ぼん悩のうと迷いの苦しみに満ちた受難の日々こそ、俺が生きた青春そのものだと言えるのかもしれない。


    「ありがとう、今日きよう子こ」


    　俺は今日、卒業する。妹と、妹をめぐる受難の日々から。けれども、その受難の日々が俺に残してくれたものも、たくさんある。


    「とはいっても兄あに貴きさんは、まだまだ受験で忙しいでしょうけど。わたしもすぐに追いかけるから、一年待ってなさいよね」

  


  [image: ]


  
    　凛りん世ぜは、口では気丈なことを言いながらも、涙がこらえきれなくなった様子で、俺の胸に飛びこんできた。あまりにも勢いがよくて俺は倒れそうになったけれども、水球部の瞬発力で飛びこんでこられるのには慣れているので、ぐっとこらえて凛世を支えた。


    　凛世は俺の胸の中で泣きじゃくっている。受難の日々が俺にくれた、最高の宝物だ。妹はどうして凛世が突然泣きだしたのかびっくりしておろおろし、小こ麦むぎはものすごく死んだ目で「チッ、リア充爆発するですぅ」とつぶやいた。


    　さらば、俺の受難の日々よ……そしてありがとう、きらめくように俺の青春を駆け抜けた受難の日々よ。
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    終章　大学生になった俺の受難とバラ色の未来の件


    



    　卒業式が終わって、二か月が過ぎた。


    　季節は五月。ジューン・ブライド……六月の花嫁には、まだ少し早い。


    　この二か月は、俺の人生最大級に忙しくて大変で、急転直下な二か月だった。


    　まず、三月には本命の、奈良の明あ日す香か大学文学部の入試があった。明日香大学は、飛鳥あすか歴史公園の近くにあって、キャンパスの屋上から有名な石舞台やキトラ古墳が見えるという、なんとも素晴らしい絶景の地である。


    　とはいえ、その素晴らしい歴史的景観を楽しめるようになったのは、ほんのここ最近のことだ。合格してからの一か月は、むしろ受験勉強をしていたころよりも修羅場だった。


    　あれは三月半ば、郵便で合格通知が届いた日、我が家ではささやかなパーティーをした。


    「兄あにっち、合格おめでとー！」


    　妹が満面の笑みで、クラッカーを鳴らした。テーブルの上には、ろうそくを立てたケーキ、チキン、ちらし寿司。パーティー慣れしていない日本人が、合格発表というテンプレート不在のパーティーを行おうとした結果、迷走しまくって雑多なイベントの寄せ集めになった感が否いなめない。ケーキの上には合格おめでとうのチョコプレートが飾ってあった。なんかシュールだ。母親も、ニコニコして言った。


    「おめでとう。これで、あっくんも晴れて大学生ね」


    「ありがとう。晴れて大学生になった息子に、そろそろあっくん呼ばわりはやめようか」


    　俺は、何度言っても聞き入れられないその言葉を、不屈の精神で母親に訴えた。


    　父親も珍しく仕事を早く切り上げて、帰ってきてくれた。


    「明あ日す太た。晴れて大学生になるためには、合格してからが本当の修羅場だぞ。明日朝イチに新幹線に乗って、アパートを探しに行かないとな」


    「明日朝イチ？」


    　俺は思わず、聞きなおしてしまった。父親はうなずいた。


    「そうだ。早くしないと、駅や大学から近い、いい物件が無くなるぞ」


    「そうかもしれないけど、いくら何でも今日合格通知をもらって、もう明日出発って気が早くないか？　比ひ叡えいと高たか野のの結果も聞いて、たぶんあの二人なら確実に合格するだろうから、三人で打ち上げがてら精進料理でも食べに行こうと思ってたのに」


    「ハジけてるのかハジけてないのか、よくわからん打ち上げだな」


    「それに、高校の担任にもお礼かたがた報告に行きたいし……」


    　俺がぐずぐず言ってると、妹がてんこもりのちらし寿司をパクつきながら口を挟んだ。


    「そうだよ、お礼は大事だよ、仰あおげば尊とうとし和菓子の恩って言うじゃない。ちなみにあたしはこしあん派」


    「おまえは話に混じるな、ややこしくなる」


    　俺がぷすりと釘を刺すと、妹はぷーっとふくれた。相変わらず、ハコフグに似ている。


    「報告はハガキでも送って、お礼は後日あらためてゆっくりしたときでいいだろ。この時期は新入生だけじゃなく、転勤のサラリーマンも部屋探しをするから、競争率高いぞ」


    　父親に言われて、俺はハッとした。そう、俺は一人暮らしを始めるのだ。アパートが見つからなかったよう、と家に帰ってまた明日出直し、というわけにはいかないのだ。ずっと実家で暮らしていて、自分の考えが甘かったことを痛感した。俺はこれから、誰にも頼らず自分だけの力で、自分が住む場所を探しに行かなければならないのだ。


    　ということで、俺は次の日、始発の新幹線で奈良へ向かったのだった。


    



    　奈良には新幹線が停とまらないので、京都から私鉄特急に乗りかえる。奈良駅のまわりには、東とう大だい寺じや正しよう倉そう院いんのある奈良公園とか、平へい城じよう京きよう跡など、仏教伝来の時代の遺跡がひしめいている。寺めぐりをしたくて仕方がないが、飛鳥あすかは奈良よりもっと南にあるので、じっとがまんの子でそのまま特急に乗りつづけた。


    　そしてやってきた飛鳥は、天あめの香か久ぐ山やまが見そなわす、日本最初の都（藤ふじ原わら京きよう）があった場所。駅を出ると、空の広さに圧倒された。低い屋根の建物が豊かな緑に包まれて、駅前にバスがいなければ、古代にタイムスリップしたかと思う。空気が澄みきっているので、太陽の光が強く、地平線を囲む山並みも、むら雲が荒々しく吹き過ぎる空も、何もかもが青い。小さな川沿いに広い道があって、そのまま川に沿って歩いていくと、左手に大きな森が見えてくる。それが、飛鳥歴史公園だ。


    　公園に入ると今はただ広大な緑の草原の中、巨石を積み上げた石舞台や宮殿の柱跡など、古代の遺跡が静かに風に吹かれている。悠久なる万葉の時代の空気に浸りながらも、とりあえず俺は今夜寝るための部屋を見つけなければならないのだ。


    　部屋探しをどうするかは、父親が教えてくれた。まず大学の学生課に行って、周辺のおすすめ物件を教えてもらうよう言われた。それで行ってみると、近場の合格者はきのうのうちに学生課に来て物件を探したらしく、すでに半分ぐらい売約済になっていた。


    『みんな早いなー、のんびりしてたら路頭に迷うところだった。父さんありがとう』


    　俺は父親に感謝しながら、スマホを取り出し、目ぼしい物件のある不動産屋に電話を入れた。そう、高校時代を通じて携帯を持っていなかった俺だったが、大学受験のときに必要だろうということで、ついにスマホを手にしたのである。


    　電話してしばらくすると、不動産屋が車で迎えにきてくれた。で、住宅地を回って、いくつかアパートの部屋を見せてくれた。しかし、やはりよい物件はすでに借り手がついていて、その日はこれといった物件が無かったので、また次の日、別の不動産屋に問い合わせることにした。寺めぐりで外泊には慣れているから、気に入った部屋が見つかるまでユースホステルに泊まって、じっくり探そうと思った。地味だ何だとバカにされていた趣味だったが、どんなことでも経験しておけば何かの役に立つもんだ、と俺は実感した。


    　で、次の日、気に入った部屋が無事見つかったのだった。


    



    　三月はそんな感じで、新天地ではじめての体験ばかり、毎日が必死でまたたく間に過ぎていった。そして四月、俺は無事に入学式もすませて、晴れて大学一年生をやっている。


    　アパートは、明あ日す香か大学のキャンパスから自転車で十五分ぐらいの住宅地の中にある。大学は山の上にあるので少し遠いが、コンビニもあるし個人商店もあるので、買い物に便利である。はじめての一人暮らしで、食事はどうしようと心配していたが、学校が始まってしまえば、朝と昼は学食で栄養バランスのよい食事をしっかり食べ、夜はカップラーメンを食べるので、調理器具は電気ポットひとつあれば十分だ。


    　なので食事には困らなかったが、意外に困ったのは服のことだった。中学・高校と制服で過ごしていたので、俺はあまり服を持っていない。たまに妹に引っぱられて無理やり外出させられるとき、いつも妹が俺の服のことを、


    「もー兄あにっち、その服いったい何年着てるの？　ダメージジーンズとほんとのボロは違うんだよ？　せっかくかわいい妹とデートなんだから、新しい服ぐらい買ったらどう？」


    　と小生意気に批判したので、俺は逆に意地になって、死んでも新しい服なんか買うもんかと思っていた。しかし、私服だと毎日違う服を着ていかなくてはならないので、すぐにローテーションが尽きる。妹の言うことを聞いておけばよかった、と後悔しきりであった。


    『いや……なんでここで妹のことを思いだすんだ？　そばにいたときは、あんなに鬱うつ陶とうしいと思ってたのに？　そんなはずはない、離れてみると妹が恋しいなんてありえない！』


    　朝から晩まで俺にひっつき回っていた妹がいない生活というのは、認めたくないものだが、正直最初のうちは少し慣れなかった。四畳半の狭い部屋すら、ガランと広く見えたものだった（後で知ったが、関西の畳は関東のよりも大きいらしく、ゆえに同じ四畳半でも関西のほうが広いので、広く見えたのは俺が寂しがり屋さんだからではなかったらしい）。


    



    　ところで、大学には「クラス」や「教室」や「担任の先生」が無い。授業は毎回移動教室みたいなもので、いくつかの講義の中から自分の受けたい授業を選んで、自分だけの時間割を作る。で、講義が開かれている講義室へ授業を受けに行くのだ。


    　大学生になると、サークルだ何だで授業をサボる奴も増えるが、俺は逆に、どの講義も聞きたいものばかりで、時間割が足りなかった。歴史や仏教の講義はもちろんだが、文学部には文化人類学だの民俗学だの、高校では習ったことも無い面白そうな講義があった。しかも、面白そうな講義に限って時間がかぶっていたりするので、自分が履り修しゆうしている講義が休講なら、その時間にやっている別の講義にもぐりこむ、という毎日だった。


    　さらに、大学の図書館はバカでかいうえに、朝から夜まで開いている。近所の図書館には無かったような、専門的な本がたくさんある。貴重な経文や、その解釈書もある。まるで宝の山だ。貸し出し禁止の貴重な本が多いので、昼休みと放課後はひたすら図書館で本を読みふけって過ごした。新しい知識を吸収するのに夢中で、サークルに入るとか、友達を作るとか、完全に忘れていた。もともとコミュニケーションが苦手で友達作りが下手な俺ではあるが、それを寂しいと思う余裕も無いぐらい、毎日が楽しくて仕方なかったのである。


    「君、いつもここにいるわね」


    　五月も近いある日のこと、閉館間際の薄暗い図書館で、俺はふと声をかけられた。言葉づかいは標準語だが、イントネーションは関西弁の、まだ耳慣れないものだ。地味で目立たないうえに自分からは他人に関わらない俺のこと、入学してから大学で他人に話しかけられたことは、学生課の事務員と図書館の司書をのぞいては、本気でこれがはじめてだった。


    　声をかけてきたのは、長い髪をざっくりとひとつに縛った女の子だ。俺より少し年上に見える。美人だが、縦縞編みの無地のセーターにジーンズという、シンプルこのうえない服装で、あまりオシャレにこだわるタイプではないようだ。さらに、セーターの上に白衣を着ているが、これは泥汚れがあちこちについて、白衣と言いがたい色になっている。セーターは洗ってサイズが縮んでしまったのか、豊満な胸にぴっちりと貼りついて窮きゆう屈くつそうだ。


    「はあ、まあ……」


    　知らない人に話しかけられて、相手がどういった意図で話しかけてきたのかわからず、俺は生返事をした。すると、その女の子は俺の隣の席に座ってきて、頰ほお杖づえをつきながら俺の本をのぞきこんできた。


    「その本、華け厳ごん経ね」


    「え？」


    「七五二年、東大寺の大仏開かい眼げん供養のとき、インドの高僧バラモン、菩ぼ提だい僊せん那なによって唱えられたお経。東大寺の大仏は盧る舎しや那な仏ぶつで、華厳経は盧舎那仏を本尊とする経文。盧舎那仏は太陽の光の化身だから、太陽神アマテラスを主神とする神道の世界に仏教を持ち込むのにふさわしいチョイスだったんでしょうね」


    　滔とう々とうと流れる言葉に、俺は彼女の顔を二度見した。すると、彼女はニコッと笑った。


    「わたし、文学部三年、縄なわ田た弥や生よい。君は？」


    「あ……文学部一年、日向ひゆうが明あ日す太たです」


    「日向、ひむかとも読むわね。古事記の英雄ヤマトタケルが九州征伐に行ったとき、九州東岸、宮崎から鹿児島にかけての地域を『この国は直なおく日の出いづる方に向けり』と言って、『日向』と名付けた……ひょっとして、九州出身？」


    「いえ、東京だけど親戚は愛媛に」


    「愛媛……ってことは、宮崎と海を挟んで向かい側ね。先祖が漁民で海を渡ったっていうことかしら、それとも他の可能性としては……」


    　ぼんやりと空を見つめて、彼女はそのまま五分ほど静止した。最初は、いつ続きを話すだろうと思って待っていたんだが、さすがに心配になってきて、俺は声をかけた。


    「あ、あの？　縄なわ田たさん？」


    「はうあっ！　ごめんなさい、千五百年ほど思考がタイムトリップしてたわ」


    　わあ、美人だけど危なそうな人だ。


    「わたし考古学専攻で、古代日本人の集団と文化の広がりを卒論テーマにするつもりなの。日向ひゆうがくんは仏教系の本をよく読んでるみたいだけど、仏教学研究室に行くの？」


    「それが、自分がやりたいことをするのに何を専攻すればいいのか、よくわからないんです。俺は仏像に興味があって、仏像プラモとかよく作ってたんですけど、それだと仏教美術とか美術史学になるのかなあとか……」


    「仏像プラモ？　どんなの？」


    　縄田さんが、興味深そうに身を乗りだしてきた。今まで仏像プラモなんて話を振って食いついた人間なんて、比ひ叡えいと高たか野の以外、男女かかわらず見たことがない。さすが奈良の大学に来ようって人は、仏像好き率が高いのかもしれない。


    「え、あ、えーと……こ、こんなのです」


    　興味を持たれないのが通常営業なので、むしろ興味を持たれて俺は緊張してしまい、うまく説明できなかったので、あわててポケットからスマホを取りだした。一人暮らしでも寂しくないように、実家に置いてきた仏像プラモは全部撮影してきたのだ。


    　縄田さんは、俺からスマホを受け取ると、目を輝かせた。


    「わっ、すごい！　この阿あ修しゆ羅ら像、かなりパテ盛りして削ってカスタムしてるわよね？」


    　なんか詳しいぞ、この人。愛想で「わーすごいですねー」っていう感じじゃない、本気で俺の仏像プラモに興味を持っている。比叡や高野以外に、仏像の話ができる相手がいるなんて、さすが奈良の大学を選ぶだけのことはあるなあと感動してしまった。


    「それは……」


    　仏像プラモのことをわかってくれる人がいたのがうれしくて、俺はドキドキしていた。


    「興こう福ふく寺じの阿修羅像は、表面が木こ屎くそ漆うるしで仕上げられているので、かなりマットな質感じゃないですか。プラスチックにマット塗料だけじゃ、朱塗りの青銅像みたいで、あの乾いた感じが出ないから、全体に削った上に、ゆるめたパテを塗ってあるんです。特に髪の毛の筋なんかは、型抜きの宿命でプラモのままだとエッジがゆるいから、パテを盛ってから筋彫りで削るとシャープさが出るんです。阿修羅像の魅力は表情もボディーも無駄な贅ぜい肉にくをそぎ落としたストイックで潔癖なシャープさにあると思うから、顔の近くにある髪の印象っていうのはかなり大きいので、これは大成功だったなと……」


    　うれしすぎて、俺は息継ぎもせず一気にこれだけまくしたてた。そして息が切れて一度深呼吸した瞬間に、冷静になった。いきなりパワー全開でマニアックな話をしゃべりまくって、絶対ドン引きされているに違いない……と、俺は恐る恐る縄田さんのほうを見た。


    　ところが縄なわ田たさんは、ドン引きするどころか、いっそう前に身を乗りだしてきた。


    「なるほどー！　そういう見方、目からウロコだわ！」


    　ち、近い。今にもキスするんじゃないかというぐらい近い。固まってしまった俺に気づいて、縄田さんはハッと一度まばたきすると、あわてて椅子を引き、俺から距離を取った。


    「ごめんなさい、目からウロコすぎて距離感忘れてたわ」


    「あ、いえ、大丈夫です」


    　何が大丈夫かよくわからんが、というか、俺は今、そんな変わったこと言っただろうか？　首をかしげていると、縄田さんが察して教えてくれた。


    「あのね、乾かん漆しつ像は張り子の像だから、金属の鋳い物ものの像と違って、尖とがったディテールが無くてラインが柔らかいのが持ち味だっていうのが定説なの。なのに日向ひゆうがくんは、鋳物と同じように型から作るプラモがゆるくて、乾漆像がシャープだって、逆のことを言ったでしょう？　なるほど、実際に自分で作ってみた人の感想は違うものだなって、すごく興味深い意見だったの」


    「たしかに阿あ修しゆ羅ら像は仏像らしからぬ写実的な表情といい、興こう福ふく寺じの中でも特に人気がある像で、興味深いですよね」


    「そうじゃなくて、わたしは日向明あ日す太たという才能が興味深いって言っているのよ」


    　びしっ、と縄田さんが俺の鼻先を指さした。……え？　俺の才能？　っていうか、小中高を通じて、地味で平凡でおとなしくてつまんない、と言われつづけた仏像マニアのこの俺に、何の才能があるとこの人は思っているのだ？


    「もともと日向くんは、図書館で毎日とても集中して本を読んでいるから、集中力には目をつけていたのよ。そのうえ、専門的なことになったらものすごくよくしゃべるし知識は豊富だし、秀才タイプなのかなって思ったら、着眼点は目からウロコの天才型だし……本当に、はじめて出会う興味深い人材だわ」


    　縄田さんは、値踏みするように俺をじろじろ眺めている。前から図書館で、俺に目をつけてたってことか？　本に集中しすぎてて、ぜんぜん気づかなかった。


    「この出会いは、勧誘しろという仏の慈じ悲ひだわ。日向くん、明日ここに来なさい！」


    　そう言って、縄田さんは勢いよく、俺に一枚の地図を差し出した。見ると、大学内の地図である。教室の一つに、赤いマルがついている。


    「……何ですか、これ。文学部歴史学科……考古学研究室？」


    「そう、わたしの専攻の研究室よ。教授にバイト探しを頼まれているんだけど、全然いい人材がいなくて困っていたの。でも、やっと見つけたわ」


    　にこっ、と縄田さんは優しく目を細めて笑った。


    「時給八百円、そんなに高くないけど悪くもないと思うわ。助けると思って、お願いね」


    　そう言って、縄田さんは忙しそうに立ち去った。忙しそうなのは、白衣が泥で汚れていることと、何か関係あるんだろうか？


    　いきなりの話で、俺はとまどっていた。縄なわ田たさんは、服装には無む頓とん着ちやくっぽいが、けっこうな美人である。俺みたいな、地味で平凡でとりたてて特徴の無い人間に声をかける必要性を見いだせない。あんな美人が俺なんかを、ずっと見ていたというのもありえない。


    　この違和感を、俺は以前にも一度感じたことがある。あれは高校二年生の春、入学式が終わって一段落ついたころ。俺は突然、女子にモテモテとなったのだ。その種明かしは、中学時代女子校で女子に人気の高かった妹が俺の高校に入学し、何かと俺にくっついてるところを妹のファンたちが見て、じゃま者である恋敵の俺を排除しようとしたのだった。


    『もともと凛りん世ぜも、それで俺に声をかけてきたんだったな。妹のことが好きで、男嫌いのくせに俺を誘惑しようとして、でも隠しきれないツンゴラな性格のせいで、最初に会ったときはほんとによくわからない子だったよなあ。まさかあのときは、ほんとに凛世と付き合うことになるとは思ってなかった。どう考えても、俺なんかとつり合うとは思えないもんなあ……。人生っていうのは、わからんものだ』


    　けれども、縄田さんには俺を牽けん制せいする理由はない。妹はここにいないのだし、それに女によ人にんは悟りを開くじゃまをする悪魔マーラだと仏教では教えているが、縄田さんは俺のじゃまをするどころか、仏像についての知識も詳しいし、むしろ俺を悟りの道へ引っぱっていってくれそうなのだ。


    『バイトってのが何なのかわからないけど、俺を見込んで頼んでくれたみたいだし、それにせっかく大学に来たんだから何事も経験だ。行ってみるか……』


    　そう思った俺は、次の日、講義が終わった後で、考古学研究室へ向かったのだった。


    



    　考古学研究室で俺を待っていたのは、白衣をますます泥で汚した縄田さんと、真っ白な髪の老教授だった。


    「あー、来た来た、いらっしゃい！」


    　縄田さんは、相変わらず泥だらけである。のみならず、顔や手にドロッとした白い液体がついている。いったい何をやってたんだ、と思ってギョッとした。


    「それ、何なんですか？」


    　俺が指さしてたずねると、縄田さんはロッカーのガラスに自分の顔を映し、あわてて白衣の腰につけていたタオルで顔をふいた。


    「ごめんなさい、石せつ膏こうを練ってたのよ」


    「石膏なんか何に？」


    「日向ひゆうがくんにもやってもらうわ。石膏はすぐに固まってしまうから扱いが難しいけど、日向くんなら器用だから大丈夫よ」


    　そう言って縄田さんは、教授室の奥へ俺を案内した。そこでは、白髪と白ひげを伸ばした、古代中国の仙人のような老人が一人、天井まで積み上がった段ボール箱の真ん中で、土器のかけらをひとつずつ、どれとどれが合うだろうかと合わせてみていた。そのかけらをつなぐときに、白く練った石せつ膏こうを使っているのだった。


    「草くさ薙なぎ教授、彼がきのう話していた日向ひゆうがくんです。お手伝いに来てもらいました」


    　縄なわ田たさんが声をかけると、土器の山の合間から、教授は俺のほうに目を向けた。


    「おお、彼か。学会に間に合わせなあかんさかい、がんばってや」


    　草薙教授の言葉は関西弁っぽいのに、イントネーションはむしろ東京弁っぽい。


    「教授は、関東出身ですか？」


    　俺がたずねると、草薙教授は楽しそうに笑った。


    「やっぱり聞いてきたか。東京出身の君が聞いて、イントネーション、どんな感じや？」


    「えっ……東京弁に似ているけれど、アクセントとかが微妙に違う感じです」


    「その通りや。奈良南部から和歌山山中には古い言葉が残っとって、それは今の関西弁よりむしろ東京弁に近い言葉なんや。ただ東京弁はそれより変化しとって、もう少し近畿に近い、岡山弁や名古屋弁のアクセントに近い。さて、これから導き出せる推論は？」


    「えっ？」


    　突然質問を振られて俺は面食らったが、でも面白い質問だとも思って、頭をひねった。


    「……えーと、奈良南部、飛鳥あすか地方というと外部からの交通の便はよくないから、その時代から言葉があまり変化していない。飛鳥時代の都で多数の人間が使っていた言葉が西と東に広がり、名古屋を経て東京弁に変化した。だから東京弁のイントネーションは自然発生した方言ではなく、古代飛鳥に由来した言葉……ってことになるんですか？」


    　すると草薙教授は大きな手で拍手した。泥に汚れた手からモワッとホコリが舞い上がる。


    「なるほど、縄田くんが熱心に太鼓判を押しやるのは珍しいことやと思ったら、なかなか見どころのある新入生やな。あんまり惚ほれこんどるから、顔で選んだかと思とったわ」


    「悪い冗談やめてください、日向くんが変に思うじゃないですか！」


    　縄田さんが真っ赤になって怒った。たしかに悪い冗談だ、俺のこののっぺりした地味フェースが惚れこまれるわけがない。


    『……いや、でも、ということは、縄田さんは俺の中身を評価してくれたってことか？』


    　それはそれでうれしい。地味な仏像趣味が、評価される日がくるなんて……。


    「そう怒るまい、白はく鳳ほう時代の仏像みたいなええ顔しとるやないか」


    　あれっ、草薙教授は本気で俺の顔がよいと思ってる？　所変われば品変わるというが、俺の顔でも評価してくれる人はいるものなんだろうか。そういえば凛りん世ぜも、パーツは小さいけれども基本は妹と同じ顔立ちだから、配置は整ってるとか何とか、褒ほめてくれたことがある。男たるもの容姿を褒められてうれしがるのはどうかとは思うが、でも今まで妹につりあわない地味だ何だとさんざん言われてきた俺には、すなおにうれしかった。


    「日向くん、合格や。君ならこの貴重な発掘品を任せて大丈夫やな」


    　草薙教授は立ち上がって、俺の前に大きな段ボール箱をドスンと置いた。中には、大量の割れた土器片が入っていた。


    「土器っ？」


    「ドキッとしたやろ、土器だけに」


    　ひねりの無いオヤジギャグに、ああ、俺は関西に来たんだなあ、としみじみ感じた。


    「それはともかく、この土器を復元するのが日向ひゆうがくんの仕事。草くさ薙なぎ教授とわたしの共同研究で、五月末の考古学学会に間に合わせないといけないから、がんばってね」


    　縄なわ田たさんは慣れているのか、華麗にスルーしながら俺に、バケツに入った刷は毛けなどを渡した。縄田さんが泥だらけな理由は、これだったのだ。彼女のそばの机の上に、立体パズルのように組み立て中の土器があり、パーツの足りないところを白い石せつ膏こうで埋めてある。


    「なるほど、こんなふうに復元するんですね」


    「ホコリを刷毛で払って、石膏はパテと違って硬化にクセがあるから使う分だけ練って手早く作業。コツがいるけど、日向くんならすぐに慣れるはずよ」


    　仏像とは違うが、たしかにパーツを組み立て、隙間をパテ埋めしていく作業は、仏像プラモと要領が似ている。さらに、間をただ埋めるだけでなく、模様が連続しているところはその模様を再現して足すことで、より全体像が見渡せるようにしてある。まさに、俺がいつも仏像プラモでやっていることだ。


    「わかりました、やってみます！」


    　得意分野で自信があったし、何よりだれの得にも何の得にもならないマイナー趣味のはずの仏像プラモ作りが役立ち求められているのは、俺という人間そのもののすべてが求められているということだから、うれしくて俺は自分でもびっくりするぐらいいい返事で答えた。


    



    　研究室いっぱいの土器片は、五月の半ばまでに全部復元しろと言われていた。俺は昼間は講義に出て、その後毎晩九時まで研究室に残っていた。縄田さんと教授は俺が帰った後も研究室に残って、その日復元した土器を整理したり、写真を撮ったり、学会発表のための台本や映像資料を作ったり、それとは別に草薙教授は学会から頼まれている専門書の原稿だとか、考古学雑誌に載る他人の論文の検証を頼まれたりとかで、目が回るほど忙しいようだ。


    「これは、土日やゴールデンウイークも、毎日来なくちゃ間に合わなそうねー。日向くん、ゴールデンウイークの予定はどう？」


    　一週間ほどたって、縄田さんがため息混じりに言った。自分の仕事の手があいたほんのちょっとの時間にコーヒーを入れてくれて、俺に持ってきてくれる。土器の復元の最中は集中していて、俺も縄田さんも草薙教授も全然しゃべらない。しゃべらないのに側にいられる距離感が、俺にはとても居心地がよかった。


    「ゴールデンウイークですか。俺は、大丈夫ですよ」


    　草薙教授はそのとき、准教授や助教と別室で会議中だった。准教授も助教もそれぞれ学生を数人抱えていて、みんな学会前で大忙しらしい。


    「ほんと？　実家に帰省しなくて大丈夫？」


    「はい。ずっと忙しくてまだ東大寺の大仏とかを見てないので、行こうかと……」


    「なるほど。じゃあ、ゴールデンウイークを全部使っちゃうのは気の毒ね……一日ぐらいは休みが取れるよう、草くさ薙なぎ教授にかけ合ってみるわ」


    「やった、ありがとうございます」


    「飛鳥あすか歴史公園はもう行った？　大仏は無いけど、古代巨石文化の遺構があちこちにあるし、飛鳥時代の料理も食べられるのよ」


    「飛鳥時代の料理？　すごいな、それ」


    「土器の復元が終わったら、打ち上げに連れてってあげましょうか？　おごるわよ」


    「ほんとですか？　ありがとうございます！」


    　俺は深々と礼をした。……あれっ、縄なわ田たさんがおごってくれるということは、草薙教授はいないのか？　二人で飛鳥歴史公園に？　……それって、デートではないのか？


    　縄田さんの真意をはかりかね、俺はドキドキしながら復元作業を続けた、土器だけに。


    『うわああっ、いつの間にか草薙教授の考古学ギャグがうつってるぅぅぅー！』


    　それほど、奈良の水は俺に合ったということかもしれない。縄田さんの真意はわからないが、いずれにせよ俺の理解者であることはたしかだ。
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    　縄なわ田たさんだけじゃない、この大学には俺を理解してくれる人がたくさんいる。ある授業のレポートを出したら教授からじきじきに呼び出されて、面白い奴だ、と一時間や二時間議論に付き合わされるなどしょっちゅうだ。


    　その中で俺は少しずつ、自分がやりたいことが見えはじめてきた。


    　最初は、仏像が好きで仏像プラモを作るのが好きなだけだった俺だが、それがどんなふうに自分の未来につながるのかわからなかった。でも、土器の復元をしながらいろんな人の話を聞いているうち、仏像修復師というのがひょっとして俺が一番できることで、やりたいことなんじゃないか、と思った。それで草くさ薙なぎ教授に相談すると、


    「たしかに日向ひゆうがくんは、博識だし粘り強いし、博物館の学芸員向きかもしれんな。わしとしては考古学教室に来てほしいが、仏教史学科で仏教美術を専攻しながら、工学部との共同研究で材料物性や建築学を勉強するのがベストかな」


    　と、すごく的確なアドバイスをくれたので、さすがだと思った。それでも草薙教授は俺をあきらめきれないらしく、事あるごとに、


    「……でも、考古学も面白いなーとか思うようになって来とらんか？　土器を見たらドキッと運命を感じちゃったりせんか？」


    　と、考古学ギャグを交えながら勧誘してくる。実は、他の学科の教授にも、俺はちょこちょこ勧誘されていた。二年生になると、自分が専攻する学科を選ばないといけないそうで、ぜひうちに来るようにと引っぱりダコだった。


    　高校二年生のときに経験した[image: ]なぞのモテ期に比べて、今回は教授のじいさんたちにモテモテという状況なのだが、むしろ俺は今のほうがずっとうれしかった。毎日が充実していた。


    



    　充実していたはずなのだ、が。


    　それでも、故郷を遠く離れると、それなりに気持ちが弱くなってしまうのかもしれない。


    　最近、大学生活が楽しいほど、なぜか俺はあの[image: ]のモテ期のことを思いだしてしまう。高校二年生の春、凛りん世ぜとはじめて出会ったときのことだ。妹から俺を引き離すために誘惑しにきた凛世だったが、高飛車な性格が全然誘惑向きじゃなかった。今、凛世はずいぶん優しくなっているけれど、あのときの凛世もかわいかったかな、と懐かしく思った。


    　誘惑しに来たもう一人の刺客が、小こ麦むぎだった。男嫌いのくせに無理やり誘惑しようとして、あらぬ方向にベクトルが振れて、テンパっていた。頭がよくて何かと策士な小麦だが、肝心なところで抜けている。やっぱりかわいかったな、と懐かしい。


    　それから、二人とは全く別のアプローチで俺と仲良くなったのが緋ひ影かげだ。妹のストーカーから始まって、思い込みが強いし激情型の性格だけど、けっこう素直で自分の非はすぐに認めるし反省するしで、ずいぶん丸くなった。緋影に限っては出会った当初より、俺と会って変わってからのほうがかわいいと思う……って何だ俺、俺が緋影をかわいく変えた的発言に聞こえるじゃないか、今のは？　俺はそんな自意識過剰じゃないぞっ？


    「日向ひゆうがくん、最近ようボンヤリしとらんか？」


    　草くさ薙なぎ教授に声をかけられて、俺はハッと顔を上げた。


    　そこは小さな料理屋で、俺と縄なわ田たさんが並んで座り、草薙教授は向かいに座っている。そう、ゴールデンウイークに入って学食が閉まっているので、栄養補給に……と、草薙教授が晩飯を食べに連れて来てくれたのである。


    「あ、いや、大丈夫です」


    「やっぱりホームシックなんじゃない？　引っ越しや新学期のバタバタが落ち着いたら、突然寂しくなったりするものよ。今からでも、帰省してもいいのよ？」


    　心配そうに縄田さんが言った。でも、土器の復元をかなり急がないといけないのは手伝いをしていてわかる。正直なところ、たしかに俺は最近、少し寂しくなってきている。けれども縄田さんが親切だからこそ、俺一人サボって帰省なんてできない。


    「いや、ほんとに大丈夫ですから。俺は悟りを目指してるから、過去の煩ぼん悩のうとかそういうのは捨て去る方向なんです、はい」


    「人間そんな簡単に悟りを開けるようなら、誰も仏像なんか作るまい。ちょっとぐらいなら融通できるし、無理したらあかんで」


    　草薙教授も優しい。そんなに労いたわられるほど、俺はぼんやりしてたんだろうか。


    　少しして、俺たちのテーブルに大きな土鍋が運ばれてきた。中にはすでに具とスープが入っている。一見ふつうの鍋だが、牛乳だしで煮ているのでスープが白い。飛鳥あすか時代に唐から来た僧侶がヤギの乳で作ったのが始まりで、飛鳥鍋と呼ばれる奈良の名物だ。


    「何だかシチューみたいで、ハイカラですね」


    　はじめて見る料理が物珍しくて、俺はしげしげ見てしまう。鍋は、ゆっくり煮えていく。牛乳のまろやかな匂いが湯気に乗ってただよって、日本料理（それも古代の）というイメージとはだいぶ違う。どう見ても、洋風だ。


    「まあ、当時の外国から来たハイカラ料理やな。日本は島国やから、昔から舶来品大好きなんや。正しよう倉そう院いんには、ペルシャあたりからの舶来品がぎっしりやろ」


    「遣唐使船で来た唐の僧侶が最初に作ったってことですけど、唐は漢民族の国ですよね？　いわゆる中華料理って漢民族の料理ですが、乳製品関係の料理って無くないですか？」


    　ふと、縄田さんが口を開いた。鍋を食いながらでも歴史のことに考えがいって、アカデミックな会話が始まる。理路整然としていて知識も深くて、つくづく、高たか嶺ねの花という言葉がふさわしい人だ。俺も会話に参加したくて、口をはさんだ。


    「そうですよね。杏あん仁にん豆腐だって、本来は牛乳じゃなくてアーモンドで作るらしいし」


    「ほほう、そこに気づくとはさすが、食べに連れてきたかいがあるわ」


    　草薙教授は、もくもく上がる湯気の向こうでうれしそうに笑った。


    「インドやチベット山岳地帯の乳製品が、仏教とともに唐に伝わり、日本に渡ったっていうことやな。醍だい醐ご（チーズ）なんか、天皇の名前にまでつけられとる。今では仏教は和のわびさびの極致として扱われとるが、千五百年前は新し物好きが飛びつくエスニック・ブームやったんやな。つまり飛鳥あすか鍋は、千五百年前のエスニック料理というわけや」


    　草くさ薙なぎ教授の話は、ほんとに面白い。俺は考古学研究室にはたぶん行かないけれども、この人の下で土器復元のアルバイトをさせてもらって本当によかった、と思った。


    　ふと、縄なわ田たさんが不思議そうに、俺にたずねてきた。


    「日向ひゆうがくんって、料理に詳しい人なの？　男子って、あんまり杏あん仁にん豆腐とか知らないイメージなんだけど」


    「いや、妹がラーメンが好きで、新しい店ができるたびついていかされてたんです」


    「へえ、妹さんいるんだ。かわいい？」


    「いや、全然。偉そうなことばかり言ってくるし、小生意気だし、ひとのことは振りまわすし、人前でも距離感が変でひっついてきて鬱うつ陶とうしいし……」


    「なるほど、いわゆる萌もえキャラなのね」


    「はっ？　萌えっ？」


    　俺の声が引っくり返ってしまった。縄田さんはくすくす笑って、草薙教授に話を振った。


    「だって今の要素、ふつうにかわいいですよね？」


    「うむ、萌え萌えやな」


    　草薙教授も腕組みしてうなずいている。いやいや、なんであんな小生意気な奴のどこが？


    「あんな奴、萌えキャラなんかじゃないんですからねっ！」


    「うわあ、何という教科書どおりのツンデレ」


    「This is a penなみの、教科書どおりのツンデレやな」


    「だーかーら！　なんで俺がツンデレなんですか！」


    　俺は、猛烈に反論した。


    



    　……いや。俺って、ツンデレなのか？


    　そう思ったのは、二人と別れて古墳沿いの暗い夜道を一人自転車をこいで、だれもいない真っ暗な部屋の電気をつけ、ひんやりした四畳半の真ん中でゴロンと転がったときだった。


    　目の前に、天井があった。古い木の天井で、つり下げ式の輪っかの蛍光灯が揺れている。東京の俺の部屋の天井は、明るい木目で蛍光灯は棒状のものだった。ここは家ではない、隣の部屋に妹はいない。それが、今ごろ実感としてわいてきた。


    　あんなに鬱陶しがっていたくせに、俺は今、妹が懐かしい。会いたいのは凛りん世ぜだけれど、懐かしいのは妹だ。それはたぶん、俺の人生にはいつも妹がいて、俺の部屋の隣にはいつも妹がいて、妹のいない人生というものが今まで存在していなかったからだ。


    『つまりこれが、ホームシックというやつなんだなあ……』


    　新しい生活に順応できていないだけで、そのうち慣れると、頭ではわかっている。ゴールデンウイークは、本当は実家に帰るつもりだったのだ。それはホームシックなんかではなくて、単に親に元気な顔を見せておこうぐらいの、軽い気持ちだった。それが、帰れないとわかったとたんに、ぐーんと気持ちが落ち込んでしまうのが、自分でも不思議だった。


    『そういえば俺は大学に入ってから、一度も凛りん世ぜに電話をかけていないじゃないか』


    　実は、卒業式の後、凛世が泣いて寂しそうだったから俺は気をつかって、毎日電話をこまめにかけていたのだ。すると凛世に「用があったらわたしからかけるから、もう電話をかけてこないで」と言われてしまった。ちょっとしつこく電話しすぎたのかな、俺はお付き合い経験値が低いのでまだまだ難しいもんだなあ、と反省していた。


    『でも、凛世からも全然かけてこない。ＬＩＮＥラインでメッセージを送ったらすぐ既読になるし、短い返事はくれるから、忘れられてるわけではないらしいが……』


    　そのことも、俺が寂しい原因のひとつだった。きっと三年生になって、水球部の先輩として後輩の指導に忙しいんだろう。凛世はまじめだし、冷たそうに見えて人付き合いがいいので、人一倍忙しいに違いない。だから、俺もじゃましてはいけないと思って、スマホで古墳などの写真を撮っては、奈良はこんなところですよー、と凛世に送るだけだった。


    『凛世の声が聞きたい。妹の声が聞きたい。それに小こ麦むぎと緋ひ影かげ……』


    　高校時代、俺のまわりではいつも彼女たちが、小鳥みたいに仲良くさざめいていた。もちろん大学のほうが楽しいことはたくさんある、縄なわ田たさんや草くさ薙なぎ教授、俺を認めてくれる人たち、たぶん仏像愛好家としての俺にとっては、今のほうが幸せなんだろう。


    『でも、高校時代は不遇ではあったけれど、それはそれで楽しかったなあ……』


    　と、俺は寝返りを打つ。そうだ、俺がこんなに寂しい原因は、妹たちだけじゃない。高校時代の俺の仏像愛好家としての青春を輝かしい思い出にしてくれた功労者は、比ひ叡えいと高たか野のの二人である。比叡は京都で仏教美術、高野は和歌山で山岳仏教の勉強をしている。せっかくみんな近畿の大学に来てるわけだし、土日ごとに会えるかなぐらいに思っていたのだが、結局俺と同じように忙しいのか、連絡すら来ない。せっかくスマホの電話番号を教えて、ＬＩＮＥにまで登録したのに、俺が送ったメッセージにはいつまでたっても「既読」の文字すらつかない。


    　そんな調子だったので、俺とまともにＬＩＮＥのやりとりをしてくれているのは、愛媛に住んでいる従妹いとこの日向ひゆうがみかんだけ、という寂しい状況だった。みかんは妹のことが大好きで、もともとしっかりした娘こだったが、この春から中学一年生になって、ますます大人っぽくなってきた。背も伸びて、顔や雰囲気は妹に似てるけど、妹よりもだいぶしっかりしている気がする。たまに自撮りの写メを送ってくれるが、タンクトップと短パンで虫取り網を持って山を駆け回っていたはずのみかんが、きっちりとセーラー服など着こんでいるので、よその子は大きくなるのが早いなあ、などと親戚気分で目を細める日々である。


    　などと考えていると、ちょうど以い心しん伝でん心しんというべきか、ピロリン、とみかんからメッセージが来た。


    『あすにぃ今日は大学どうだった？　みかんはまた中学で先輩に告白されちゃった、それが今回はなんと女子の先輩なの！　どう返事すべき？』


    　ついにみかんも女子にモテはじめたようだ、そんなところまで妹に似なくてもいいのに……。そして、どう返事すべき、とかあまりにも難しい質問である。とりあえず俺は、


    『嫌いな先輩でなければ、まずはお友達でいいんじゃないか』


    　と、アドバイスした。変に彼氏がいるとか噓うそをついたら、かつて俺が妹の取り巻きに誘ゆう拐かいされたように、あらぬ犠牲者が出ても困るからだ。すると、すぐに「既読」がついて、


    『ありがとう、そう返事してみる。助かったー』


    　と、ニコニコ顔文字つきで返事が来た。しっかりしているだけあって、みかんはマメである。それに比べて高たか野のと比ひ叡えいときたら、親友だというのに、ほんとに音おと沙さ汰たが無いのだ。


    　ゴールデンウイークの前に、一度だけ二人から来たメッセージは、高野が、


    『山岳仏教の勉強で毎日テントかついで山の中で野宿する日々なので、電波が届いてなくてずっとＬＩＮＥラインに気づかなくてごめんでありますな～。北海道の獣医大学に行ってるみーなちんが、北海道は今ラベンダーで地平線まで全部紫で綺き麗れいだから、ゴールデンウイークに見においでって誘ってくれたので、山伏のほら貝をお土産みやげに買っていくでありますな～。二人で札幌大通公園を、ラベンダーソフトクリームを片手にシャレオツにデートしてくるでありますよ～』


    　そして比叡が、


    『京都にはたくさんお寺があるので、毎日見て回るだけで大変で、ＬＩＮＥを開く暇もなくてごめんなさいですな～。るかにゃんは今年受験生ですな。ぼくと同じ大学に行きたくて偏差値をあと５上げるのが目標だというので、ゴールデンウイークはるかにゃんの家で家庭教師をする約束になっているですな～。るかにゃんは、おやつに手作りクッキーを焼いて待っててくれるそうですな～。お礼れいのお土産に、きれいな西にし陣じん織おりの朱印帳を買っていってあげるですな～』


    　そのクッキーを焼いている間に勉強すれば、家庭教師はいらないんじゃないか、と純粋な疑問を俺は抱いてしまったのだが、そういうわけで、二人ともゴールデンウイークは近畿にはいなくなってしまうのだ。


    　もともと、みーなちんもるかにゃんも、妹を狙ねらう女子たち（日向ひゆうが今日きよう子こを愛めでる会）の一員だった。俺から親友を奪うための刺客として高野と比叡を籠ろう絡らくしようとしたが、結局なんだかんだで付き合っている。高校二年生の春から付き合ってるから、そろそろ二周年で長続きしている。そこは友人として、すなおに祝いの言葉を述べさせていただこう。


    『最初は、俺より悟りを開いていると思っていた二人が堕だ落らくしたと思って、絶望したものだが、俺も相当丸くなったのではあるまいか……。っていうか、そんなわりと最悪なレベルの思い出すら、俺の中で懐かしい思い出になってる。よっぽど俺の気持ちが弱ってるってことかな……』


    　こんな弱い心じゃだめだ、昔を懐かしんで過去の煩ぼん悩のうを捨てきれないなど、悟りから外れる。


    　仏教では、過去に執しゆう着ちやくするこの気持ちを煩悩と呼ぶ。煩悩を捨てることが、悟りである。人間には八つの苦しみ、八苦というものがあって、愛する人たちと別れる苦しみ「愛あい別べつ離り苦く」もそのひとつだ。その苦しみを捨て去ることが、悟りであるという。


    『今さらだが、どうやってその苦しみを捨て去れっていうんだ？　愛する者と別れなければいいのか？　でも、人間はいつか死ぬんだからそういうわけにいかないだろう。じゃあ、誰も愛さなければいいってことか？　先に愛を捨ててしまえば、好きでもない奴と別れても痛くもかゆくもないってことか？　それって、すごく寂しいことじゃないか？』


    　俺だったら、妹たちと過ごした時間を忘れたり、捨てたり、凛りん世ぜを愛いとしいと思ったこと、小こ麦むぎを優しいと思ったこと、緋ひ影かげをかわいいと思ったこと、全部忘れたりしたくはない。今はたしかに充実している、けれどもどこか寂しいのだ。


    『それとも、それが寂しいと思うのは、悟りを開いていない俺の浅はかな感傷なのかもしれない。迷っているうちは、悟れないのかもしれない』


    　気持ちがモヤモヤして、胸が苦しい。こんな気持ちは、寝て忘れてしまうのに限る。


    　俺は上着とズボンを脱いでパジャマに着替えると、とっとと布団をひっかぶり、きつく目を閉じて、強引に眠りに落ちたのだった。


    



    　でも、寝て起きても、次の日もまだ俺の気持ちはモヤモヤしていた。


    　ゴールデンウイーク二日目。学生もほとんど帰省してしまい、大学はしんと静まりかえっている。縄なわ田たさんと教授は、まだ来ていない。がらんと広い校舎が、俺の、狭いくせにがらんとした四畳半と重なって見えて、ますます寂しい気持ちになってしまう。


    『やっぱり、悟りが開けてなかろうが何だろうが、帰省すればよかったかな……。妹たちは今ごろ何をしてるんだろう、ゴールデンウイークだから皆で遊園地にでも行ってるのかな。俺も東京にいたころは、あいつらと遊園地に行ったりしたよなあ……』


    　どう考えても、あの時代が懐かしい。今が嫌いやというのじゃなくて、大学生の今もすごく充実してるけれど、それはそれとして、高校時代が懐かしい。悟りの道は遠いなあ、と思いつつ、俺は土器の復元をしていた。


    「やっほー、兄あにっちー」


    　いかん、寂しすぎて妹の声の幻聴まで聞こえる。聞こえるわけはないのだ、ここは東京ではないし、そもそも盗難防止のために、教授室には内側からカギをかけているのだし。


    「兄っち、どこだー。いるんでしょー、早く出てこないとチューしちゃうよー」


    　その行動に何の意味があるのか、さっぱりわからん。というか、チューはやめんか。


    「今日きよう子こ、いくら仲がよくても兄妹でそれはちょっと、問題発言だと思うわ」


    「ひゃっほー、りんりんがヤキモチ焼いてるですぅ、かっわいーですぅ」


    「焼いてないから！」


    「というか、どっちにヤキモチを焼いているんですか。ちなみにわたしは、両方です」


    「だから、焼いてないからっ！」


    　ああ、懐かしい。懐かしすぎて、幻聴が聞こえてくるようだ。妹の今日きよう子こに加え、凛りん世ぜと小こ麦むぎと緋ひ影かげの、安定の漫才トークが、こんなにリアルに……。


    　……リアルすぎないか？


    　俺は、ばっと勢いよく立ち上がった。俺は土器が入った段ボール箱やら本棚やらの奥に隠れていたのだが、立ち上がると、重なり合う本棚の向こうに見慣れた顔があった。妹だ。


    「あっ、いたいたー！　おっはよー、兄あにっち♪」


    　妹はニコニコして、俺に手を振った。これはもう末期症状である、ついに寂しさをこじらせて幻覚まで見てしまっているのか、俺は？


    　……いや、違う。本棚の向こうに見える妹の顔は、俺が知っているのと少し違う。大きな目とか、つやつやした唇とかはそのままだが、髪の毛が微妙に、微っ妙～に伸びている。


    「……本物の今日子、なのか？」


    　なんで妹がここにいるのか、俺は何も聞いてなかったので、ただただ驚いていた。妹はそんなことはまるでかまわず、土器が入った段ボール箱をまたいでこようとしている。


    「ものすごく散らかってるねー、大学ってこんななの？　どうやって兄っちのとこまでたどり着いたらいいの？　これ踏んでいい？」


    「うわーだめだだめだっ、やめんかバカ者！　中身は発掘した土器なんだ、これ以上粉々にして俺の仕事の難易度を上げるな！」


    　俺は血相を変えてどなりながら、段ボール箱のすきまを通って妹のほうへ行った。妹は俺が近づくと、突然大声を出した。


    「きゃああああーっ！」


    「なっ、何だどうしたっ？　虫でも出たか？」


    　大学の周囲は自然が豊富である。遺跡公園も緑豊かだが、古墳にいたっては天皇家のお墓つまり私有地みたいなものということで、宮内庁によって管理され、いっさい人の手を入れたり立ち入ったりが認められていないので、千年以上も昔の自然がそのまま残っている。つまり、いろんな虫がそこにすんでいて、大学にもぞろぞろ入ってくるのは日常茶飯事で、少し前も大講義室でムカデが大発生していたのだ。古事記にもムカデは出てくるから、千年以上このあたりに代々すんでいたのかなあと思い、それはそれで感慨深かったのだが。


    「虫じゃなくて、兄っちに叫んでるの」


    「久しぶりに顔を合わせるなり失礼な奴だな」


    「じゃーなくて！　兄っちの白衣、かっこよすぎるでしょ！」


    　妹は、両手を握り目をキラキラさせて力説する。そこまで感動されるほどのものか？


    「別に、単に汚れよけに着てるだけだぞ。大学生協で安く手に入るから着てるだけで、エプロンと変わらん」


    「いや、裸エプロンよりは白衣のほうがいいと思うよ、兄あにっちのためにも」


    「なんで三秒の間に『裸』がつけ足されてるんだ！　伝言ゲーム下手すぎるだろ、っていうか相変わらず人の話をちゃんと聞いてないな、おまえは！」


    「あっ、ちょっとじっとしてて、兄っちの白衣姿、ママに送ってあげるんだー」


    　妹はポケットからスマホを取り出し、俺に向けた。俺と同じく携帯を持っていなかった妹だが、これから予備校などで遅くなることもあるだろう、家族割引もあるし、ということで俺と同時にスマホを買ってもらったのだった。


    「ほんとに人の話を聞いてないな」


    「なんか棒立ちでイマイチ臨場感が無いなー。そうだ、このツボ持ってみてくれる？」


    　妹が、かたわらの机の上に置いてあった復元中の土器を片手で、水球のボールのようにヒョイと持ち上げた。俺はあわてて、妹から土器を取り上げる。


    「うわーっやめろ、縄なわ田たさんが復元中のやつだぞ！　勝手にさわるな、そもそも勝手に入ってくるな！　鍵をかけてたはずなのに、どうやって入ってきたっ？」


    「緋ひ影かげっちが開けてくれたんだ、すっごい器用なんだよー。針金でぴぴぴぴーんって」


    　それはひょっとしなくても、ストーカー奥おう義ぎ「ピッキング」じゃないのか？　犯罪行為じゃないのか？　というか、緋影はどこにいる？


    　俺は、林のような本棚をすりぬけた。そこに、小こ麦むぎと緋影と凛りん世ぜが、みんなふだんよりもいっそうおしゃれな感じの、気合いの入った服装で立っていた。


    「わーお兄にい様、ほんとにけっこう白衣が似合うですぅ。小麦のピンクナースと組んで、イメコス撮影会でも開くですぅ？」


    　相変わらず発想がぶっ飛んでる小麦は、ふわっとしたフェミニンなワンピース姿で、肩からポシェットをたすきがけにしているので、幼く見える。もともと童顔で年齢より幼く見えるのに、一人だけ時間をさかのぼってでもいるのか、二年前に初めて出会ったときよりもいっそう幼くなっているような気がするのは、俺の気のせいか、時間のゆがみの中にとらわれてでもいるのか？


    　たすきがけにしたポシェットのひもが、小麦の意外に中身のつまった胸と胸のあいだにピタッと通って、いわゆるおっぱいスラッシュ状態になり、胸のふくらみを強調しているなんて、恥ずかしくて指摘できない。おっぱいスラッシュから視線を逃がすように移動させると、ポシェットの袋のかわりに下がっていたのはガラスの瓶だ。中にはピンク色のゼリーのようなもの……粘ねん菌きんマニアの小麦が何らかのマッドサイエンティスト手法で作製した新種の粘菌・ピンクタマホコリカビが、ウネウネうごめいている。


    「小麦もいたのか。そして、タマぴーもいたのか」


    「わーお、お兄にい様、粘ねん菌きんたちの名前ちゃんと憶えててくれて愛情を感じるですぅ。ついにお兄様も、カチコチの仏像なんかよりグチャドロの粘菌のかわいさに目覚めたですぅ？　そういうことならばタマぴーを分けてあげるですぅ、いくらでも細胞分裂するので遠慮は無用ですぅ」


    　小こ麦むぎは瓶のふたをキュポンと開けると、俺が持っている土器に中身をぬろぬろぬろっと注ごうとした。俺は慌てて、土器をガードする。


    「やめんかっ、これは貴重な文化財だぞ！　なんでそんなものを持ち歩いとるんだ！」


    「タマぴーに仲間を見せてあげたくてですぅ」


    「ごめん、言ってる意味がわからん」


    　そもそも、目はどこにあるんだ？　久しぶりにこいつらと話すと、何を言っているのか理解ができない。いや、それはもともとだったかもしれないが。妹が横からフォローした。


    「ゴールデンウイークだから、兄あにっちのところに遊びに行くついでに、それぞれ大学の下見に行こうかって話になったのよ。みんな関西の大学に行くつもりだし。それで、新幹線は京都で停とまるじゃない？　だから、まずきのうは緋ひ影かげっちに付き合って京都の大学を見て回ったんだ。緋影っちが、京都伝統の染布やカラーコーディネートの勉強をしたいって言うから」


    　なるほど、それは緋影らしい選択だ。緋影はゴス・ファッションが好きで、買うとお金がかかるのでせっせと自作するほどマメである。そして京都は平安の昔から、着物の色の組み合わせに細かく名前をつけるほどオシャレにはうるさい。たとえば白と赤で「桜」、白と濃い赤だと「白梅」、パッと見ほとんど同じ組み合わせだが微妙に違うのだ。さらに、裏地の色との組み合わせで名前が変わってくる。裏地なんか見えないから関係なかろうと思うが、表地にうっすら裏地が透けることで色味が微妙に変わってくるとかこないとか。


    　……という、大学の歴史美術概論の時間に習いたての受け売り知識を華麗に披露しつつ、話を元に戻すと、つまりそんなこんなで緋影は服飾の勉強をする地として千年にわたる美意識が蓄積された、京都に行きたいとかそんな話を、俺も以前に聞いたことがある。


    「で、そのピッキング犯人はどこにいるんだ？　さっき声だけは聞こえたが、凛りん世ぜの姿も見えないが……」


    　俺は土器をそっと机に戻してから、本棚の林の中をさらに進む。そして俺が緋影の姿を見つけた瞬間、なぜか緋影はクルッと後ろを向いて顔を隠した。


    「どうした？」


    「どうもしてませんが、何か？」


    　緋影は答えた。どうもしてないが、わざわざピッキングまでして人に会いにきておいて、なんで後ろを向いたままなんだ。おまえの口は後頭部についているのか？


    「顔に何かついてるんなら、土器を洗うために洗面所がついてるから使っていいぞ」


    「ついてるんじゃなくて、ついてないんです、だからその……」


    　ふと、俺は気づいた。緋影の声はちょっと震ふるえていて、後ろから見る耳は真っ赤だ。そう言えば、耳と後頭部に何か足りない……いつもつけている眼帯の、白いヒモが無い？


    「ひょっとして、眼帯か？」


    　俺が指摘すると、緋ひ影かげはビクッとして、それから恐る恐る俺のほうを振りむいた。いつも右目か左目かを必ず隠していた眼帯が、無い。そして、なぜか緋影の色白の顔は真っ赤で、目はウルウルして、唇もフルフルして、半泣き状態になっている。


    「そ、そうですが……だめです、やっぱり見ないでください！」


    　緋影はグルンと首を回して、顔を隠した。もともと緋影の眼帯は、実はファッションではなく、何かとものもらいができたりしてたまたまずっとつけていた類たぐいのものだ。


    「ものもらい治ったんだな、おめでとう」


    「だめです、無理です」


    　まず日本語が通じていない。首を傾かしげていると、小こ麦むぎがくすくす笑って言った。


    「緋影っちさんは、素顔を見られるのが恥ずかしいのですぅ～。ものもらいも治ったし、大学の下見に行くのにあまりゴスゴスしていても印象悪いかなっと思って、眼帯を外してきたけれど、きのうの朝駅で待ち合わせしたときも、小麦たちになっかなか顔を見せてくれなかったですぅ」


    「だ、だって、顔が裸みたいで、恥ずかしい……」


    　緋影は両手で顔を押さえたまま、か細い声で言った。顔を押さえる指先まで真っ赤だ。


    「顔はもともと裸だろ」


    「それはそうなんですが～」


    「それなら、大学にいるときだけ眼帯を外せばよかったのに」


    「だって、五月の紫外線で眼帯をしていたら日焼け跡がつきますから～」


    「片方ずつなら平気ってことは、別に両方いっぺんだって構わないんじゃないか。見られてだめなところは、たとえば胸なんかは、片方だってＮＧだろ？」


    「はっ、それもそうですね。さすがお兄にいさん、御み仏ほとけの叡えい智ちってやつですね」


    「いや、これに関してはあんまり仏様関係ないと思う」


    「わかりました、では手を外してみます！」


    　緋影は、両手をそっと顔から離した。京都の清水寺の本尊・十一面千せん手じゆ観かん音のん像は三十三年に一度しか公開されない秘仏だが、秘仏の開帳よりもものものしく手の覆おおいが外されると、その下から、緋影の顔が出てきた。


    「わっ」


    　俺は思わず、小さく声を上げた。緋影に言ったように、半分ずつならいつも見てるんだから、それが両方いっぺんだって何も変わらないと思っていた自分の甘さを、痛感した。


    　はじめて見る、眼帯の無い緋影の顔は、めちゃくちゃかわいかった。いや、もともと顔立ちが整っていて美人なのは知っているけれども、眼帯のせいでミステリアスでクールなイメージが強かった。顔が半分隠れているのと、背が他の女子三人より高いことから、実際よりやや面長に錯覚していたのもある。


    　だが、眼帯の無い緋ひ影かげの顔は意外にまるっちくて、目もまるっちかった。突き刺すようなツリ目のイメージがあったんだが、それも眼帯のゴムのラインが醸し出した錯覚だったようだ。何が言いたいのかというと、なぜか緋影がとってもかわいい。


    「きゃー！」


    　緋影は、俺の顔を少し見てから、また顔を覆おおってしまった。なんでだ？


    「緋影っち、なんで顔かくすのー。すっごいかわいいのにー」


    　妹が言うと、緋影は頭から湯気を出しながら、


    「日向ひゆうがさんに褒ほめていただけるとは光こう栄えい至し極ごく、天にものぼる心地です」


    「じゃあ、そのかわいいお顔を見せておくれ？」


    「わたしの顔がどうこうではなく、ふだん眼帯をしていたので、お兄にいさんの顔をはじめて両目で見ると、ドキドキが二倍になってしまい、キャパオーバーとなってしまっているんです。だから見られないんです！」


    　緋影に対して、なんてかわいいんだと感じると同時に、あれっ人間の目の構造ってそうだっけ……と微妙な疑問がおなかの中にうずまく。


    「なるほどー、乙女おとめ心だねー。あれっ、眼帯無しの顔をさらすのが恥ずかしいっていうわけじゃないなら、どうしてきのう待ち合わせのときに顔を隠してたの？」
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    　天然なくせに、妹はたまーに鋭い。妹のことも好きで、しかもそのことは隠している緋ひ影かげは、びっくーん、と肩を震ふるわせた。


    「い、いえ別に、それはその……」


    　思いっきりしどろもどろになっている。俺は素早く、助け舟を出した。


    「それで、緋影は行きたい大学どこか見つかったのか？」


    「あっ、お兄にいさんの優しさがますますまぶしい！」


    「ごめん、逆効果だったかな」


    「いちおう、目星をつけていた大学を八校回ってきたんです。ゴールデンウイークで事務室は閉まってたけれど、学生が出入りするので校門は開いてたので、学内の雰囲気や展示物でだいたいの感じはわかりました。事務室の前に大学案内のパンフレットもあったので、ばっちりもらってきました。あとはじっくり情報を集めて選ぶだけです」


    「おお、よかった。じゃあ、ほぼ京都の大学で決まりって感じなんだな」


    　女子たちの中で、一番心配だった緋影が意外に一番堅実なルートを歩みそうなのが、本当に意外である。心から、よかったなあと思う。結局、緋影の暴走はまじめすぎるがゆえに起こったことだったのかもしれないと、事件を振りかえってみて感じた。


    「大学には博物館などから、古代の装束を再現してほしいという依頼なども来るようなので、ひょっとしたらお兄さんといっしょに仕事ができる日が来るかもしれません」


    　緋影はとてもうれしそうだった。最初は妹が好きってところから始まったとはいえ、俺みたいな地味な奴を、どうしてこうまで気に入ってくれてるのだろう。妹のストーカーをしてたころの緋影はかなり怖かったけど、かわいくなったなあ、としみじみ思った。


    　とりあえず、ゴールデンウイークが始まっても妹たちに会えないと、ゆうべあんなに寂しがっていたのは完全に無駄であった。


    「じゃあ、ゴールデンウイークの間はずっとこっちにいるのか？」


    「奈良にってこと？　ううん、ずっとじゃないよ」


    　妹の言葉を受けて小こ麦むぎは一度うなずくと、タマぴーの瓶を俺のほうに差し出して見せた。


    「今夜は奈良に泊まるけど、明日は小麦の大学の下見に、和歌山へ行くですぅー」


    「和歌山？　……ああ、たしか昔の粘ねん菌きんの研究家の……」


    「そう、南みな方かた熊くま楠ぐす先生が粘菌の研究をした和歌山で、小麦も粘菌の研究をするですぅ～」


    「ほんと粘菌が好きだな、小麦は」


    「はいですぅ、好きすぎておかしくなりそうなほど好きですぅ～」


    　粘菌が好きな現在の状況が、まるでおかしくないかのような言いぐさである。


    「タマぴーは和歌山で仲間に会わせてあげるほかに、大学の下見の名刺がわりもあって連れてきたですぅ。もしゴールデンウイーク中でも教授とかに会えるようなら、詳しい話が聞けたらいいなって思ったですぅ」


    　名刺がわりに粘ねん菌きんをもらうって、相当な罰ゲームだぞ。いや、粘菌が好きで研究をしているような人には、むしろご褒ほう美びなのか？


    「でも、粘菌の研究って何の役に立つの？　おもちゃ会社でスライムの大量生産とか？」


    　妹が首を傾かしげた。俺もたしかにそこが疑問だ。単なる知的好奇心を満たすというのも研究には十分アリだが、小こ麦むぎほどの野心家がそんな地道な基礎研究で満足するとは思えない。


    「ふっふー、小麦は将来コンピューター会社に行って、従来の二進法コンピューターをはるかに超越した多進法処理能力を持つ『粘菌コンピューター』の開発をするですぅ」


    「うおっ、半分ぐらい何を言ってるか理解できなかったが、何だかすごいな！」


    「うん、よくわかんないけどすごい、やっぱ小麦は理系なんだねー。粘菌でコンピューターって作れるんだー、あたしでも使えそうなかんたんなパソコン作ってほしいなー」


    　妹も、感心して目をキラキラさせている。小麦はニコニコと天使のようにほほえんで、


    「パソコンはもちろん、小麦の開発したタマぴーから作った粘菌コンピューターを世界中の政府や研究所に導入するのが小麦の夢ですぅ。そうすれば、タマぴーを創造した神はこの小麦なので、すなわち世界中の粘菌コンピューターを思いのままに操れるですぅ～」


    「それは夢じゃなく野望だ、それもかなりドス黒い方向だ」


    「お兄にい様も、小麦が告白したときに小麦を選んでいれば、もれなく世界の女王の夫になれていたものを……」


    「俺が目指す悟りと真逆の方向性の上に、三日ぐらいで暗殺されそうだから遠慮します」


    「そうそう、兄あにっちは凛りん世ぜと付き合ってるんだから冗談でもそんなこと言っちゃだめー」


    　妹が俺の肩を両手で持って、小麦を軽くたしなめた。


    「そうだ、凛世だ。全然顔を見せないんだけど、来てるよな？」


    「うん、来てるよ。凛世ー、何してるの？」


    　妹が呼んでも、まったく反応が無い。それで緋ひ影かげが、本棚の林の中へ突っ込んでいった。


    「あ、いたいた。何してるんですか、三み剣つるぎさん。お兄さんに会いに来たんでしょう」


    「え、いや、わたしは同じ大学を受けるから、やっぱり兄あに貴きさんに会う前にちょっと下見を……あっ、廊下の向こうに何か展示物が～」


    「どうして逃げようとするんですか！　入ってください！」


    　緋影が凛世をぐいぐいと引っぱってきた。さすが四高水球部の名フローターバック、逃げようとした凛世を巧みにディフェンスしたようである。


    「だ、だって兄貴さん土器の復元中みたいだから、じゃましちゃいけないから……」


    「大丈夫、もう机の上に置いたから」


    　俺はそう言って、凛世のほうへ行った。緋影に腕を引っぱられている凛世は、相変わらずかわいくて美人で、相変わらず長い黒髪がサラサラとしていて、色白の顔は真っ赤で。


    　そして……なぜか、目も真っ赤である。


    「はうぅっ……」


    　俺を見た瞬間、凛りん世ぜは小さな声を上げると、真っ赤な目からぼろぼろぼろっと涙をこぼした。突然のことに、俺も妹も緋ひ影かげも小こ麦むぎもびっくりしてしまう。


    「ど、どうしたんだ、凛世っ？」


    「あのテンションから急に泣くのはおかしいので、アレルギーではないですぅ？」


    「あー、この部屋土器とか本とかホコリっぽいものいっぱいだもんね」


    「ということは、やはり下見に来てよかったじゃありませんか。お兄にいさんと同じ大学に行くのは、アレルギー的に無理ということがわかって……」


    「いやいやいやいや！　も、もちろん明あ日す香か大学には行くわよ、もちろん！」


    　凛世は泣きながらも、ものすごく慌てて否定した。それからハッと何かに気づいて、


    「い、いや、何だか必死みたいな感じで言っちゃったけれども、別に必死なんかじゃありませんからねっ？」


    「はいはい必死必死」


    　相変わらず小麦のツッコミは、相手の神経を逆なでするのが上手である。


    「ほんとにアレルギーのせいじゃないのか？　マスクもあるぞ？」


    　俺が聞くと、凛世は真っ赤な顔でうつむいて、唇をきゅっと嚙かんだ。


    「アレルギーのせいじゃなくて、兄あに貴きさんのせいだから……」


    「ああ、俺の白衣ドロドロだもんな」


    「じゃなくてっ！　兄貴さんが、ずっと電話くれないから、大学に行ってわたしのことなんか忘れちゃったんじゃないかと思って心配で……」


    「ええっ？」


    　俺の声が五オクターブぐらい上がった。


    「だって電話はしてないけど、ＬＩＮＥラインでメッセージのやりとりはしてるじゃないか」


    「字だけじゃ、何を考えてどんな表情してるのかわからないもの。だから返事も当たり障さわりなく短いのしか書けなくて、ほんとはいっぱい話したいことがあったのに……」


    「だって電話してくるなって言ったのは凛世だろ、だから俺は気をつかってだな……」


    「それは、兄貴さんが受験生だったから、わたしに気をつかって毎日電話なんかしてたら、わたし離れているぶん余計に兄貴さんの声をずっと聞いていたくてどうしても長電話してしまうし、わたしのせいで兄貴さんが大学に落ちて夢のじゃまをするなんて嫌いやだったから！　気をつかってたのはわたしのほうよ、バカ！」


    　ええーっ！　ということは、俺が明日香大学に合格した時点で、凛世の電話禁止令は終了だったってことなのか？　俺は、凛世に電話してもよかったのか？


    「そ、それならそう言ってくれればいいのに……。大学に合格しました、って合格通知の写メＬＩＮＥラインで送ったのに……」


    「大学に合格しても期日までに入学金を支払わないと、無効になるじゃない。わたしのせいで兄あに貴きさんが長電話で夜更かしして寝坊して、入学金を納入し忘れるなんて嫌いやだもの」


    「いや、納入し忘れたって、説明すれば何とかなるはずだし……」


    「そんなこと、わたしは大学受験まだしてないんだから、わからないもの！　だから、兄貴さんのことだから、手が空けばきっと前みたいに電話してきてくれるはずだと思って、ずっと待ってて、でも電話が来ないから手が空いてないのかと最初思っていたけど、どう考えても大学が休みのはずのゴールデンウイークも帰ってこないっていうから、大学に行って新しい世界の中で、わたしのことなんて忘れてしまったんじゃないかなって……」


    「忘れるはずないだろ、むしろ忘れられるのは地味なモブ顔の俺のほうだろ！」


    「だから、小こ麦むぎと根ね雪ゆきさんがどっちも関西の大学志望で、ゴールデンウイークに二人でいっしょに下見旅行に行こうなんて話をしていたから、それならわたしもいっしょに行ってわたしのほうから兄貴さんに会いに行こうと思って……一人で行く勇気は無かったから。今日きよう子こが兄貴さんに自分のほうから会いに行く計画をしていたから、それに乗って四人で来て、みんながいるから大丈夫だと思ってたのに、いざ大学まで来ると兄貴さんの顔を見るのが怖くて……わたしのことなんか忘れてたらどうしようとか、新しい生活になじんでるのに今さら昔の知り合いが訪ねてくるなんて、鬱うつ陶とうしがられるんじゃないかって……」


    　凛りん世ぜは涙目で顔を真っ赤にし、胸のところでぎゅっと握ったこぶしを震ふるわせている。たぶんこれが、凛世がずーっと胸の中にためこんでいて、俺に電話で話したかった内容なのだ。妹たちは凛世の言葉に驚き、円陣を組むように凛世のまわりに集まった。


    「ごめんね凛世、そんなに辛つらい思いをしてるなんて知らなかった。あたしたちも三年生になって、先輩からの水球部の引き継ぎとか忙しくて、あたしも兄あにっちとの連絡はほとんどＬＩＮＥで短いメッセージを送るだけだし、凛世もそうだとばかり思ってたんだ」


    「わたしも気づかなくてすみません、三み剣つるぎさん。お兄にいさんにはちょこちょことＬＩＮＥで心霊写真を送らせていただいているんですが、そうと知っていれば三剣さんにすぐに電話するようにと、お兄さんにメッセージを送らせていただきましたのに」


    　なるほど、どうも最近俺が知らない電話番号から、本文無しの画像だけで不気味な墓場とかの写真が送られてくると思ったら、緋ひ影かげのしわざだったのか！


    　小麦も、凛世に言った。


    「小麦のお姉ねえちゃんは、社会人になってからも毎日ウザいぐらい大量にＬＩＮＥメッセージを送ってくるだけでは飽き足らず、雑談電話もかけまくってくるので、このままでは受験勉強のじゃまになると思って着信拒否にしてるですぅ。頭カラッポのくせに顔とスタイルだけですごい大きい会社の社長秘書になったクソ姉の、『今日一流ブランドの店でバッグ買った』だとか、『今日超一流料亭で一万円のざるそば食べた』とか、そんな下らん日記を読みたくないですぅ。逆に言えば、りんりんは着信拒否にされてなかったんだから、お兄にい様が避けてるはずはないってちょっと考えればわかるはずですぅ」


    「そんなの個人差によるじゃない！　とにかくわたしは心配したし、それなのに全然電話をかけてきてくれない兄あに貴きさんが全面的に悪い！」


    　凛りん世ぜの言ってることはムチャクチャだったが、いつものツンゴラで俺に怒りをぶつけまくるのではなく、雨に打たれた捨て猫のように頼りなく肩を震ふるわせて涙をぽろぽろ落としている顔を見ると、ああ、かわいそうなことをしてしまったなあ、と思った。


    　凛世は美人だし頭がいい。客観的に見て、俺みたいに地味で平凡な男の気持ちをあれやこれや心配するような身分では決してない。だから俺はてっきり、たとえ離れていたって凛世はそんな心配をするわけがない、何か聞きたいことでもあればすぐに自分から積極的に電話をかけてくるはずだから、俺からはじゃましないでおこうと思っていたのだ。


    　でも考えてみれば、俺が凛世と付き合いはじめたときに、どうすればいいのかわからなくてあざみさんに尋ねてエライ目に遭ったことがあるが、俺もはじめてで手探り状態だけど、凛世だってはじめてで手探り状態なのである。俺が寂しかったのだから、凛世だって寂しくて当たり前だったのである。


    「ごめんな、凛世」


    　年上なのに、そこに気づいてやれなかった。凛世はプライドが高くて恥ずかしがり屋のうえに、変にまじめで俺のじゃまにならないよう気をつかってるので、自分にかまってほしいなんて死んでも言えない性格だっていうことを、俺は十分知っていたのに。


    　大丈夫だぞ、ちゃんと好きだからな……と言いたかったけど、まわりに妹たちがいる状態でさすがにそれは恥ずかしい。


    「これからは、ちゃんと電話するから」


    　そう言うのが精いっぱいだったけれど、凛世がうつむいたままこくりとうなずいたので、どうやら伝わったようで、俺はホッとした。


    「……わたしからも、電話していいのよね？」


    「もちろん」


    「大学の時間割がわかったら、いつ電話していいかわかるんだけど……」


    「写メで送る」


    「それから、えーと……」


    「なんでずっとうつむいてるんだ？」


    　凛世が俺のほうを見ようとしないので、まだ怒ってるのかなと思って少し心配になった。その瞬間、黒髪からのぞく凛世の白い耳が、またポッと赤くなった。


    「……兄貴さんが悪いのよ」


    「また俺のせいか？　また俺何かしたか？」


    「白衣なんか着てるのが悪いのよ」


    「やっぱりホコリアレルギーか？」


    「だからそうじゃないって！　高校では理科実験のときだって、先生以外は白衣なんて着てないのに、大学生だからって大学生ぶって白衣なんか着てるのが悪い……」


    「大学生ぶってるんじゃなくて、これは汚れ防止でだな」


    「だからっ！　兄あに貴きさんがかっこいいのが悪いって言ってるのよ！」


    　凛りん世ぜは真っ赤な顔で、全力でどなった。いったいこの状況は、怒られてるのかデレられてるのかどっちなんだ？　とりあえず、どなった後で自分がとんでもないことを言ってしまったことに気づき、真っ赤になって、全力疾走の後で急ブレーキをかけた蒸気機関車みたいに頭からプシューッと湯気を出している凛世は、すこぶるかわいい。


    「ふー暑い暑い、さすが奈良は盆地だから夏は暑いですぅ～」


    　真っ赤になっている凛世に容よう赦しやなく追撃を浴びせる小こ麦むぎは、やっぱり真っ黒小麦である。


    「ゴールデンウイークって、まだ春じゃありませんか？」


    　通じていない緋ひ影かげのマジレスに、さらに天然の妹がかぶせてきて会話の方向性がどんどんグダグダになっていくというこの感覚、実に懐かしい。


    　そうやってグダグダしているところに、縄なわ田たさんが入ってきた。


    「おはようございま……あらっ？」


    　縄田さんは相変わらず、ジーンズの上は体にぴったりした春用の薄手のニットという、そっけないファッションである。俺はあわてて、妹たちに言った。


    「あっそうだ、ここは部外者立ち入り禁止だから出ていけ！」


    「えー、せっかく兄あにっちに奈良を案内してもらおうと思って来たのにー」


    　ぷう、と妹はふくれる。凛世はあわてて、縄田さんに頭を下げた。


    「すみません、大学のことよくわかってなくて、すぐ出ていきます」


    「いいのよ、ここは倉庫みたいなものだから、土器さえ壊さなければ。日向ひゆうがくんのお友達でしょう、せっかく来たんだからゆっくり旧交をあたためてちょうだい」


    　縄田さんは優しくほほえんだが、そのとき凛世は、ちょっと微妙な表情になった。


    「お友……達……」


    「そちらのショートヘアさんは、日向くんに似ている気がするけど、もしかして……？」


    「はいっ妹です、日向今日きよう子こです！　はじめまして、えーと……」


    　妹はその最強のコミュニケーション能力により、初対面の人でも全力でふところにタックルを決める勢いで飛び込んでいく。水球の試合のとき、相手チームのゴールキーパーはあの距離感を一気に縮めてくる感じに、さぞかしとまどっているだろうと思う。


    「わたしは三年生の縄田弥や生よいよ。やっぱりね、日向くんによく似ていると思ったのよ」


    「えへへ、よく言われます♪」


    　いやいや、ちっとも言われない。あんな地味な野郎があんなかわいい娘この兄だなんて信じられないので死ね、とはよく言われるが。……ただ、凛りん世ぜは、俺は顔のパーツが小さめなだけで、パーツの配置などはよく似てると言ってたし、縄なわ田たさんもひと目で俺たちが兄妹だと見破った。ほんとに似てるんだろうか……と、俺は妹の顔を見る。どう考えても、俺はこんなにかわいくないと思うが。いや、妹がかわいいって言ってるわけではないのだが。


    「ということは、みんな高校生なのね？　懐かしいなあ、ピチピチキラキラしててとってもかわいい～」


    　縄田さんは、懐かしそうに目を細める。美人の縄田さんにそんなに褒ほめられたからか、さすがの妹も赤くなって照れ隠しに頭をかいた。


    「てへへ、かわいいなんてそんな～。縄田さんなんて大人っぽくて美人で、憧れちゃいますよ～」


    「たしかに、日向ひゆうがさんは最高学年の先輩としての威厳をもってビシバシ水球部の後輩をしごくとかおっしゃっていたのに、このあいだ練習試合で会ったとき、新入生にまで『日向先輩かわいーい』とか言われちゃっていましたからね。ちなみに、わたしも心から同意していましたが」


    　緋ひ影かげがさりげなく自己主張を織り交ぜてくるが、さりげなすぎて鈍感な妹にはまったく気づかれないようで、


    「えーでも女子たるもの、かわいいよりきれいって言われたいよねー」


    「小こ麦むぎも同感ですぅ。社会人にもなってかわいこぶりっこしているどこかの姉に、もうハタチ過ぎてるんですよって現実を突きつけてあげたいですぅ」


    　相変わらず、小麦が黒い。縄田さんは俺のほうを見て、


    「日向くん、せっかく来てくれたんだから今日は休んで、どこか案内してあげれば？」


    「えっ？　でも、学会発表の〆切がキツいって言ってたじゃないですか」


    「日向くんが最近ボーッとしてて心配だとも言っていたでしょ、それぜったいホームシックよ。六月は休日無いんだから、今のうちにたっぷりリフレッシュしてらっしゃい。そのほうが、明日からの能率も上がるっていうものよ」


    　ぱっちーん、と縄田さんが景気をつけるように俺の背中を叩たたいて、ウインクした。たしかに縄田さんの指摘どおりかもしれない、自分の中では必死に否定しようとしていたけど、仏様が何でもお見通しであるように、どうやら縄田さんにも何でもお見通しであるらしい。


    「わかりました、じゃあお言葉に甘えます」


    　俺は白衣を脱いで、妹たちのほうを見た。


    「……ということで、今日一日空いたが、どこを案内してほしいんだ？」


    「わーいやったー、あたし鹿にエサやりたい！」


    「小麦は粘ねん菌きんがいっぱいグチャドロしてそうな場所がいいですぅ」


    「わたしは服飾の参考に、仏像のファッションを見たいです」


    「わたしは……ここ以外なら、どこでも……」


    　最後の凛りん世ぜの意見だけ微妙に消極的だが、そういうことなら行く場所はただひとつ。鹿がいて、神社の原生林があって、仏像が展示されていて、しかも大仏まであるところ。


    　というわけで、俺は奈良公園を案内することにした。とりあえず妹たちを連れて大学を出ようとキャンパスを歩いていると、休み中も卒論の研究などでわずかに残っていた学生の姿が、ちらほらと見えた。


    「な、何だっ？　日向ひゆうがの奴、大学一の美女と名高い縄なわ田た先輩といつもいっしょにいると思ったら、また別の美人を連れてるぞ！　それも四人も！」


    　お決まりのパターンのセリフが聞こえてきた。はいはい、死ねばいいのに死ねばいいのに……と、すっかり慣れっこの俺は華麗にスルーしようと思っていたら、


    「でも、日向ならアリかもな」


    　予想外のセリフが続いて、俺は思わずコケそうになった。そこは「あんな地味な奴がどうして、死ねばいいのに」と続くのが様式美というものではないのか？　千五百年の歴史を誇る奈良において、伝統の様式美を否定するとはどういう了見なのだ？


    「兄あにっち危ないよ、何やってんの」


    　コケそうになった俺を、妹が強引に腕組みして支える。ほんのしばらく会わないうちに、俺の腕に押しつけられている妹の胸が、微妙に弾力を増したように思う。おっと、これは今度こそ罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐待ったなし……と、俺は待ち構えていたのだが、聞こえてきたのは、


    「だよなあ、日向ならな。あの完かん璧ぺき主義の草くさ薙なぎ教授が土器の復元を任せるなんて、連続首席を誇る才さい色しよく兼けん備びの才さい媛えん・縄田さん以来の快挙だもんな」


    　妹が俺と腕組みしていることは完全にスルーされ、俺の[image: ]うわさ（それも褒ほめる方向のやつ）が続いている。


    「あいつの仏教建築概論のレポート、教授に見せてもらったんだけど百ページぐらいあるんだ。しかも内容びっちり、どんだけ頭の中に詰まってるんだ」


    「大学って、たまにケタ外れにすごい奴がいるのが面白いよな。そりゃあ日向ならモテて当然だ、っていうかあの女の子たち見る目あるわ」


    「なんたって『縄田女史を落とす可能性のある、土偶以外の唯一の男』と呼ばれてるからなあ、日向は」


    　何ということだ。今まで、仏像が好きだったり仏教に詳しかったりするのはマイナス要因だった。それが、ここまで認められるとは。


    「すごいねー、みんな兄っちの[image: ]してるよ。やっぱりねー、あたしは昔から確信してたんだよ、兄っちはイイ男だって。これが大学デビューってやつなのかな？」


    　なぜ妹がドヤ顔をしているのだ。そして、大学デビューというのはずっと地味な人間が大学生になって派手になることなので、引き続き地味にもかかわらずなぜか注目されるようになってしまった俺は、その定義にはあてはまらない気がするのだが……？


    　とりあえず、妹は何だかとてもうれしそうで、偉そうに鼻息をフンフン荒くしていたので、まあそういうことにしておこう。


    「大学デビュー、か……」


    　ぽつり、と凛りん世ぜがつぶやいた。


    「え、今何か言ったですぅ？」


    　小こ麦むぎが振りかえると、凛世はあわてて首を横に振り、


    「え、いえ、何でもないわよ？」


    　と、ごまかした。俺の耳にははっきりと聞こえたのだが、大学デビューがどうかしたのだろうか、凛世は大学デビューなんかする必要が無いぐらい十分今目立っているというのに。そして、俺が電話すると約束して元気になったはずなのに、またちょっと暗い表情をしているのはなぜだろうか。


    『俺と同じ大学に来たいって言ってたのに、かんじんの大学がゴールデンウイークで何も見られなくて、がっかりしてるのかもしれないな。よし、奈良のすごいところをバッチリ見せて喜ばせてやろう！』


    　俺はぐっとおなかに力と気合いを入れたのだった。


    



    　奈良公園があるのは奈良駅で、俺の最寄りの飛鳥あすか駅からは特急で移動する。ちなみに飛鳥のまわりの石舞台や飛鳥大仏、天てん武む天てん皇のう陵りようや高たか松まつ塚づか古墳など万葉の時代の遺跡や博物館に行きたい場合は、周遊バスが便利である。


    　俺も忙しくて、奈良に来てからまだ来られていなかったので、妹たちを案内する使命感半分、自分がワクワクしている気持ち半分である。


    　奈良駅を出ると、広いバス・タクシー乗り場があった。ここを中心に、飛鳥をふくむ奈良各地の観光地や史跡へ行かれるようになっている。


    　乗り場の北側には、ヨーロッパ風の壁に五重塔の屋根が乗ったような、和わ洋よう折せつ衷ちゆうの不思議な建物がある。観光案内所らしい。観光案内所の前の大きな通りが三条通りで、東へ行くと奈良公園、西へ行くと平へい城じよう宮きゆう跡だ。ということで俺たちは東へ向かったが、通りは観光客でにぎわっていて、沿道には旅館や料理屋やお土産みやげ屋やさんが連なっていた。


    　通りの果てには、山が見える。ヤマトタケルが「たたなづく青あお垣がき」と和歌に詠んだ、奈良の山並みだ。山に囲まれて、やはりここは盆地なんだなあ、と実感する。ずっと歩いていくと、大きな池が見えてきた。池の向こうの緑の林のさらに向こうに五重塔の屋根がそびえている。阿あ修しゆ羅ら像のいる、興こう福ふく寺じの五重塔だ。


    　池沿いの広い歩道には、大量の鹿がウロウロしていた。野良猫みたいに、ふつうに歩道をテクテク歩いたり、通行人をのんびり眺めていたりする。


    「きゃー、鹿！　なんでこんなふつうの街の中に鹿がいるのっ？」


    　さっそくのサプライズで、妹たちが黄色い声を上げた。電車の中ではずっと浮かない表情だった凛りん世ぜも、このインパクトを前に、テンションが一気に上がったようだ。


    　五月の奈良公園は芝しば生ふに包まれ、木々の枝にはまだ新芽がふいたばかりの緑色がみずみずしい。空は青く明るくて、その下にいる妹たちも五月の太陽のようにキラキラと、今が盛りとばかりに輝いて、この世の苦しみなどどこにも無いかのごとく笑いさざめいている。三さん蔵ぞう法ほう師しはあんなに必死にガンダーラへ向かわなくても、ガンダーラはこんなすぐ近くにあるではないか。


    　ただ、このガンダーラの豊かな緑の上には、ころころした黒豆のような鹿のふんが、いっぱい転がっている。


    「きゃー鹿のふん！　ふんふんふ～ん♪」


    　妹が鹿のふんで異様に盛り上がっている。ウンコ話で盛り上がれるのは小学生だけと相場が決まっているはずだが、やっぱり妹は高校三年生のくせにかなりガキである。ふんに夢中な妹の袖を、凛世があわてて引っぱって、道のむこうを必死に指さした。


    「ふんよりあれ見て、今日きよう子こ！　鹿が選挙ポスターを食べてる！」


    「すごいですぅ～、公職選挙法違反で逮捕ですぅ～」


    「鹿ですからシカたないですよ」


    「ヤギだけじゃなくて鹿も紙食べるんだ、知らなかった～」


    「奈良公園のそばにある大学だと、キャンパスまで鹿が入ってきて休講のお知らせとか食べてしまうって聞いたぞ」


    「「「へー」」」


    　妹と小こ麦むぎと凛世が、目をまるくして感心していた。あれっ、どうして緋ひ影かげが涙目になってるんだろう？　眼帯をしていないと、まぶしいとかかな？


    「鹿ですから、シカたないですよね……」


    　緋影がもう一度言った瞬間、俺はハッとしたが、鈍感天然娘の妹が、


    「でも人の迷惑になってるんだったら、仕方ないじゃすまないよ。どうしてきちんと檻おりの中に入れておかないの、犬をノーリードで散歩させるマナー違反の飼い主みたいなもの？」


    　うーん、ここで俺が緋影のギャグをわざわざ拾ったほうが、お手数おかけします的な感じになってかわいそうなので、ここは気づかなかったふりをしてそーっと話題を変えたほうがいいだろう。彼女たちとの二年近くの付き合いで、俺もずいぶんスキルが上がったものだ。


    「犬はペットだけど、奈良の鹿は野生なんだ」


    　俺は華麗に話題を変えた。


    「東大寺のある奈良公園は遺跡公園になってて、春日かすが大たい社しやでまつられている雷と剣の神タケミカヅチの乗り物が白い鹿だから、日本の他の場所みたいに野生の鹿を山奥に追いやるんじゃなく、こうして共存してるんだ。野生動物だから夜でもウロウロしてるし、捕まえて飼っちゃいけないけど、ただ共存するために公園の管理の一環として危険な角つのを切り落としたり……」


    「うえー、何これまっずーい」


    　妹が紙袋に入ったせんべいをかじって、渋い顔をした。


    「人の話を聞けよっ、っていうかいつの間に買った、っていうかそれは鹿せんべいだから人間が食べるものじゃない！」


    「兄あにっちのツッコミって、几き帳ちよう面めんだよね」


    「久しぶりのツッコミで気合いが入り過ぎているのは認めよう、とりあえずまとめると、そのせんべいは鹿用だから人間は食うな！」


    　俺たちは公園の外側の歩道近くにいたんだが、せんべいに気づいて鹿たちが、わらわらと包囲網を縮めてきた。妹がせんべいを一枚差し出すと、ぱくっと食べた。


    「わー、かわいい！　手から食べるよ！」


    「かわいいですぅ～、キョコたん、小こ麦むぎにも鹿せんべいを分けてくださいですぅ～！」


    「オッケーオッケー、凛りん世ぜと緋ひ影かげっちもどーぞっ」


    「わたしは遠慮します……近くで見ると意外に目が怖いです……」


    「きゃー！　スカートは食べちゃだめー！」


    　突然、凛世が悲鳴を上げた。凛世のひらひらしたワンピースが紙にでも見えたのか、鹿が凛世の手にある鹿せんべいを無視して、スカートのすそをくわえて放さない。白い足が丸見えになって、近くを歩いていた男子修学旅行生らが思わず「おおっ！」とどよめいた。


    「たっ、助けてぇぇー！」


    　凛世は両手でスカートを押さえるのに必死で、鹿を振り払えない。俺は急いで凛世に駆け寄り、鹿との間に強引に体を割りこませた。鹿はムッとして俺をにらんだが、たとえ俺でもいちおう男なので、女の子より手ごわそうだと思ったのか、おとなしく去っていった。


    「大丈夫か、凛世。スカート破かれてないか？」


    「だ、大丈夫……」


    　凛世はまだドキドキしているみたいで、胸を手で押さえている。それからふと、俺の目を見た。ずっとうつむいたり目をそらされたりしていたので、あれっと思ったら、


    「ありがと、兄あに貴きさん」


    　恥ずかしそうに、早口に凛世が言った。俺はうれしくなって、思わずほほえんでしまった。


    「芝しば生ふは鹿が多いから、東大寺に大仏を見に行こうか」


    　俺が誘うと、凛世は赤い顔でこくりとうなずいた。


    「やったー、大仏大仏ー！　よくわかんないけど、すごそー！」


    　大仏を見るテンションではない気がするが、妹は常にハイテンションのムードメーカーである。小麦は歩きながらパンフレットを見て、ワクワクした目で俺にたずねる。


    「そのあとで、大仏殿の向こうにある春日山原始林っていうところ行っていいですぅ？　ほとんど人の手が入ってない原生林で多様な生物層って書いてあるですぅ、ってことは粘ねん菌きんもいっぱいいそうですぅ」


    「そうそう、そこ小こ麦むぎが行きたがると思って、それもあって奈良公園を案内しようと思ったんだ。遊歩道があるから、原生林の中まで入っていけるみたいだぞ」


    「わーい、お兄にい様ありがとですぅ♪　タマぴーに仲間を見せてあげるですぅ♪」


    　小麦はピンクの粘菌が入った瓶を、ナデナデしていた。このグチャドロしたスライムがどうやって「見る」んだろう、と疑問は残るが、ともあれ喜んでくれてよかった。


    



    　俺たちは、お土産みやげ屋やさんが立ち並ぶ広い参道を歩いて、東大寺へ向かった。


    「兄あにっち、東大寺って書いたちょうちんがある！　買っていい？」


    「よく見るお土産だが、ちょうちんなんか何に使うんだ。懐中電灯を買えばいいだろ」


    「じゃあ、小さい金色の東大寺がアクリルクリスタルの中に温度計といっしょにとじこめられた文鎮、買っていい？」


    「なんでおまえのお土産センスはベタなんだ」


    　そう言った矢先に、緋ひ影かげがお土産屋さんの軒先に吊つってあった新撰組のギザギザ模様の羽織を手にして迷いなくお買い上げしたという男前っぷりに、俺は呆ぼう然ぜんとした。


    「見て見てー、名前入りのハンカチ！　これ、全員おそろいで買おうよ」


    　妹が、またろくでもない提案をした。この、名前入りのハンカチとか[image: ]はしとか、どこの観光地に行ってもあるような気がする。しかも、たいてい女子が大量買いしてゆく。


    「あ、おそろいいいわね。今日の記念ね」


    「友情の記念ですぅ～」


    「友情の記念と聞いては、わたしも買わずにはいられませんね」


    　凛りん世ぜと小麦と緋影も乗っかって、ほんとに四人ともお買い上げしてしまった。女子というものは、どうしてこう全体主義的なんだろう。制服は没個性で嫌いとか言いながら、ファッション雑誌に載っている化粧やファッションを猫も[image: ]しやく子しも真似をして、全員同じ顔になっている。口紅の色ひとつでも、その年の流行と違うやつをつけていると「古臭い」と言われてしまうらしい。妹たちは化粧をしていないので、たしかに一人一人個性的だし、全員違うのに、全員平均以上にかわいいという状況だ。それがキャピキャピしながら仲良くお土産品を選んでいるのだから、行き交う観光客がムービーを長回しにしていても、仕方ないかもしれない。


    「はいっ、お兄様もおそろいですぅ♪」


    　小麦が俺に、水色のハンカチを差し出した。「あすた」なんて名前があるものかと思って見てみると「あっくん」となっている。広範囲に対応可能にしてあるんだなあと思うと同時に、母親がまだ俺のことをあっくんと呼んでいることを思い出してしまう。


    「ありがとう、いやでも、大学生にもなって『あっくん』はなぁ～」


    「わたしだって『りんちゃん』よ、あまり無い名前だったのね」


    　凛りん世ぜがフォローのつもりか、自分のピンクのハンカチを見せてくれた。ちなみに、こむぎは「こうちゃん」、緋ひ影かげは「ひかちゃん」。ちゃんとフルネームがあったのは妹だけで、


    「じゃじゃーん！　あたしのは『きょうこ』だもんねー！」


    　と、すごいドヤ顔で見せびらかしてきた。ハンカチの名前一枚で、よくぞそんなにいばれるものだ。というか、俺たちはさっきからお土産みやげ屋さんの前で、分速一メートルも動いていない気がするのだが、いったいいつ東大寺に着けるんだろう？


    「ねえねえ、せっかくだからお[image: ]はしもおそろいにするですぅ♪」


    「いったいいつ東大寺に着けるんですかねえ！」


    　俺は思わず、声を荒げてしまったのだった。


    



    　もちろん俺の抵抗など聞き入れられるはずもなく、妹たちはたっぷりお土産を買いこんでから、やっと東大寺に到着した。それでも妹たちのマシなところは、水球をやっていて腕力に自信があるので、自分の荷物は自分で持ってくれるところだ。小こ麦むぎは非力なので、俺が半分持ってやったが。


    「お兄にい様、ありがとですぅ♪」


    　小麦はいつもすなおに礼を言うので、かわいい。小動物みたいな見かけをフルに利用した媚こび媚びの表情だとわかってはいるのに、かわいいと思ってしまう。


    　さて、東大寺大仏殿の手前には南大門と呼ばれる巨大な門があり、巨大な仁に王おう像（金こん剛ごう力りき士し像）がその左右に飾られていた。高さ八メートルを超える仁王像は、鎌倉時代の仏師・運うん慶けいと快かい慶けいの指揮のもと、多数の仏師に分業させてわずか二か月で作り上げたものである。当時の仏師というのが、ただ求道的な芸術家ではなく、商業的な技術集団であったことが垣かい間ま見える。


    「わあ～、兄あにっちの部屋にあった仏像プラモの巨大版！」


    　千年前の仏師に思いをはせていた俺のロマンは、妹のせいで、あっという間に思いっきり卑近なところに引っぱり戻された。


    「違う、仏像プラモが仁王像の縮小版なんだ」


    「すごいねー、大きいねー。みんな写真撮りまくってるよ、あたしも撮っておこ」


    　妹はスマホで仁王像をパチリと写す。通りすがりの男子修学旅行生たちもパチパチ撮っているが、身長八メートルの仁王像を撮ろうとすればカメラは斜め上を向くはずなのに、全員カメラは水平で、明らかに仁王像じゃなく、その前にいる妹たちを撮りまくっている。


    「見ろよ、すっげーかわいい！　なんで全員かわいいんだ？」


    「奈良のご当地アイドルとかかな？　ＳＮＴ７１０とか？」


    　平へい城じよう京きよう遷せん都と七一〇年のことか、勝手な名前を作ったにしては中途半端にセンスがいい。しかしなんという不信心なことだ、修学旅行生なんだから仁に王おう像や大仏殿の写真を撮影すべきだ。修学旅行は遊びの観光旅行ではなく、あくまでも授業の一環なのだ、「修学」旅行なんだから女子の写真など盗撮している場合ではない。百歩譲って男子校の奴なら仕方ないと譲歩できる点もあるが、女子が混じっている共学校の奴らは自重しろと言いたい。こんな素晴らしい歴史遺産を前にしてるというのに、ほんと仏教で言われるとおり、女によ性しようは悟りを開くじゃまをしまくる悪魔マーラの化身であると実感する。


    　そして、俺といっしょに大仏殿に入った悪魔マーラたちはというと、荘そう厳ごんな巨仏はちょっと見ただけで、大仏の右のほうにある一本の太い柱を、絶賛注目中で取りかこんでいる。


    「見てください、この柱の穴、大仏の鼻の穴の大きさと同じ大きさだそうです」


    　緋ひ影かげが思いっきり興きよう味み津しん々しんで、柱の下にあいた四角い穴を指さした。子供ならくぐれるかな、ぐらいの大きさの穴である。


    「なんで鼻の穴の大きさにしたんだろう。っていうか、この穴をくぐったら無む病びよう息そく災さいになるらしいけど……」


    　妹が、穴をのぞきこむ。小こ麦むぎも、いっしょにのぞきこんだ。


    「無病息災、ありがたいですぅ。小麦、行ってみるですぅ」


    「おお、挑戦者！　がんばって！」


    　妹が拍手し、その勢いに乗って小麦は、柱の穴をくぐった。何だかビルのすきまに隠れる猫みたいだ。するりとかんたんに抜けて、俺たちは拍手した。


    「すごいすごい！　くぐれるものなんだなあ、これで無病息災だ」


    「しかし、鼻の穴から出てきたということは、ハナクソと同類ということですよね……？　無病息災のハナクソと、少々病気をしても人間であること、どちらが真の幸福か……哲学的な問いかけになってきましたね」


    　緋影がまじめな顔で、わけのわからない考察を始めた。小麦が赤くなって怒る。


    「ハナクソとは失礼ですぅ！　他人をハナクソ呼ばわりするハナクソ以下の人は、せめてハナクソに近づけるよう穴をくぐってみるがいいですぅ！」


    　小麦は緋影の肩をつかむと、穴の中に押し込んだ。緋影は体半分まで入ったが、お尻が穴の外につっかえて、足をバタバタさせながら助けを求めた。


    「だっ、だれか引っこ抜いてください！　お尻がつっかえているから前には行けないし、胸がつっかえているから自力では後退もできないんです！」


    「ぐぬぬ、小麦が緋影っちを攻撃したはずなのに、なぜか小麦が一方的にダメージを食らっているですぅ」


    　小麦が唇を嚙かむ。一見細身に見えても、水球部の一同は水球で鍛えた筋肉が、防寒とクッションの役割を持つふんわりした脂肪層の下にひそんでいる。水着を着ると、その柔らかな曲線がよくわかる。何を言いたいのかというと、密度がみっちりしているので、詰まってしまったら少々のことでは抜けなそうだということだ。


    　とはいえ、さすがに俺が緋ひ影かげのお尻をつかんで引っぱるわけにいかない。迷っていると、妹と凛りん世ぜの二人が緋影の足首をつかみに来た。


    「詰まった側に引っぱるほうが安全よね、今日きよう子こ？」


    「あたしもそう思う、せーのっ！」


    　二人が息を合わせて引っこ抜くと、緋影の体がスポンと抜けた。


    「ああ、このまま大仏殿の部品のひとつとして、何百年も存在し続けることになるかと思いました……」


    　緋影は急いで立ち上がると、胸に手を置いてホッとなでおろす。


    「さすが日向ひゆうがさんと三み剣つるぎさん、四高水球部を震しん撼かんさせる名コンビプレーは健在ですね」


    「えへへー、強敵フローターバックの緋影っちにそう言われたら、自信出ちゃうなあ」


    「でも根ね雪ゆきさんが詰まってしまったっていうことは、わたしたちもこの穴をくぐらないほうがよさそうね」


    　凛世がかがんで、柱の穴をじっと見つめる。妹は首を傾かしげた。


    「んー、凛世は細いから見た感じ行けそうに見えるけど……」


    「肩幅は大丈夫でも、お尻の幅で詰まりそうじゃない？」


    「この穴は幅三十センチだけど、高さは三十七センチあるから、対角線状に入れば胸やお尻が詰まることなく行けるんじゃないかな」
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    「こむぎゅうう～っ、穴を通過して無む病びよう息そく災さいの体を手に入れたはずなのに、なぜか小こ麦むぎの胸がちくちくと痛むですぅ～」


    　小麦がしくしく泣くので、凛りん世ぜと妹があわてて、


    「ごめんごめん、そんなつもりで言ったわけじゃないのよ」


    「おわびに何かおごったげる、だから機嫌直して？」


    　と、フォローを入れる。小麦はパッと目を輝かせて、


    「じゃあ、奈良名物・柿の葉寿司が食べたいですぅ～！」


    「お、お寿司っ？　小麦さん、おごってあげるとは言ったけど、そいつはちょっと贅ぜい沢たくすぎやしませんか？　名物ってことは、回らないお寿司だよね？」


    　妹がものすごく警戒している。「回らないのみならず、壁に値段すら書いていないお寿司屋さん」にしか行ったことのない凛世は、妹が何を焦あせっているのかキョトンとしていた。


    「大丈夫、柿の葉寿司っていうのは押し寿司だから、江戸前握りみたいに高くない」


    「押し寿司って何？」


    「バッテラとか、富山の[image: ]ますや鰤ぶりの寿司とか、長崎の大村寿司とか、ああいう具とごはんをサンドにしてギュッと押してケーキみたいに切って食べる寿司のこと。一度にたくさんできるし、保存食で長持ちするから、握り寿司ほど高くない」


    「でもやっぱり、名物っていうからにはお高いんでしょう？」


    　妹が不安そうなので、せっかく奈良まで来たんだし、土器復元で入ったバイト代もある。


    「よし！　それなら俺がおごってやろう！」


    　清水の舞台から飛び降りる気持ちで、俺はうっかりそう言ってしまったのだった。


    



    　とはいえ、結局凛世に「兄あに貴きさんだって勉強のためにお金がいるんだから」といさめられて、ワリカンになったのである。


    「凛世はいいお嫁さんになるねー」


    　妹にからかわれて凛世はちょっと怒りながら、俺たちは東大寺の近くにある食堂に入った。古い日本家屋っぽい店内は、木のたたずまいが古都らしく落ち着いている。こいつらとこうやって食堂に入ったりすると、高校二年生の夏休みに愛媛まで鉄道旅行したときのことを思い出す。あのときは散々だったし、死にそうになったけど、今思い出してみるとバタバタして楽しかったし懐かしい。なんだかんだで、こいつらといっしょにいた間って、俺にとってのいわゆる青春ってやつだったのかなーと、大学生になって離れてしまった今、はじめて気づいた。


    「奈良名物って柿の葉寿司だけじゃないんだー、茶がゆって何？」


    「お茶漬けのようなものではないでしょうか、よく知りませんが」


    「兄貴さん知ってる？」


    　凛世に話を振られて、俺はハッとした。いかんいかん、振りかえらずに前に進まなくては。


    「茶がゆは、八世紀の大仏建こん立りゆうの時代から奈良で庶民が食べてたやつだ。お茶は仏教とともに大陸から伝わり、奈良は昔から『大和茶』の大産地だった。当時の奈良はまだ林を切り開いて開墾している最中で、水田が少なく米がたくさんとれなかったから、たいたごはんは『強こわ飯いい』といって貴族しか食べられなかった。庶民が食べるふつうのごはんは、少量の米でおなかがふくれるよう、ほうじ茶でのばした茶がゆだったんだ。多くの場合、塩で味付けしてあられを振ったりするから、味的にはお茶漬けに近いかな」


    「ほほーう、さすがお兄にい様、よくわかるですぅ。この茶がゆ、『ゆずもち』つきって書いてるから、デザートがついてるですぅ？」


    　小こ麦むぎが指さしたところには「柚[image: ]子」と書いてある。


    「ゆずもちじゃない、『子』がついてるだろ」


    「ゆずもちこ？」


    「違う、『ゆべし』って読むんだ。このあたり……奈良南部から和歌山の山岳地帯の保存食で、柚の皮に味み[image: ]そと木の実をつめて干したもので、どっちかというと漬物的なポジションかな。薄切りにして茶がゆにのせると、柚と味[image: ]の香りが立ってうまいらしい」


    「らしいってことは、お兄様もまだ食べたことがないですぅ？」


    「うん。俺が食ったことがあるのは、縄なわ田たさん……さっきのあの先輩がおやつに買ってきてくれた、ヨウカンみたいなのを柚[image: ]子っぽくした、お菓子のほうの柚[image: ]子だけなんだ」


    「……そうなの」


    　ふと、凛りん世ぜが妙に低いトーンで答えた。


    「あ、うん？　柚[image: ]子っていうお菓子もあるんだ、けど？」


    　それが何か？　凛世の今の暗いツッコミが、何を意図したものかわからなくて、俺は答えに迷ってしまう。そしてまったく空気を読まない妹が、


    「お菓子をお茶漬けにのせるわけないから、ここに書いてる柚[image: ]子は味[image: ]味のほうだよね？　じゃあ、あたし茶がゆ頼むから、兄あにっちに柚[image: ]子一枚分けてあげましょう」


    　と、食欲第一主義を貫いて、メニューの吟味に余念がない。


    「日向ひゆうがさんの柚[image: ]子、わたしも一枚いただきたいです……。かわりといっては何ですが、わたしも茶がゆを頼みますので、柚[image: ]子を一枚差し上げます……」


    　緋ひ影かげが提案した今のトレードに、何の意味があるんだ？　いや愚問だ、妹から分けてほしいってことだよな。しばらく離れていたせいで空気を読みそこねました、すみません。


    　結局、全員茶がゆを頼んだ。大きめの器に入っているけれど、なにせ相手はおかゆである。


    「昼メシがおかゆで、腹減らないか？」


    「大丈夫、晩ごはんは兄っちの家でピザパーティーだから、お昼は軽めにしとくの」


    「はあぁっ？」


    　当然のように答えた妹に、俺の声は引っくり返りまくった。


    「俺の家に来るつもりかっ？」


    「だって、一人暮らしってどんなふうに住んでるのか興味あるんだもん」


    「そうですね、一人暮らしって高校生女子としては憧れですから、自分の一人暮らしの参考のためにもお兄にいさんの部屋を見てみたいです」


    　妹と緋ひ影かげは、ものすごく乗り気である。そんな、ほんと大した暮らしじゃないのに。


    「わたしも、兄あに貴きさんがどんなところに住んでいるのか見てみたいわ」


    　凛りん世ぜまでそんなことを言う。大きなお屋敷に住んでいる凛世から見たら、「まあかわいいウサギ小屋」っていう感想しか出ないレベルの、四畳半のアパートだぞ？


    「そんなの、小こ麦むぎのお姉ねえさんに見せてもらったり、話を聞かせてもらえばいいじゃないか。男子の俺よりもずっと参考になるだろ」


    「お姉ちゃんに一人暮らしの話を聞いたら『わたしが一人暮らしで寂しいだろうって心配してくれるの？　ありがとう小麦ちゃん大好き、じゃあいっしょに暮らしましょう、むしろ結婚しよ？』ってガチで言って来られたので、死んでも二度と聞きたくないですぅ」


    　小麦の目が漆しつ黒こくだ。ああ、社会人になってもあざみさんは相変わらずのようで、小麦が気の毒なような、でもなんとなく懐かしくてその変わらなさがホッとするような。


    「というわけで、兄あにっちの家にゴー！」


    「何勝手に結論を出しとるんだ、俺の意見はっ？」


    「やだなー、民主主義社会は多数決ですよ、兄っち」


    「そういうのを数の暴力というんだ！」


    「どうして部屋を見られるのが嫌いやなの、兄貴さん？」


    　ふと、凛世が鋭い目で俺を見つめた。俺はギクッとする。


    「実家の部屋には上がらせてくれたのに、何か不都合でもあるの？」


    　鋭い。そうだ、不都合はあるにはある、だから俺はこんなに焦あせっている。なぜなら今朝まで俺は、妹たちが来るなんて知らなかった。実家の部屋は、俺たちが学校に行ってるあいだに母親が、洗濯物を引き出しに入れてくれたり、掃除をしたりしてくれていた。


    　でも今のアパートは一人暮らしである。そして俺はここのところ、昼は大学で授業、夜と土日は土器の復元で、アパートにはほとんど寝に帰るだけの生活だった。つまり、全然掃除していないのである。布団も朝飛びだしたそのまま敷きっぱなしだ。料理は電気ポットしか使わないから流しに洗い物がたまっているということはないが、少なくとも洗濯用の大きなバッグには洗濯物がたまっている。コインランドリーがゴールデンウイーク中にしまるなんて思ってもいなくて、きのう洗濯しそこねたのだ。大きなゴミはさすがに捨てているが、たとえば輪ゴムとか紙切れとかそういうホウキでとるようなささいなゴミは放置している。なぜなら、俺はまだホウキを買っていないからだ。


    　やばい。やましいものを置いてあるわけではないが、むしろやましいものよりもはるかに見られてやばい俺の部屋である。


    「いや、不都合はないが、座布団が無い！　部屋が狭くて、何でも一人分しか置いてないから……」


    「そんなことないよ、ママが言ってたもん。お客さま用に、座布団四枚と客用布団ひとそろえ送ったって」


    　妹め、余計なことばかり記憶していやがる。そう、母親がたまに掃除に来てやるといって、そのとき泊まるために布団やら何やら送ってきたのである。


    「じゃあ座るところもバッチリですぅ、レッツラゴーですぅ♪」


    　妹たちの強引な性格が相変わらずなら、俺の押しに弱い性格も相変わらずだった。せっかく奈良に来たのだから、早くどんな強ゆ請すりにも誘惑にも屈さない、強い悟りの心を手に入れたい、と俺は痛感したのだった。


    



    　押し切られた俺は、奈良公園の大仏殿、原始林、興こう福ふく寺じの博物館と、ひととおり観光をすませて、ふたたび飛鳥あすかへと戻ってきた。駅からアパートまで、明あ日す香かの遺跡公園の広大な自然の中を通っていく。緑の草原の彼方の広い空には、まるで西せい方ほう極ごく楽らく浄じよう土どそのもののように、黄金の雲が輝きたなびいていた。


    「綺き麗れい！　何だか、古代に来たような感じだわ」


    　凛りん世ぜが目を輝かせる。地平線を見つめる瞳は夕日を受けてきらめき、長い黒髪を夕風が吹きすぎていく。たしかに、古代の女性の長い黒髪は千五百年前の昔もこんなふうに、優しく揺れていたに違いない。凛世に古代人のおもかげを見て、俺は思わず視線をとめてしまう。気づいて、凛世が俺のほうを見た。


    「何、兄あに貴きさん？　わたし今、何か変なこと言った？」


    「え、いや何も……」


    　まさか「綺麗だったから」なんて答えられず、俺は首を振って言葉を濁した。でも、本当に凛世は綺麗だ。高校二年生の終わりごろから付き合っているんだから、かれこれ一年ちょっとになるのに、まだ付き合った当初みたいにドキドキする。それは、その一年間が俺が受験生だったので、あまり密に付き合えなかったせいもあるかもしれないけれども、それよりも凛世があまりにも綺麗すぎるのが大きいかもしれない。弥み勒ろく菩ぼ[image: ]さつ半はん跏か思し惟い像を何度見ても、見飽きることなく美しいのと同じだと思う。


    『こんな綺麗な凛世に、あの小汚い部屋を見られるのか……』


    　いっそこのまま、西方極楽浄土の光に溶けて、即そく身しん成じよう仏ぶつしたくなってきた。


    



    　そうして、俺たちはアパートの部屋に入った。一階のほうが、ちょっとだけ家賃が安い。防犯上の理由だけでなく、地面からの湿気がけっこう来るからだと思う。じめっとした部屋は、湿気のせいでひんやりしている。いつもは寝に帰るだけだから気にしていなかったけれど、カビみたいな匂いがする。そして、とても散らかっている。


    「いや、あの、今朝はバタバタしてて……」


    　だれに言い訳していることやら、俺はしどろもどろになる。


    「ラン、ランララ、ランランラン♪」


    「小こ麦むぎ、ナ○シカのテーマを口ずさむのはやめてくれ」


    「お兄にい様、とってもすばらしい腐ふ海かいをお持ちですぅ。タマぴーの栄養補給に、ちょうどいいですぅ」


    「やめろっ、粘ねん菌きんの瓶をここで開けるな！」


    　俺は小麦の手をガシッと押さえた。俺の部屋を、本物の腐海にするつもりか。


    「別に腐海っていうほど散らかってないよ、兄あにっち神経質だから気にしすぎだよ」


    　と、図太くて何も気にしない妹があっさりとそう言った。


    「でも、布団は片付けておかないと座る場所が無いわね」


    　凛りん世ぜがそう言って、俺の掛布団をちゃきちゃきと畳む。何も言わなくても、緋ひ影かげがスッと横について敷布団を畳むのは、さすが水球というチーム競技で培った阿あ吽うんの呼吸である。


    「いやいや、人に片づけさせるわけにはいかない、俺が片づけるから！」


    「兄あに貴きさんは床をホウキではいてちょうだい」


    「はい」


    　凛世に指示されて、俺はあっさり引きさがった。


    「いや、でもホウキは買ってないんだが……」


    「じゃあコンビニで買ってくる、留守番組はピザを注文しといて」


    「待て待て、見知らぬ土地で一人でウロウロするな、俺も行く！」


    　もう部屋から飛びだしかけていた妹を、俺はあわてて追いかけた。妹は振り返って、不思議そうに言った。


    「別にあたし、兄っちいなくても一人で大丈夫だよ？」


    「いや、そうだろうけど！　水球やってて俺より腕っぷしは立つだろうけど、それでも女子なんだから、何があるかわからないだろうが！」


    　どうなんだろう、俺は過保護なんだろうか、それとも高校生女子はこれぐらい保護しないといけないのだろうか。俺は妹に当然の庇ひ護ごを与えているのか、それともこれは過剰な庇護すなわち俺のほうが妹に依存しているということになるのだろうか？


    　俺は妹に依存なんかしていないし、したいとも思わない。妹は妹だと思っている、だからこそ、自分の中にそんな曲がった所有欲の芽があったとしたら、座禅でも組んで曲がった心根という煩ぼん悩のうを打ち砕いてしまわなければならない、と思っていた。


    　俺が迷っていると、緋影が横から顔を出して、


    「敷布団を片づけましたので、わたしがお付き合いします。お兄にい様はピザを注文していただかないと、そもそもこの近辺にピザ屋さんがあるのかどうかわかりません」


    　と、言った。たしかに、このあたりにはピザ屋は無い。だが、大学で新入生歓迎会があったときにピザがあって、ファミレスの箱に入っていたから、ファミレスから出前を取れるはずである。


    「わかった、じゃあ俺はピザ係をする。あ、ついでにゴミ袋を買ってきてくれ」


    「わかりました、日向ひゆうがさんと久しぶりの二人っきりのデート、ゆっくり楽しんできます」


    「やっだー、緋ひ影かげっちったら相変わらず冗談ばっか！　じゃあ行ってきまーす♪」


    　ああ、やはり俺は過保護なわけではないのだ。もともと妹のことが好きで俺に近づいてきた女子たちは、最終的に俺に告白してくれたものの、妹のファンであることはまた別なのである。緋影もどうやら、まだ妹のことをあきらめていないように見受けられる。なのに妹はどこまでも天然で、全然警戒していない。


    『間違いでもあったらどうするんだ、ああしかし、過保護だと思われても……』


    　俺はハラハラしながら、妹と緋影の帰りを待ったのだった。


    



    　しかしそれはどうやら杞き憂ゆうだったようで、俺たちが部屋を片づけ終えたころ、妹と緋影は両手にいっぱいレジ袋を持って帰ってきた。


    「ジュースとフルーツいっぱい買ってきたよー、サラダとお菓子もあるよー♪」


    　狭い玄関に靴を脱ぎ散らかして、妹がぴょんと部屋に入ってきた。俺はホッとすると同時に、まったくいつまでも妹が子供っぽいから俺の気苦労が絶えないのだ、とため息をつく。緋影は、買ってきたホウキでさっそく部屋の中をぱっぱと掃きはじめ、狭い部屋なのであっという間にきれいになった。


    「わー、きれいになった！　やっぱりホウキは偉大だねー」


    　妹は畳の上によつんばいになり、猫がミルクを舐なめるときのように頭をかがめて、すんすん、と畳の匂いをかいだ。


    「いぐさのいい匂いがする、まだ新しい畳なんだねー。兄あにっちの部屋も畳だったから、懐かしい感じだー」


    「はうあっ、キョコたんのメス猫のポーズ！　カメラカメラ、カメラはどこですぅ！」


    　小こ麦むぎは取り乱し過ぎである。そのメス猫は横に体を倒して、ゴロンと仰向けになった。


    「にゃーごろごろ、猫ちゃんにゃー、おなかなでてにゃー」


    　小麦の言った「メス猫」という言葉に反応して、ちゃんとノッてやるあたり妹はマメである。しかしこの破壊力はなかなかのもので、小麦と緋影は完全に固まり、凛りん世ぜもドキドキしながら手を震ふるわせて、


    「な、なでていいの？　なでちゃうわよ、いいの？」


    　と、ものすごく緊張しながら妹の横に座り、手をかざす。ここまでキャッキャウフフしていて信じられないことだが、妹はこの三人が妹のことを百ゆ合り的な意味で好きであることを今もなお、全然まったく知らないのであるから、罪なものだ。そろそろ、と凛りん世ぜが下唇をキュッと嚙かんだ緊張の面もちで妹に手を近づけ、妹は猫のように両手を顔の近くにもたげてじーっと凛世を見つめている。そして凛世の手がおなかに触れた瞬間に、


    「引っかかったにゃー！」


    「きゃー！」


    　凛世はいきなり妹に抱きつかれて、床に転がってしまった。そのまま妹は凛世を下敷きにして、ふざけてごろごろとじゃれついた。本当に、子猫みたいな奴だ。


    「今日きよう子こ、重い、くすぐったい！」


    　凛世は笑いながら悲鳴を上げている。高校三年生になっても、こいつらのノリは一年生のときのまんまである。


    「ずるいですぅ、小こ麦むぎも～！」


    「さ、参加してもよろしいでしょうか？」


    　小麦と緋ひ影かげまで二人の上に乗っかって、殺風景だった俺の四畳半は、あっという間に女子たちのプロレス状態になってしまった。


    「あはは、兄あにっちもおいでよ～」


    　いつの間にか女子たちの下に敷きこまれてしまった妹が、キャッキャと笑って俺を誘った。はい喜んで、いや、悟りを目指す大学生の俺はそんな悪魔マーラの堕だ落らくの誘いになんか乗らないんだからねっ！


    　さすがに、これではご近所迷惑である。


    「こらっ、騒ぐな暴れるな！　ここは一戸建てじゃないんだから、壁一枚向こうは隣近所なんだから、迷惑だろ！」


    　俺は意を決して、女子四人の中に突っ込んでいき、一人一人をばらばらに引き離した。


    「ご、ごめんなさい。今日子がかわいすぎて、ついテンションが上がってしまって……」


    　凛世は恥ずかしそうに謝った。妹だけは、引き離されてもまだ仰向けに転がっている。俺は妹に注意した。


    「おい、そろそろ起きろよ。ピザが来るぞ」


    「だって、天井が懐かしいんだもーん」


    　妹が仰向けになったまま答えた。懐かしいって、どういうことだ？　俺は逆に、この見慣れない天井のせいで、毎朝ちょっとホームシック気味で、だから妹たちがこの部屋にいるとやっとこの部屋が寂しく見えなくなったと思っているところなのだが。


    「どこがどう懐かしいんだ、うちはもっと洋風の明かりだろ」


    「じゃなくて、子供のころ、家族旅行に行ったでしょ。朝目が覚めたら、一番に天井が見えるじゃない？　家だったら、あのころはまだ二人用の子供部屋だったから、天井が雲の壁紙で……覚えてる？　電気を消すと、白い丸い蛍光灯カバーに蓄光塗料の星が緑色に光って、兄あにっちと二人だけで宇宙に漂ってるみたいだった」


    「そんなんだったかな」


    　俺が中学生になったのを期に俺たちはそれぞれの個室をもらったので、その前にいた子供部屋（今は改装して妹の部屋になっている）のことはよく覚えていない。あれはたぶん、俺が中学生になったというより、妹が六年生になって胸がふくらんできたのに俺にベタベタくっつくもんだから、お互いへの教育上配慮から部屋を分けられたのかもしれない。


    「そんなんだったよ。なのに、旅館で目を覚ましたら天井がいつもと違うでしょ？　ここはどこなのって、なんかすごく怖くて不安で寂しくなって……」


    「それ、全然懐かしい思い出じゃなくないか？」


    「最後まで聞いてよ」


    「はい」


    「それで、隣を見たら兄っちが寝てたの。それであたし、あー兄っちがいる、知らない場所じゃないんだ、ってホッとしたの」


    　な、なんで凛りん世ぜや他の女子がいる場所でそんな恥ずかしい思い出を話しだすんだ、この空気の読めない妹は！


    「ここの天井見て、そのときのこと思い出した。目が覚めたとき、どんな天井が上にあっても、兄っちさえいればあたしって大丈夫なんだよね、うん」


    　妹は天井を見上げて、懐かしそうにほほえんでいる。


    「ちょ、ちょっとその話はまあ、このへんにしといて、あっピザ、ピザがきた！」


    　遠くに聞こえるバイクの音に、俺は救われた気分で部屋を飛びだした。そうしてファミレスの人からピザの箱を受け取って部屋に運びこむと、さすがに今度こそ妹は起き上がった。アツアツのピザの箱を腹の上に置かれたくないからだろう。ちなみにピザはＬサイズが二枚、人数に対してちょっと多いかな～と思っていたが、


    「はふはふ、チーズおいしい！　サラミおいしい！」


    　妹が、両手にピザを持って交互にパクついている。溶けたチーズが手にどろどろ垂れてもおかまいなしで、まったくおまえは子供かと言いたくなる。


    「あちちちち！　[image: ]しやく熱ねつのチーズが舌の上に～！」


    　言わんこっちゃない、フーフーもせずにがっつくものだから舌を火傷やけどして真っ赤になっている。ふええ、と舌を垂らして涙目になっている妹を、小こ麦むぎが心配そうにのぞきこんだ。


    「キョコたん、大丈夫ですぅ？」


    「う、うん大丈夫、口の中だからすぐ治ると思う」


    　妹は涙目で、舌をちょっとだけ出して答えた。小麦はその舌をじっと見つめて、


    「大丈夫じゃなさそうですぅ、ちょっと赤くなって火傷やけどしてるですぅ」


    「うん、ちょっとピリピリしてるけど……」


    「保健委員として怪け我が人を放っておけないですぅ、すぐに手当てしてさしあげるですぅ」


    「手当てって、うち救急箱とか置いてないぞ？」


    　俺が言うと、小こ麦むぎは思いっきりドヤ顔で、


    「大丈夫ですぅ、昔から怪我をしたところは舐なめれば治ると、民間療法で言い伝えられているですぅ」


    「はい？」


    「というわけでキョコたん、火傷したところを舐めてあげるので出すですぅ」


    　小麦が妹の両肩に手を置き、そっと顔を近づけて迫る。いや、舐めれば治るというのを否定はしないが、そもそも妹が怪我をしたのがその舐める舌だよな？


    「ありがとう、小麦。お願いします」


    　人を疑わない妹は、小麦の策略にまんまと[image: ]だまされて、ぺろりんと舌を出した。この状態で、自分が狙ねらわれていることも女子にモテていることも全然気づいていないのだから、まったく天然というかスカタンというか、危なっかしくて見ていられない。待て、それは小麦の罠わなだっ……と、俺が止める前に緋ひ影かげが二人の間に強引に割って入っていた。


    「間をすみません、そちらの明太子もっちりピザを取らせていただきます」


    「あー緋影っち、言ってくれたらあたしが取ってあげるのに～」


    　三歩歩くと何でも忘れる妹は、あっさり緋影のためにピザを取ってやることに気が向いて、舌の火傷など完全に忘れてしまったようだ。小麦が小さく「チッ」と舌打ちしたが、誰も見ていないところで、悪い顔してるよなあ～。


    「小麦も一枚どうぞ、明太子もっちりピザ！」


    　そんな小麦も、妹がにこやかにピザを取り分けてやると、


    「はふう～、キョコたんに取り分けていただいたピザ、味わって食べるですぅ～！」


    　と、あっという間に機嫌を直してしまうので、つくづく妹は人に好かれるたちなんだなあ。妹は、凛りん世ぜにもピザを取り分けてやる。凛世は、珍しそうに目をまんまるくした。


    「わあ、こっちはお[image: ]がのってるの？　テリヤキ味は欧米のファストフード界でふつうに市民権を得てるから、チキンのテリヤキがのってるのはまだ外国にもあるかなと思うけど、明太子にお[image: ]はさすがに日本だけよねえ。日本のピザは具がいっぱいのっていて、世界で一番、本場のイタリアよりもおいしいそうよ」


    「えーそうなんだ、外国のピザはこんなにおいしくないんだ？」


    　妹が、なぜか残念そうに言った。別に外国のピザがおいしくてもまずくても、妹には関係無いだろうに。


    「あの、皆さん。おしゃべりをしているうちにどんどんピザは減っていくわけですが、この境界線上にあるマッシュルームについて質問なのですが、別にガッツいているわけではないのですが、念のためお聞きするだけですが、これはわたしの陣地のものとして見なしてもよいものなのでしょうか……？」


    　緋ひ影かげはけっこうおなかがすいているみたいだ。いや、緋影にかぎらず、妹も凛りん世ぜもおなかがすいているようで、しゃべりながらもけっこうピッチが早い。科学番組で早送りカメラの映像を見ているときみたいに、俺の目の前で、円形だったピザがどんどん小さな扇形になっていく。ぼんやりしていたら、たぶん俺の分は無くなってしまう勢いだ。昼間茶がゆしか食べていないし、奈良公園は広くてよく歩いたし、何より三人とも水球部でものすごくエネルギー効率の悪いアスリート体質だろうから、ピザなんてそれこそせんべいみたいなものだろう。


    　唯一、文化系の小こ麦むぎは、リスが木の実をかじるようにちょびちょびと、両手でピザをかじっている。小麦ならこの生存競争に加わってこないだろうから、ピザにありつけそうだ……と、俺は小麦の隣にそっと場所をうつしたのだが、


    「とろけたモッツァレラは、キイロタマホコリカビに通じるものがあって、ますます食欲をかきたてるですぅ～」


    　うーん、ピザにはありつけそうだが食欲は大幅に減退したぞ。


    「大学に入っても、こんなふうにみんなで集まれたらいいですね」


    　緋影が、珍しく楽しそうにほほえんでそう言った。クールで人を寄せつけず、妹を独占することしか考えていなかった緋影の口から「みんな」なんて言葉を聞くと、つくづく更生してよかったなあとしみじみしてしまう。


    「集まれるわよ。だってわたしと兄あに貴きさんが奈良で、根ね雪ゆきさんが京都で、小麦が和歌山なら、ここがちょうど真ん中だし。今日きよう子こは関東の水球の強い大学に行くのよね？」


    「えっ？　あ……」


    　妹が何か言いかけたのだが、凛世は気づなかったようで、言葉を続けた。


    「じゃあ今日子だけ離れちゃうけど、水球の遠征とかでこっちに来ることも多いと思うから、そのときに合わせてみんなで集まるようにしたらいいんじゃないかしら」


    「それいいですぅ～、そしてみんなでキョコたんの応援に行くですぅ～」


    「わたしは大学でも部活かサークルか市民チームか、何らかの形で水球を続けるつもりですので、また日向ひゆうがさん専用フローターバックとしてお付き合いさせていただきましょう」


    　小麦と緋影も、未来の話でわきわきと盛り上がっている。でも俺は、さっき妹が何か言いかけていたのが気になって、


    「今日子、何か言いかけてなかったか？」


    　と、尋ねた。すると妹は、あわてて首を横に振った。


    「えっ？　ううん、何も言いかけてないよ？」


    　そうかなあ、と怪け訝げんに思ったが、凛世たち三人が「今日子は新幹線で来るから、合流するなら京都かしら？」「それならわたし、祇ぎ園おんとかがんばって下調べして、みなさんを観光案内できるようがんばります」「小こ麦むぎ、舞妓さん体験してみたいですぅ～」など、はるか未来の話で盛り上がりまくっていたので、水をさすのも何だかなあ、と思った。妹もたぶんそう思って話をやめたんだと思う、だから気にはなったが俺もそれ以上追及しなかった。


    　ともあれ結論としては、今年は俺一人が大学生でちょっと寂しかったりしたけれども、結局みんな近くに来るということは、場所が東京から関西に移っただけで、俺の悟りを目指す心の修行、すなわちこの騒がしくも小生意気で悟りを妨げつつもにぎやかな悪魔マーラもとい女子たちとの日々は、これからも続いていくわけなのか。仏は俺にどこまで、悟りを阻はばむ厳しい修行を課しつづけるのだろう……俺は半分絶望して、なのに半分はなぜかうれしく思っていた。


    「そうそう、明日はいよいよ小麦の大学の下見ですぅ～。タマぴーの粘ねん菌きん友達もいっぱいできるといいですぅ♪」


    　小麦はピザをかじりながら、わくわくして言った。凛りん世ぜが、妹にたずねる。


    「和歌山って、ここからどれぐらいかかるの？」


    「たらららったらー！　これでもうあたしも電車に乗り遅れません、スマホの電車ナビアプリです！」


    　青くて丸いネコ型ロボットのファンファーレとともに妹はスマホを取り出し、ポチポチと入力する。そして、妹は目をまんまるくした。


    「えー！　大阪まで出て一時間半もかかるの？」


    「それ、和歌山市までだからな。小麦がどこに行くつもりか知らないが、和歌山県がある紀伊半島はずっと南に長いから、南の端っこまで行こうと思ったら和歌山市から特急で二時間以上かかるし、山の中だとそこからさらにバスに乗りかえだって高たか野のが言ってたぞ」


    「こむぎゅう～っ！　それじゃ、いくつか大学回ろうと思ってたから、一日仕事になってしまうですぅ～！」


    　おお、ものすごく久しぶりにその特殊感嘆詞を聞いた気がする。全然流は行やらないからもうあきらめたかと思っていたが、なかなか小麦はネバーギブアップである。保健室で粘菌を飼いつづけて、新種の粘菌を作ったりするだけの根性はある。


    「じゃあ、明日はものっすごく早く出ないといけないよね。兄あにっちのところに泊まるつもりだったけど、ここから奈良駅まで出る時間を考えると、やっぱり凛世が言ってた奈良駅前の……何だったっけ」


    「ヨルトン・ホテル、三み剣つるぎグループがこの間買収したとこ。支配人に泊まりに来てくださいって、ずっと言われてたんだけど……」


    　凛世はサラッと答えているが、ヨルトン・ホテルといえば世界的な超一流ホテルである。さすがお金持ち、というか、妹たちはもともと俺の家に泊まるつもりだったのか？


    「どう考えてもうちに四人泊まるのは無理だろ、四畳半だぞ？　『起きて半畳寝て一畳』という言葉があるが、つまりだれか一人は寝られずに立ってないといけないんだぞ？」


    「でも、客用布団があるってママが言ってたし」


    「一人分だけだから、どっちにしても無理だ！」


    「まあまあ、お兄にいさんのところに泊まるのはまた今度でいいじゃないですか。わたしたちは急に押しかけたわけだし、さっき大学で聞いた感じだと、お兄さんの土器復元のアルバイトは今すごく忙しい時期で、しかも学術的にとても大事な作業のようですし。今日一日時間をさいてくださっただけでも感謝しましょう。またすぐ夏休みも来るんですから」


    　緋ひ影かげが、妹の肩をそっと押して俺から引き離した。まさかこのメンツの中で緋影が一番常識的な意見をのたまうようになるだろうとは、二年前だれが想像しただろう。


    「ぷう、わかりましたー」


    　妹は相変わらずハコフグのようにふくれつつも、素直に緋影の意見を聞いたのだった。


    



    　というわけで、明日の朝妹たちはホテルで朝食をとったらすぐに奈良駅を出発して、まずは大阪に向かうらしい。早起きしないといけないだろうから、ピザパーティーも早めに片づけて、俺は駅まで妹たちを送った。住宅街から古墳の横を抜けていく道は、すっかり真っ暗になっていた。


    「ねー、いっそ兄あにっちもいっしょにホテルに来たら？」


    「そうですぅ、朝ごはんのバイキング食べてから、大学に行けばいいですぅ」


    　電車を待ってる間、妹と小こ麦むぎが俺を誘った。凛りん世ぜと緋影も「それはいいかも」と同意したのだが、正直な話、俺は駅で少しばかり泣きそうな気分になっていた。やっぱりホームシックにかかっていたらしく、妹たちとここで別れるのが、かなり寂しくなっていた。なので、ここでもしサヨナラできなかったら、明日の朝になったらもっと離れにくくなるし、そうしたら結局ズルズルと和歌山までついていってしまいかねないという懸け念ねんがあった。これが五月病というのかどうか知らないが、妹たちとの久しぶりの時間が、認めたくはないが、たしかに俺は懐かしくて楽しかった。ずっとこうしていたいと思ってしまった。


    　だから俺は、ついていってはいけないと強く感じたのだ。大学でいろんな人に会って、仏像修復師という夢に向かって進んでいかなければならないのに、進めなくなってしまう。悪魔マーラの誘惑は断ち切らねばならない、そしてその悪魔マーラとは俺の心の中にひそむ弱い心にほかならない。


    「いや、今日作業が進んでないぶん、明日は早く行こうと思ってるから遠慮しとく。朝メシは、今日買ったサラダとかがまだ余ってるから、サンドイッチにでもするし」


    　じゃあな、と俺は妹たちに手を振った。妹たちは電車に乗り、俺は暗闇の中、去ってゆくその光に手を振って、自分の中できっぱりと決別してから、もと来た道を帰っていった。


    



    　アパートの部屋は、さっきまでのにぎやかさが噓うそのように、静かで暗くてひんやりしていた。


    「……ただいま」


    　誰もいない部屋に、俺は声をかけた。妹たちがきちんと片づけていった、余ったピザなどがラップをされて、座卓の上に詰まれている。さっきまでのにぎやかさは悪魔マーラが見せた幻だったのかと思うほど、四畳半の狭いはずの部屋はがらーんと広くて、俺はぽつねんと、身の置き所を持て余してしまう。


    　こんなに寂しいのは、惰だ弱じやくだ。自分の夢に向かって進まなければならないのに、八苦のひとつ、愛あい別べつ離り苦くを乗り越えられずにいるのは悟りを開けていないからだ。


    ───トントン───


    　どれぐらいそうやって転がっていたのだろうか、ふと、だれも叩たたくはずのないドアを叩く音が聞こえた。薄いアルミニウムのドアの、軽くて乾いた、もの寂しい音だ。だれも叩くはずがないので、猫でも体当たりしたのかなと思った。


    ───トントン───


    　もう一度、音が聞こえた。時計を見ると、九時をとっくに回っていた。夜になって風が強くなって、ドアがばたばたしているのかもしれない。ひょっとして家に入ったとき、カギを閉め忘れたかな……と、俺はドアのほうへ行った。狭い部屋だから、ほんの三歩歩けばドアノブに手がかかる。


    　やっぱり、カギが開いていた。というより、ゆがんだ古いドアがしっかりはまっていない状態で、カギを回していたらしい。ずっと母親が留守番をしている家で過ごしていたから、自分できちんとカギ閉めを確認する習慣がまだ身についていないらしい。図書館から借りた本とか、ささやかな財布とか、そこそこ盗られて困る代物もあるので気をつけなくては……と、俺は一度ドアを開けてしっかりと閉め直そうとした。


    　開けたドアの向こうに、凛りん世ぜが立っていた。


    「……えっ？」


    　一瞬、寂しすぎて幻でも見たのかと思った。夜風に吹かれた黒髪や透きとおる白い肌が、月の光に照らされて銀色に光っていたので、まったく幻にしか見えなかった。けれどもその美しい銀色の幻は、俺の部屋の中にすたすたと入ってくると、部屋の真ん中に正座して座ったのだった。それは、まぎれもなく正しよう真しん正しよう銘めいの凛世であった。


    「……あ、あのー……なんでここで？」


    　何を何から聞いていいのやら状況がさっぱり理解できず、俺は凛世にたずねた。時間的に考えて、奈良へ戻る電車を途中で降りて、一人で戻ってきたという感じである。でも、なぜ戻ってきたんだろう？


    　凛世は、まるで切腹前の武士みたいに、キリッと背筋をのばして正座して、俺をキッと涼しい目でにらんでくる。


    「兄あに貴きさんのところに忘れ物をしたから、そう言って今日きよう子こたちと別れて一人で戻ってきたのよ」


    「忘れ物って何だ？」


    「わたしの勘違いだったわ、何も忘れてなかったわ。けれど、しまったわ、まさかこんな早い時間に奈良に行く終電が無くなってしまうなんて思っていなかったから。今日子には事情を話して、兄あに貴きさんのところに身を寄せるから心配しないでと言ってあるけれど、兄貴さんはわたしがいたら迷惑かしら？」


    　凛りん世ぜはものすごい早口で、一気にそのセリフを言いきった。ものすごい説明セリフでありながら、論旨が破は綻たんしていて何を言っているのかさっぱり理解できない。


    「要するに、忘れ物はしてなくて、うちに泊めてほしい？」


    「ええ、うっかりと終電が無くなってしまったから」


    　俺はもう一度、時計を見た。たしかに、飛鳥あすかから奈良へ向かう電車は九時台には無くなってしまう。しかし、実は奈良の内部を行き来するよりも、都会である大阪へ行き来する需要のほうが多いため、飛鳥と大阪も、奈良と大阪も、それぞれ深夜まで電車が走っている。つまりこの電車を利用して、だな。


    「大丈夫、いったん大阪に出て、大阪から奈良へ行けば、夜十一時台まで終電があるから、ちょっと遅くなるけど十二過ぎには奈良に着くから」


    　まるで鉄道ミステリーのような裏技が我ながらかっこよくて、俺は思わずドヤ顔で披露したのだが、


    「何が大丈夫なのよ、バカ！」


    　なぜか、凛世は突如激怒した。付き合ってからこっち、凛世はけっこう柔らかくなってきてたので、こんな凶悪怪獣みたいにツンゴラしているのは何だか久しぶりで、物珍しいというか懐かしいというか。


    「なんで怒ってるんだ、ほんとに大丈夫だって。なんならどうせ駅まで送っていくんだから、俺が駅員さんに確認を取っても……」


    「だから！　わたしが終電が無いと言ったら、終電は無いのよ！」


    　何なんだ、その独裁者のような思考回路は。だって、実際に終電はあるじゃないか……というか、凛世はお金持ちなんだからタクシーで帰ることだってできるだろうに、いったい何がしたいんだ？　怒っている凛世を見ながら、俺は必死に考える。


    　ふと、ある考えが俺の胸にひらめいた。ひょっとして、凛世の中では終電が無い、終電に乗るつもりは無いという意味では……つまり要約すると「今日は帰りたくない」……？


    　いやいやいや、まさか！　そんなはずはまさか、だけど、でもこの状況は……？


    　俺の全身から脂汗が噴き出し、心臓は高速ビートを刻み、頭の中は「まさか」「でも」がグルグル回転して、冷静さは完全に失われ、まともにものが考えられない。それで俺は直立不動のまま固まってしまったが、そんな俺を凛世は、もどかしそうににらんで、


    「だからっ……要約すると、今夜兄あに貴きさんの部屋に泊まりたい、って……言ってるの！」


    　何度も言葉が止まりながら、まるで残り少ない歯磨きのチューブを必死に絞り出すかのように、凛りん世ぜはその言葉を絞り出した。……ええっ、「まさか」と思っていたが、まさか当たりだったのかっ？　まさか凛世が……俺の部屋に、泊まる？


    　その現実を認識した瞬間、俺の頭の中は真っ白になった。そして言い終えた凛世は、よほど恥ずかしかったらしく、真っ赤になった顔を両手で押さえてしまう。隠しきれない耳が、桜貝よりも濃いピンクに染まっていた。そして、心細そうな小さな声で、俺に問うた。


    「……ひょっとして、迷惑だった……？」


    　その瞬間、俺はようやく意識を取りもどした。まさか凛世が……ドキドキして破裂しそうな胸を必死に抑え、止まりそうになる呼吸を必死に深呼吸しながら、俺は答えた。


    「い、いや、なんで凛世が迷惑であろうはずがあるものか」


    「だって、明日も大学があるし……」


    「和歌山には行くのか？」


    「明日は和歌山に行っちゃってもう奈良に戻ってこられないから、だから今夜しかないと思って戻ってきたんだから、行くわよ」


    「じゃあ、始発かその次の電車で十分ホテルの朝食に間に合うだろ。それは六時前だから、凛世を駅に送ったその足で大学に行けば、俺も七時前から作業に入れる。むしろ、凛世を送らなくちゃって思ったら寝過ごす心配が無いから、ちょうどいいというか」


    「じゃあ、泊まっていいの？」


    「まあ、客用布団も一枚あるし……」


    　嫁入り前の未成年の女の子を男の一人暮らしの部屋に泊めるなんて、そりゃ俺も未成年なのだが、男女七歳にして席を同じうせずという俺の倫理観からすれば言ごん語ご道どう断だんなのであるが。そりゃ俺たちは付き合っている、だが付き合っているからこそ、大事にしたいのだが。仏が掌中の宝ほう珠じゆを慈いつくしむように、大事に慈しみたい男心なのだが。


    　でも、凛世は泊まりたいと言ってるし、考えてみれば俺たちはすでに二人で同じ部屋で寝たことがあるわけなので、あんまり拒否しまくるのも意地悪みたいである。


    「それは、泊まっていいってことね？」


    　さっきまで怒って怖い顔になっていた凛世の表情が、ピカッと輝いた。まぶしすぎて、俺はたじたじとなってしまう。


    「そ、そりゃいいけど、でもなんでこんな狭い部屋に？」


    「まだまだ兄貴さんの声が聞き足りなかったから……。だって、電話してきてくれなかったし……」


    「電話はしなかったけど、学校ではしゃべってたじゃないか」


    　そう、高校三年生のころの俺は、凛世と休み時間のたびに中庭の藤棚の下で待ち合わせをしていた。昼休みには、屋上に行って凛りん世ぜが作ってきてくれた弁当を食べた。これは二人で食べることが稀まれで、必ず妹が凛世の豪華おかず目当てにやってきて、妹目当てに小こ麦むぎがひっついてきて、何となくいつも四人で食べることが多かった。女子が三人になると、当然周囲からの殺意の視線も三倍になるので、実によく精神の修行になったと思う。


    　で、そうやってお弁当を食べながら毎日、きのう見たテレビのこととか、今日学校であったこととか、何気ないことをあれこれ話していた。あまりにもたくさん話しすぎて、話す内容が無くなってきたから電話してくるなと言ったのかな、ぐらいに思っていたりした。


    　でも思いだしてみると、凛世は妹にはよく電話をかけてきていたし、俺は何度かそれを取りついだこともある。


    「学校ではしゃべってたけど、卒業式から後はほとんど会っていないししゃべっていないじゃない。わたし、仏教のことはまだよくわからないけど、兄あに貴きさんってけっこう美声なんじゃないかと思うの。お経を読む練習をしてるからかもしれないけど」


    「び、美声？　俺が？」


    　声なんて、全然意識したことがなかった。たしかに読経のとき、グリークラブみたいに腹から喉のどを開いて声を出す練習をするし、思い出してみると、高たか野のや比ひ叡えいもお経を読むときそこそこいい声だったように思う。


    「だから、わたし兄貴さんの声を聞くのが好きなのよ。スマホから兄貴さんの声が聞こえてくると、兄貴さんの声をオルゴールみたいに小さなスマホの中に閉じこめたみたいで、うれしくなるの」


    「それって、俺の声で凛世のスマホに着信音とかアラームとかを録音しろってことか？」


    「そういう意味じゃなくって、兄貴さんとお話をしたいってこと！」


    　凛世が、また怒る。それはそれで、相変わらず元気みたいで、安心できる。


    「怒るなよ、そりゃ電話していいっていうなら電話してもいいけれど。でも、凛世が俺に遠慮したみたいに、今度は凛世が三年生なんだから、電話をしたら凛世の受験勉強のじゃまにならないか？」


    「わたしは、それぐらいで下がるような軟弱な偏差値は持っていないもの！」


    　すごい上から来たな。さすが凛世らしいめちゃくちゃすぎな答えで、俺は思わずプッと吹き出す。すると凛世もつられて、


    「な、何よ兄貴さん、何笑ってるのよ」


    　と、笑った。


    「いや、相変わらずだよなーって、懐かしくてさ」


    　そう、凛世の何気ない一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくが、俺は懐かしい。せっかく断腸の思いで駅で別れたというのに、また凛世が戻ってきてしまって、これじゃますます別れづらくなってしまう。仏はどれだけ俺に愛あい別べつ離り苦くの修行をさせようというのだろう。


    　でも、俺が愛あい別べつ離り苦くを感じているのと同じだけ、凛りん世ぜも愛別離苦を感じているわけである。だから凛世は、わざわざ俺のところに戻ってきたのだ。凛世が苦しいのなら、俺に救うことができるなら、救ってやりたい。俺が愛別離苦を感じることなんて、凛世が苦しむことに比べれば、ちっとも苦しくなんかない。


    「さて、ご歓談もたけなわだが明日は早いんだから、もう寝よう。凛世は客用のフカフカのほうに寝ろよな、俺のはちっとも干してなくてピザみたいになってるから」


    　俺は妹たちがたたんでくれた俺の布団を、まず部屋の一番すみっこに敷いた。次に押し入れに入っていた客用のふわふわ布団を、部屋のもう片方のすみっこに敷いた。


    「離れてない？」


    　凛世が怪け訝げんそうにたずねた。もちろん、あえて離したのだ。


    「男女七歳にして席を同じゅうせず、だからな」


    「でも、わたしたち付き合ってるのよね？」


    「付き合ってる女の子を大事にするのは、当然だろ」


    　俺は真正直な気持ちからそう言ったんだが、凛世はそれを聞いて真っ赤になり、口を押さえていた。


    「バッカ……何それ、兄あに貴きさん。いつからそんな年上ぶった、キザなこと言う子になっちゃったの？　大学生だから？」


    「いや、キザなこと言ったつもりはないんだが……キザだったかな」


    「ところで、この部屋ってどこがお風呂なの？」


    「そんなもの無い。銭湯が開いてる時間に銭湯に行くか、大学のシャワールームを使わせてもらってる。ちなみにこの時間は、もうどっちも開いてない」


    「えぇー！　お風呂無しで寝ろってこと？　無理よ！」


    「そりゃあここは一流ホテルじゃないんだから、風呂に入りたかったらやっぱりホテルに戻れよ」


    「わたし、今夜はここに泊まるって言ったじゃない」


    「じゃあがまんしてもらわないと」


    「……まあ、明日の朝ホテルに戻って入るからいいわ」


    　凛世はそう言いながらも、妥協しきれないらしく、やや不機嫌な顔をしている。今日一日、奈良公園で鹿や鹿のふんの中を歩き回って、土ボコリもけっこうくっついているはずである。とくにいつも水球部で水の中にいるような凛世にとっては、さっさと綺き麗れいに洗い流したくて仕方ないだろうと思う。でも、それでも凛世は今すぐホテルに戻るとは言わなかった。俺としゃべりたいと言っていたけど、それならホテルに戻ってから電話してもいいわけだし、何がしたいのかよくわからない。


    　いまいち凛世の真意がわからずにボーッとしている俺の目の前で、凛世はタンスをがさごそ家探しを始めた。


    「何してるんですか、この泥棒」


    「泥棒じゃないわよ、パジャマを探してるの。お風呂に入れないのはしかたないけど、鹿に食われて汚れたままの服じゃ困るでしょ」


    　そういえば、凛りん世ぜはスカートのすそを鹿に食われていた。見ると、鹿のよだれと、鹿がそれまで食べていた草や鹿せんべいなどが混じったものがべったりと、糊のりのように貼はりついている。あの場でだいぶふいたのだが、それでもパリパリに乾いて取れていない部分があった。


    「たしかにこれは気の毒だな。えーとパジャマパジャマ……」


    　俺は部屋のすみに置いてあったコインランドリー用の袋から、パジャマを取り出して凛世に渡した。


    「ほら、これ。ラストパジャマだから、汚すなよ」


    「ラストパジャマって、兄あに貴きさんのは？」


    「全部使った。それを使ったら、コインランドリーに持っていくつもりだったんだ」


    「じゃあ、借りると悪いかしら」


    「ワンピースで寝たらシワシワになるだろ、いいから着ろよ」


    　そう言って俺は、凛世に背中を向けた。凛世がクスッと笑う声が聞こえる。


    「いちおう付き合ってるのに、着替えるとき背中向けるのね。兄貴さんって、相変わらずね」


    「だって、目のやり場が無いだろうが」


    　俺が背中を向けたまま答えると、凛世はクスクス笑いながら、


    「大事にしてくれてるのね」


    　と言った。それからごそごそと布がこすれる音がして、


    「こっち向いていいわよ、兄貴さん」


    　凛世のことばに、俺は振りかえる。俺と凛世の身長差は十センチ弱しかないはずだが、なぜかすごくブカブカで、萌もえ袖状態になってるのはもちろんのこと、肩なんか下がってしまって胸元が大きく開いている。


    「あれっ？　なんでこんなにブカブカなんだ、袖なんか十五センチぐらい余ってるぞ。凛世、縮んだのか？」


    「腕の長さだけじゃなく肩幅も違うんだから、そのぶん袖が余ってくるのよ」


    「肩幅？」


    「男物だから、肩幅広く作ってあるでしょ？」


    　凛世に言われて、あらためて俺は凛世をよくよく見つめた。俺は草食系の仏教男子で、趣味は写経と座禅というインドア派、アウトドアでもすることといえば寺めぐり……なので、決してガチムチではない。むしろひょろっとしている。そして凛世は水球部のエースだから、ふつうの女の子よりずっと鍛えているのである。それでも、女子は肩幅が狭いし、男子は肩幅が広いものなんだろうか……そう言われると、たしかに凛りん世ぜの肩幅は狭くて、腰まわりのほうが広い感じの、ひょうたんみたいなラインで、そういえば大仏殿でも緋ひ影かげが肩や胸は通るのにお尻が引っかかっていたなと思い出すと、凛世の肩がますます細く見えて、壊れてしまいそうなほどに華きや奢しやで……。


    「つ、ついでにこれも着とけ。盆地って夜、冷えるから」


    　俺は心配になって、春先まで着ていたカーディガンを凛世に羽織らせた。凛世は驚いて、目をぱちくりする。


    「いくら何でも五月にこれって、暑くない？」


    「風邪ひいたら困るから着ておけ、そして俺は寝る！」


    　凛世の華奢さを意識すると妙に落ち着かなくなって、俺は服のまま布団にすべりこんだ。


    「兄あに貴きさんは服のままで寝るの？」


    「女子の前で下着になるわけにいかないだろ」


    「電気消すから、楽な格好になればいいのに」


    　そう言って凛世は、天井から下がっている紐ひもをパチリと引いた。部屋の中が、フッと暗くなる。アパートの部屋の道向こうは田んぼなので、明かりが無い。だから電気を消すと、本当に真っ暗になってしまった。


    「きゃー！　何も見えない！」


    「言い忘れた。消す前に布団の位置を目で確認しておかないと、延々と手探りするハメになるんだ」


    「言い忘れないでよ！　えっ、兄貴さんはどこ？」


    「電気をもう一回つけろよ」


    「紐がわからないんだもの」


    「しまった、この間電器屋さんの前を通ったとき、蓄光塗料の電灯の延長用の紐を買っておくべきだった。なんか延長用の紐って生活感あふれすぎて、ラフでワイルドな男の一人暮らしって感じじゃないかなと思って、買わなかったんだよな」


    「四畳半の和室で、ラフでワイルドも無いでしょ」


    「男の子はちょっとそういうのに憧れてしまうんだ、放っといてくれ」


    「それより兄貴さん、電気つけてちょうだい。自分の部屋なんだから、わかるでしょ？」


    「自分の部屋っていったってまだ一か月ぐらいしか住んでないんだから、俺だってこの真っ暗闇では……」


    　こういうときスマホに慣れている人は、枕元に置いてあるスマホで照らしたりできるのだが、残念ながら俺はスマホに慣れていない人なので、スマホはちゃぶ台の上に置いてしまっていて手元に無い。


    「どこだどこだ」


    　と、とりあえずちゃぶ台か電灯の紐ひもか、どちらかに手を触れれば何とかなると思って、俺は立ち上がって両手を振りまわしながらウロウロした。


    　どすん！


    「キャー！」


    　紐にもちゃぶ台にも触れる前に、俺はどうやら真正面から凛りん世ぜにぶつかったらしい。というか、凛世も立ったまま紐を探してウロウロしていたようで、ふらふらしているところにぶつかられバランスを崩し、倒れた。ついでに俺も、倒れゆく凛世の足に足払いをくらった形となり、


    「わー！」


    　これは凛世に激突したり、うっかり倒れたところにちゃぶ台があったりしたら大怪け我がさせるんじゃないか、と一瞬背筋が凍りついたが、幸い俺はかなり部屋の隅まで移動していたらしく、倒れたのは凛世のために敷いた客用の布団の上だった。


    　ぽっすん、と真新しい上等の綿が俺たちを受けとめた。凛世を下敷きにもせずにすんで、俺はホッとした。ただ、すぐそばにいることは、気配や呼吸の音でわかった。


    「ごめんごめん、凛世がまだ立ってると思ってなかった。俺が紐を探すから、凛世はそこで……」


    　言いながら、俺は立ち上がろうとした。


    　だがそのとき、後ろからいきなり俺は、抱きすくめられた。


    「り、凛世？　どうした、これじゃ電気が……」


    「電気、つけなくていいから」


    　俺の背中で、押し殺すような小さな声がした。柔らかな胸が、俺の背中にぎゅうっと押しつけられている。その瞬間俺は、小こ麦むぎと試したおうちデートのことを思い出していた……そうだ、これはまさにおうちデートである。しかも、あのときは実家の部屋だから無理って結論だったが、ここは一人暮らしのアパートで、俺たち二人だけなのだ。


    　まさか、あのときの状況が今、再現されようとは……。俺は意識してしまって、緊張しまくりながら、動揺を悟られまいと必死に、凛世にうったえた。


    「電気つけないと困るだろ、俺が自分の布団に戻れない」


    「戻らなくていいから」


    「ここで寝るわけにはいかないだろ」


    「ここで寝ればいいじゃない」


    　凛世は辛つらそうにそう言うと、俺にしがみつく手に、ぎゅっと力を入れる。


    「だって……兄あに貴きさんのことが、好きなんだもの」


    　好きと言ってもらえるのはありがたいが、なんでこんなに辛そうなんだ？　何がそんなに辛いんだ？　これは、俺は凛世を抱き返すべきなのか？　凛世ばかりに好きだと言わせて、放っておいていいわけがない。


    「そりゃ、俺も好きだが……」


    　後ろからきつく抱かれているため抱き返すすべがなく、どうしたものかと迷いながら、俺はとりあえず俺の胸に回された凛りん世ぜの手に触れた。すると、その手がビクッと震ふるえた。


    『あれっ？　怯おびえてる？』


    　何かおかしい。もともと、プライドが高くて何だかんだ奥手な凛世が、たまに暴走していきなり「これからわたしと駆け落ちしなさい！」なんてトンデモ発言をすることもあるにはあるが、それでも基本的に、いきなり俺の部屋に一人で来て泊まると言い出したり、こんな焦あせるように押しまくるのは、凛世らしくない。そう、明らかに凛世は焦ってる……何を焦ってるんだ？


    「何かあったのか、凛世？」


    「な、何かって？」


    　俺が尋ねると、背中にしがみついている凛世の声は、明らかに動揺していた。やはりこれは、何か理由がありそうだ。


    「いつもの凛世らしくないから、何かあったのかと思って」


    「な、何もないわよ。ただ、兄あに貴きさんが好きだし付き合ってるんだから、付き合ってるならそれらしいことをしなくちゃいけないんじゃないかって、兄貴さんはそうしたいんじゃないかって……」


    「俺がどうしたいかなんて気を回すのが、そもそも凛世らしくない。何があったんだ？」


    　俺がちょっと強い口調でもう一度そうたずねると、俺にしがみついていた凛世の腕から、フッと力が抜けた。それから、凛世のおでこがコトンと俺の肩のあたりにくっついた感触があった。


    「ううっ……うぇぇーんっ」


    　突然、凛世は子供みたいに泣きだした。どどど、どうしたんだ本当に、鬼の目に涙、じゃないがあの気丈なツンゴラ凛世が泣くなんてっ？


    「ご、ごめんなさい、だって……わたし、今日見たあの綺き麗れいな人のことが心配で……」


    　凛世はぽろぽろ大粒の涙をこぼしているようで、俺の肩がじんわりと熱い。


    「今日見た綺麗な人って、興こう福ふく寺じの阿あ修しゆ羅ら像のことか。たしかに美人だけど、何が心配なんだ。保存状態とかか？」


    「乾かん漆しつ造りの仏像が心配なわけないでしょっ！」


    　凛世は怒るが、それ以外だと東とう大だい寺じ盧る舎しや那な仏ぶつぐらいしか心当たりがない。


    「考古学研究室にいた人よ、縄なわ田たさんとかいう人」


    「縄田さんの何が心配なんだ、いい人だぞ？」


    「いい人だし綺麗な人だからよっ、あんな大人の人といつもいっしょにいたら、高校生なんて子供に見えちゃうんじゃないかと思ったのよ」


    「そんな大きい子供がいるわけないだろ」


    「だって、兄あに貴きさんだって大学生になって急に大人っぽくなったし……！」


    「それは白衣マジックってやつだ、たぶん」


    「それに、周りの人だってみんな兄貴さんのこと褒ほめてたし！　兄貴さんはかっこいいから、絶対にそのうちだれか気づくと思ってたけど、だからわたしももう子供じゃないって、兄貴さんにきちんとつり合える大人だってとこ見せなくちゃって思って……！」


    　凛りん世ぜは俺の背中で、しくしく泣いた。まさか、そんなふうに考えてたなんて思いもよらなくてびっくりした。そう思って心配になったなら、いつもの凛世ならすぐさま問い詰めそうなところだから、何も言わないのはどうとも思ってないとばかり思っていた。


    　でも、それは俺が[image: ]う闊かつだったのだ。電話をかけないぐらいであんなに心配しまくって、怖くて俺に直接理由を聞けないままに悶もん々もんとしていた凛世なのだから。


    「理由はよくわかったけど、そんなことで自分の無駄遣いするなよ」


    「そんなことって、わたしは真剣に悩んで考えたんだから！」


    「俺だって真剣だ。だから、たとえ凛世とそういうことをしたいと思ったとしても、俺はまだ大学生で、大人じゃない。凛世の人生を守り抜く力は、まだ無い。勉強して、就職して、凛世のことを一生守れる力をつけて、話はそれからだ。俺は凛世を大事にしたい、だからそれまで凛世も、俺が大事にしたい奴のことを粗末に扱ったりしないでくれ」


    　凛世が興奮しているものだから、売り言葉に買い言葉じゃないが、俺はうっかりそんなこっ恥ずかしいセリフを、しかもすごく長文で、口走ってしまった。言ってから、全身にぶわーっと血液が逆流してきて、体がすさまじく熱くなり、脂汗がにじみ出した。


    「わ……悪い、今のは引く。引いてくれてかまわない、俺もけっこう引いた。忘れてくれたら、ありがたい」


    　しどろもどろになりながら、俺は凛世の布団からはいはい状態で逃げようとした。


    「じゃ、じゃそういうことで、俺は自分の布団へ、おやすみっ！」


    「待った！」


    　はいはい状態の俺の足首を、凛世がぎゅっとつかんだ。さすが水球部のエース、片手で水に濡ぬれたボールをがっしりつかんで逃がさないその握力は、伊だ達てではない。


    「わかったわ、何もしない。兄貴さんが大事にしてくれるわたしを、大事にするわ。でも、それはそれとして、こっちでいっしょに寝ればいいじゃない」


    「なんでそうなるんだ」


    「だって、兄貴さんの布団、干してなくてペラペラだったもの。あれじゃすぐカビが生えちゃうし、寝ても疲れが落ちないでしょ。干す暇が無くても、一日布団を休ませてやれば、それだけで湿気が飛んであるていど元に戻るわよ」


    「お嬢様なのに庶民の知恵だな、凛世」


    「小さいころからばあやが教えてくれたのよ、よいお嫁さんになるようにって」


    　お嫁さん、という言葉に俺は心臓がドキンとはね上がった。だれがだれの、お嫁さん？　いや、大学生なんてずっと遠くのことだと思っていたけれど、模試だ受験だとバタバタしているうちに大学生になってしまった。ボンヤリしていたら、またバタバタと大人になってしまうにちがいない。未来は遠いようで、案外すぐそこにあるから、ボヤボヤしてはいられない。室町時代の僧・蓮れん如によは「朝あしたには紅顔ありて夕べには白骨となる」と言った。時は早く流れ人生はあっという間に過ぎゆくから、バラ色の頰ほおの若い時代もすぐに過ぎ去り、あっという間に人は死んでしまうと説いた。


    　人生は短い、短いからとあきらめるのではなくて、だからこそその間にどこまでできるか、ゲームで言うところのタイムアタック勝負みたいなものだ。そのわずかな時間に俺は、こんなに俺を慕ってくれている凛りん世ぜを守れる男にならなくてはならない。なってみせる。


    「ほら、兄あに貴きさん。半分空けたわ」


    　暗闇の中で、凛世がぽんぽんと布団を叩たたいた。猫でも呼ぶみたいだな、と思った。


    「俺はどっち半分だ？」


    「左半分よ」


    　言われて、俺は布団に入る。凛世が俺の右側にいたので、体が触れないようにものすごーく注意して、俺は肩まで布団にもぐった。


    「じゃあ、おやすみ」


    　俺は凛世にやや背中を向けるようにして、目を閉じた。凛世が、俺に声をかける。


    「兄貴さん、枕は？」


    「いいよ、別にあってもなくても」


    「この枕あげるわ、わたし枕が高くないと眠れないたちだから」


    　凛世が、俺の後頭部に枕を押しつけてきたので、俺は自分の頭の下に枕をしいた。ふわふわで薄くそばがらが入った、たしかに少し低い枕である。お客さま用でふだんは片づけるものだから、あまりかさばらないようにと母親が配慮したのだろう。かと言って、俺の枕も布団同様ぺったんこである。


    「凛世の枕、どうするかな。客用座布団が四枚あるはずだから、重ねるとか……」


    「わたしの頭は笑点じゃないんだから」


    「わかりにくいツッコミだな。じゃあ、本とか……」


    　俺が考えていると、凛世はしばらく黙っていたが、あまりにも俺が思いつかないことにしびれを切らしたのか、小さい声で言った。


    「……腕が、あるじゃないの」


    「腕は、そりゃあるけど。二本ついてるが」


    「……だから、腕枕をすればいいじゃないの」


    「ファッ？」


    　俺は、思わず奇声を発してしまった。凛りん世ぜは言ってしまってから恥ずかしくなったのか、布団で顔を隠してしまったようで、


    「う、腕枕ってどうすんだ？」


    「わたしもよくわからないわよ、大学生なんだからそれぐらい知ってるんじゃないの？」


    　と、答える声がくぐもっている。そして、相変わらずとんでもない無茶を言う。大学生は全知全能の神ではない、そもそも仏教に全知全能の存在は無く、ただ悟りを開いた者が存在するだけであり、というより仏教とは「空くう」すなわち無であって、悟りすら無いのが本当の悟りであって……。


    　などと、哲学論に逃避している場合ではない。腕枕といえば、子供のころに父親が昼寝のときにしてくれた記憶が、ぼんやりとよみがえってきた。


    「えーと……とりあえず、こうかな」


    　俺は、右腕をぴーんと横に伸ばしてみた。


    「ここ？」


    　凛世は、ひじと手首の間に頭を置く。凛世の頭ず蓋がい骨こつの後頭部が、俺の尺骨、すなわちチキンでいうところの手羽先の部分にぐいっと重さをかけた。たしか人間の頭の重さは体重の一割だと聞いたことがあり、妹がたしか五十二キロだから、凛世も同じぐらいだろう。すなわち俺の腕には五キロちょっとの重さがかかり、しかも下はふわふわと柔らかい布団だったので、俺の細い手羽先の骨がめりめりと悲鳴を上げた。


    「痛い痛い痛い！」


    「わたしも頭の後ろがすごく痛い、なんでこんな痛いのに恋人同士でやったりするのかしら？　愛の強さを確かめるがまん比べ？」


    「恋人同士っ？　えっ、腕枕って恋人同士がやるものだったのかっ？　じゃあ、不純異性交遊じゃないか！」


    「違うわよ、不純異性交遊にならないレベルで仲良くできそうだから……わたしも、テレビのトーク番組か何かで新婚の女優さんが言ってたのをちょっと聞きかじっただけだから、まさかこんなに痛いと思ってなかったのよ」


    「とりあえずどいてくれ、首の骨のつけねの頭蓋骨のとんがってるところがすごく痛い」


    「わたしも、尺骨の細いところがすごく痛すぎる。だいたいこういうテレビのガセネタって[image: ]だまされるのよね、プリンに醬油をかけたってウニの味なんてしなかったし」


    「試したのか、ちょろい視聴者だな」


    「失礼ねっ、すなおなのよ！」


    　凛世は俺と向き合って怒ろうと思ったのか、勢いよく起き上がった。だが、勢いがよすぎてズルッとすべるような音がした。たぶん、真新しいツルツルした布団だったので、手をついたところのシーツがすべったんだろう。


    「きゃあ！」


    　凛りん世ぜは俺の上に倒れてきた。


    「わっ！」


    　真っ暗闇の中で何がどうなっているのかよくわからなかったが、凛世の位置がずれて、頭がさっきよりも少し俺の体に近いほう……力こぶのできるあたりに落ちた。思いっきり頭を叩たたきつけられて、これは絶叫するほど痛いぞ……と覚悟していたが、そんなことはちっとも起こらなかった。ぽふん、と柔らかい音が鳴っただけで、別に痛くはない。


    「あ、あれ……？　ここ、痛くないわ」


    　暗闇の中で、凛世が自分の頭がある場所を調べようと、そのへんをモゾモゾまさぐっている。俺の力こぶから腕をさかのぼって肩のほうに手がきたので、くすぐったくて、俺は思わず身をよじってしまった。


    「ふひょはっ、くすぐるなバカ！」


    「だって、ここ全然痛くないんだもの。どの部位？」


    「ひとをサーロインステーキみたいに言うなよ。そこは、腕のつけねのあたりかな」


    「じゃあ、かなり兄あに貴きさん本体に近い場所なのね。ほどよく弾力があって骨は当たらない感じでまあまあ痛くないんだけど、ひょっとして腕枕の正解ってここじゃない？」


    「この場所って、腕枕というよりも肩枕じゃないのか」


    　ものすごく正確に言うと、肩と上腕を結ぶ三角筋と、肩関節とひじ関節を結ぶ上腕二頭筋の間の、へこんだところだ。このへこんだところには、胸から来る大胸筋もつながっているので、つまりそのくぼみに頭を置くと、凛世の顔は俺の右胸にぴったりくっつく位置になった。寄り添われてるみたいな感じで、何だかすごく優しい気持ちになる。どう考えても腕じゃなくて肩なんだが、この場所が正解なのかもしれない。


    　まったく、腕枕ひとつで俺たちはいったいどんだけ手探りで、時間がかかるというのか。凛世が俺の部屋に来た当初の目的であった、不純異性交遊的なことなど、いきなり突然はいどうぞと言われても、とうてい即興でできそうにない。きちんと下調べとかしないといけないし、いろんな人の体験談とかもきちんと聞かないといけないし、凛世がこの調子なら絶対俺がリードしないといけないわけで、責任重大なのである。


    『思い返せば、付き合いはじめたカップルはどのように付き合うべきか、なんてところから俺はずっと手探り状態だったわけで。付き合うってのはすごく難易度が高いわけで、そりゃお釈しや[image: ]か様が、女によ性しようは悟りを阻はばむ悪魔マーラで色しき即そく是ぜ空くうって言いたくなるのもわかる。恋愛っていうのは、ただひたすら何も見えない闇の中で手探りして迷い続ける、迷いの極致なんだ。迷いを捨てれば悟りが開ける。でも、迷いから逃げるんじゃなく、迷って迷って手探りしながら真理に近づいていくことこそ、混こん沌とんの泥の底から美しい蓮れん華げの花が咲くような、真実の悟りなのかもしれない。どんなに迷い道をしても、俺は人を愛する方向で、明るい光に向かって悟りを目指していきたい……』


    　俺が真っ暗闇の中で、凛りん世ぜの体温をすぐそばに感じながら、そんな哲学的な考えに身をゆだねていたところ、


    「そうか、ここだと肩枕になってしまうのね。それに兄あに貴きさんの体に近すぎて、仰向けに寝られなくて窮きゆう屈くつだし……ここじゃないのかしら？　じゃ、こっちはどうかしら。すごくフワフワしていていかにも枕って感じの質感なんだけど」


    　いきなり、凛世は上腕の下の少し肉の余ってるところに、頭を移動させた。女子がよく、太っただの太ってないだの言って指で挟んでつまめる長さを調べている、あの肉だ。


    「痛い痛い！　脂肪はさんでる、痛い！」


    　哲学的な精神世界の高みから一気に現実世界の肉体の激痛に引き戻されて、俺は絶叫した。手探りで迷う道は、すっごく痛い。覚悟が無ければ進んでいけない。覚悟はあるけれど、それはそれとして、腕の下の柔らかい肉は痛い。


    「痛いの？　フワフワして柔らかくて、気持ちいいんだけど」


    「頭をグリグリするなっ、ほんとに痛いんだって！」


    「残念。じゃあ、やっぱりさっきの場所が正解ってこと？」


    　凛世はさっきの、三角筋と上腕二頭筋の間のくぼみに頭を置く。俺の体に密着することになるので、体が横向きになり、たしかに窮きゆう屈くつそうではある。
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    「頭はくぼみにはまって安定するけど、体が横向きの上に足も曲げられないから、姿勢の維持に筋力がいるんだけど……なんだか背筋がプルプルしてきたわ」


    「ふーむ……でも、他の場所は骨が痛いわけだし、たしかに三種類の筋肉が支えているここはハンモックみたいな感じで頭を支えるにはぴったりのはずなんだ。背中の筋肉をフォローしてみたらどうなんだろう？」


    　俺は考えながら、右手の先で凛りん世ぜの背中を支えてみた。すると、まるで凛世を抱き寄せるような姿勢になって、俺はドキッとする。


    「あっ、いや！　こ、これはだめかも、違うかも！」


    　俺は焦あせって、凛世から手を離そうとしたが、凛世がそれをさえぎった。


    「ううん、これで正解かも。兄あに貴きさんが支えてくれると、噓うそみたいに安定したわ」


    「そ、そうなのか？　それならよかったが……」


    　しかし凛世の背中にそえた手を少しでも動かすのははばかられて、俺はピキーンと筋肉が固まってしまっている状態で、けっこうしんどい。凛世のほうはというと、猫が丸まるみたいにより楽な姿勢を探しながら、俺の肩の上で頭をわずかにぐりぐり移動させる。サラサラの髪がときどき俺の首に直接触れて、それは真新しい布団に入ったときみたいに冷んやりしてすべすべして、とても気持ちいい。柔らかな絹糸の束のような髪に撫なでられると、腕がきついことも忘れてしまう。ふわっとわずかに香る花と太陽の香りは、消えかけのシャンプーのものだろうか。


    「兄貴さんの心臓の音が聞こえるわ。すごくドキドキ言ってる」


    　凛世が、俺の肩の下というかわきの下というかふところの中というか……腕の中、というか……親鳥の羽の下のひなのように、小さく縮こまりながら、俺の胸の上にそっと手を当てた。


    「わ、悪い、うるさい？」


    「ううん。わたしのも、ドキドキ言ってるから大丈夫。ドキドキしてるのに安心してるって、何だか矛む盾じゆんしてるけど……」


    　そう言って、ふと凛世は、一度小さなため息をついた。


    「兄貴さんのこと、いろいろ心配してたけど、ほとんどわたしの勘違いとか誤解とか行き違いでよかった……。あと心配なことが、残りひとつになったわ」


    「残りひとつって何だ？　年賀状の返事なら、ちゃんと書いただろ？」


    「あれ切手が当たってたわ、ありがとう」


    「い、いや、俺の手柄かどうかわからないが、どういたしまして」


    　腕枕をした状態で二人でおしゃべりしているなんて、これはひょっとして、いわゆるピロートークという状況ではないのだろうか？　いや、草食男子にして僧職男子の俺はよく知らなくて大学で聞きかじりの知識なのだが、男女がラブラブした後には、必ず腕枕をしてしばらく日常会話を楽しまなければならないらしい。俺は長らく、枕がしゃべるおもちゃの商品名だとかなり本気で思っていたので、大学生になってはじめて真相を知ったのだが、それはともかく、今の俺と凛りん世ぜの状態はまさしくピロートーク状態なのではないか？　それに先立つことは何もしていないにしても、何かそう考えると意識してしまって、俺はますますドキドキしてしまう。


    「兄あに貴きさん、心臓が速くなったけど大丈夫？」


    「だ、大丈夫、それより残りひとつの心配ごとって？」


    「今日きよう子このことなんだけど……」


    　凛世が、もうひとつため息をつく。


    「妹がどうかしたか？」


    「兄貴さん、今日子に進路のこと聞いてない？」


    「進路って、水球部のある大学に進むんだろ？　で、先輩とかもいる関東の大学に進むんじゃないのか？　だから、俺が奈良に行くと離れ離れになるとか何とか……」


    「わたしもそう聞いていたんだけれど、この四月になってあちこちの強豪大学から推薦の話が来てたけど、今日子全部断ったのよ」


    「ええっ？　関東で水球の強い大学に行くんじゃなかったのか？」


    「もちろん、普通入試で入るつもりなのかもしれないけど、そうなのって聞いても何だか答えがはっきりしないのよ」


    　まあ、妹なら普通入試で、十分どこにでも合格できる学力はあるはずだ。スポーツ推薦で入学したら、怪け我がなどして部活を続けられなくなったときに、退学しろとまでは言われないが、肩身の狭い思いをするみたいな話は高校時代よく[image: ]うわさに聞いていた。


    「決定的だったのは、このあいだ本屋さんに赤本を買いに行こうって誘って小こ麦むぎと三人で行ったんだけど、今日子だけ買わなかったことなの。小麦は志望大学はまだ決まってはいないけど、いちおう和歌山で理学部系のあるところ全部買って、志望大学以外でも過去の問題を知っておいて損は無いって言ってたし、今日子もそうするんじゃないかと思ってたんだけど。ちなみにわたしは、明あ日す香か大学一冊だけ買ったわよ、当然」


    「いや、念のために他の大学も受けておけばいいのに」


    「どんな大学だって兄貴さんへの滑り止めになるわけないでしょ、バカ！」


    　しばらくピロートークにしてはどうも硬い話が続いて、俺の心臓もゆったり通常運転だったのだが、最後にすごいデレが来て、俺は再び動揺してしまった。


    「とりあえず、今日子は推薦を受ける気も普通入試をする気も無いんじゃないかって、心配なのよ。水球部は三年生になって、後輩の指導で忙しいから今まで以上に張り切ってるし、今日子が水球をやめるっぽい感じではないんだけど……」


    「それじゃ、妹はのん気だから、まだ受験に本腰が入ってないだけじゃないのか？」


    「かもしれないけど、元気に見えるけどもしかして、水球をあきらめようとしてるのかもしれないと思うと心配で……。わたしは高校の強豪校の選手どまりの才能だって自分でもわかってる。でも今日きよう子こは別格なのよ。敵もチームも高校生レベルの選手ばかりだと目立たないけど、言うなれば今日子は、高校野球で全試合ノーヒットノーランを記録した名ピッチャーが、高校生相手だからまあそれもありかなぐらいに思ってたら、大リーグに行ったらやっぱり全試合ノーヒットノーランを達成して、初めてうわーすごい、ってなる感じ？」


    「すごくわかりづらい説明だが、何となくわかった」


    「自分があきらめておいて勝手かもしれないけど、中学生のときからずっと側で見てて、今日子の才能は誰よりもよくわかってると思うの。今日子はわたしの初めての友達だけど、それだけじゃなくて、ずっとわたしの憧あこがれだったの。わたしには無い、圧倒的な身体能力、水球の才能……その才能の側そばにいられることが幸せだったの。崇すう拝はいするように、恋していたの。だから、辞めてほしくないの」


    　凛りん世ぜの熱い気持ちがほとばしる。妹のことを大好きだった凛世だが、その気持ちがこんなに強くて純粋なものだと、俺は気づかなかった。そして、俺が電話してこなかった理由を聞くのを怖がっていた凛世が、妹に水球への進退をたずねるのは、それよりもはるかにきっと怖いことなんだろうと理解するのは、たやすかった。


    「明日……」


    　俺は、不安に震ふるえている凛世を安心させようと思って、なるべくゆっくり語りかけた。釈しや[image: ]かなら、四苦八苦に苦しむ衆しゆ生じように、きっとこんなふうに語るだろうと思って。


    「奈良駅に行かなくちゃいけないだろ。飛鳥あすか駅まで送るつもりだったけど、奈良駅まで送ってってやるよ」


    「えっ、でも飛鳥駅から大学に行くって言ってたじゃない？　奈良まで行ったら、往復三時間ぐらいかからない？」


    「三時間かかったら、三時間余分に大学に残って仕事をするから大丈夫。俺の仕事はまだ日数に余裕があるけど、俺が直接妹と話せるのは、次いつになるかわからないし、それまで凛世が心配を抱かかえてるのも気の毒だし。奈良に行って、妹に直接聞いてみる」


    「……ありがとう、兄あに貴きさん。安心した」


    　凛世は、少しだけ笑ったような声を立てた。


    「やっぱり飛鳥に戻ってきてよかった、兄貴さんといるといつも安心できるから……。兄貴さんの匂いとか、体温とか、あったかくてすごく安心す……すうすう……」


    「すうすう？」


    　暗闇の中で凛世の顔はよく見えないが、空いている左手を顔の近くに持っていくと、いつもぱっちりと上を向いて生はえている長いまつ毛が下に向いていた。


    『一瞬で寝た！　のび○でも〇・九三秒かかるのにっ？』


    　これは世界記録レベルである。昼間あれだけウロウロしていたし、凛世は俺の部屋に戻ってきたときにすごく緊張していたし、俺に会う前も縄なわ田たさんのことも、何より妹のことを一番、すごく心配していたみたいだから、気も体も疲れまくっていたんだろう。


    『安心してる、って言ってもらえたってことは……安心させてやれたのかな』


    　凛りん世ぜの体が温かい。あまりにも優しい温かさが俺の腕の中で小さく丸まっていて、俺もつられて眠くなってくる。


    　不思議なぐらい幸せだなあ、と思った。


    　お釈しや[image: ]か様には内緒だが、正直俺は、そのままぎゅっと凛世を抱きしめたかった。けれども、起こしてしまいそうで怖かった。それに、悟りの道にまだ至れていない俺としては、歯止めが利かなくなるのが怖かった。


    　早く大人になって、一人前の仏像修復師になりたい。そして俺の腕の中で、俺の知らない不安を抱かかえながらも俺を信じて俺を頼って眠っている、この儚はかなくもツンゴラな愛いとしい人の気持ちに応えて抱きしめたい。


    　俺はその夜、未来の夢を見た気がするが、どんな夢だったか覚えていない。


    



    　そして、翌朝。


    　俺が目覚めると、凛世が横にいた。当たり前なんだが、凛世が横で寝ていた。


    　ゆうべ、真っ暗闇の中で見えなかった凛世の顔を久しぶりに見たような気がした。明るい朝の光が、俺のささやかな四畳半に、小さな窓からさしこんでいた。真新しい客用布団は真っ白に輝いていて、その上で眠っている凛世の頰ほおも真っ白に輝いて、光に溶けてしまうみたいに見える。


    　俺は、天井を見た。妹が懐かしいと言った、旅先の天井。俺にとっては見慣れなかった、故郷を遠く離れた異郷の地の天井。今も見慣れないけれども、凛世の横で見るとなぜだか、懐かしく感じた。それはきっと、この天井が俺と凛世の新しい思い出になったからだと思う。ずっと一人だったこの異郷の地、本が積まれた殺風景な俺の部屋の中に、凛世がいるのがとても不思議だった。閉じられたまぶたは、弥み勒ろく菩ぼ[image: ]さつの半はん跏か思し惟い像よりもアルカイックで、どんな仏像よりも荘そう厳ごんなその寝顔を、このままずっと眺めていたかった。


    　でも、そろそろ起こさないと始発に間に合わない。でも、よく寝ているので起こすのがかわいそうだとも思った。はじけるような朝の光に照らされた、つややかな桜色の唇が綺き麗れいだった。


    『お姫様を起こすにはキスをすればよかったんだっけ……？』


    　何をトチ狂ったのか、凛世の寝顔によほど混乱していたのか、俺の脳味み[image: ]そにそんな柄にもない乙女おとめ趣味な考えがよぎり、俺は恐る恐る、凛世に唇を近づける。


    　がっ。


    『動けない！　肩と腕の筋肉を動かさない状態で、体を横に向けられない！』


    　それはまさに、磔はりつけ状態であった。どうにかして姿勢を変えられないものかと、やっさもっさしているうちに、その気配で凛りん世ぜがふわっと目を覚ました。


    「んー……兄あに貴きさん……？」


    　まだ目が開かない様子の凛世は、夢うつつの中でウトウトしながら、俺の頬ほほにそっと手を添え、すぐ側にあったその唇を、俺の唇にくっつけた。柔らかな感触が、俺の唇にしっかりと押しつけられる。夏休み明けの駆け落ちモドキ事件のときのような、風が吹き過ぎるような素早い感触ではなく、愛いとしさに深く包みこまれるような、優しい感触だった。


    　俺はあまりにも予想外の凛世の行動に度肝を抜かれたが、びっくりするよりも、その唇の感触があまりにも心地よくて愛しかった。駆け落ちモドキのときは一瞬過ぎて何が何だかわからなかったので、


    『これが、俺たちのファーストキスってことでいいんだよな……？』


    　凛世の唇は、マシュマロのように柔らかい……愛しさが胸にせまって、凛世がかわいくてたまらなくて、俺は凛世の綺き麗れいな黒髪をそっとなでながら、唇を凛世の頰ほおのほうへとずらしてキスとほおずりの真ん中みたいにスリスリした。それでも愛しさがおさまらなくて、


    『大丈夫、俺は凛世を幸せにする。一生、俺の命のすべてをかけて愛して、幸せにする』


    　高校時代には、自分の気持ちにも将来にも自信が持てなかった。今、凛世を愛する気持ちや、将来凛世を守っていく自信がついたのは、やっぱり大学生になって周囲の状況も変わったし俺も成長したのかなと思う。大丈夫、今の俺は凛世にキスができる……ドキドキしながら勇気をふるってもう一度、今度は俺のほうから凛りん世ぜの唇にそっとキスをした。
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    　ぱちりっ。


    　凛世の目が、大きく開いた。そして次の瞬間、びっくり箱みたいにはね起きた。


    「きゃー！　ごめんなさい、夢、夢見てて……寝ぼけてたの！」


    　俺も慌てたが、凛世は俺よりもっとものすごく慌てて、寝起きの顔を俺に見られるのが恥ずかしいようで、くるりと背を向けて、必死に前髪をととのえたり目をこすったりしていた。余裕の無いちゃかちゃかした動きが、猫が顔を洗っているみたいなしぐさで、あまりにもかわいすぎる。そして、夢を見てて俺にキスしたってことは……。


    「もしかして、夢って……俺の夢、見てくれてたのか？」


    　恥ずかしすぎて声が出せないらしく、凛世は後ろを向いたまま、こくこくっと二回小さくうなずいた。後ろ姿、白いうなじや耳が、火照ったように真っ赤に染まっている。やっぱり俺は幸せだなあ……と、しみじみ実感してしまう。


    「そ、そうだ、コーヒー！　コーヒー入れるわ！　きゃー！」


    　あわててバタバタと立ち上がった凛世が、ポットにけつまずいた。


    「暴れるなっ、危ないからじっとしてろ！」


    「は、はい」


    　凛世はおとなしく、その場にストンと座った。俺はマグカップにインスタントコーヒーを入れて、ポットのお湯をじゃーっと注いだ。凛世は、借りてきた猫のようにじっと、固まって正座している。


    「ポットが倒れなくてよかった。凛世って運動神経いいのに、ときどきなぜかドジなときあるよな」


    「だって……目を覚ましてすぐ、十五センチ先に兄あに貴きさんの顔とか、破壊力が強すぎたんだもの……」


    　ボソッ、と凛世が真っ赤な顔で、すねたように言った。死ぬっ、お釈しや[image: ]か様、俺の部屋のすみっこで俺のブカブカパジャマを着て正座しているかわいい悪魔マーラが、俺を萌もえ殺そうとしてきますー！


    「ごめんなさい、寝ぼけていきなりあんなこと……」


    　思い出すのも恥ずかしいらしく、凛世は余った両袖で赤い顔をぎゅっと押さえている。そんな凛世がかわいくてたまらなくて、愛いとしくてたまらなくて、俺は正直に言った。


    「大丈夫、俺は寝ぼけてなかったから」


    「はうあっ？」


    　凛世はすっとんきょうな声を上げて、それから、頭からぷしゅーっと湯気を上げた。


    「……兄貴さん……それ、反則だから」


    　そう言われて、俺もだんだん恥ずかしくなってきて、あわてて話題を変えた。


    「あっそっそうだ朝ごはん！　コンビニで買って、電車の中で食べよう！」


    　ポットよりも激しい湯気が、俺の頭から吹き出しそうで、それだけ言うのが精いっぱいだった。


    



    　そして俺たちは微妙にお互いを意識しながら、ぎくしゃくしつつ奈良駅に向かった。


    　駅を出ると、まだ店も開いていないし、通勤ラッシュにはまだ時間が早いしで、ほとんど人がいなかった。妹たちが泊まっているヨルトン・ホテルは奈良公園の側にあるので、そちらへ歩いていく。きのうも見た興こう福ふく寺じの五重の塔が見えてきた。鹿は朝から元気にウロウロして、芝しば生ふの草を食べていた。


    　今日も天気がよくて、爽さわやかな五月の緑が目にまぶしい。突き抜けるような濃い青空に、「青に丹よし（赤）」と和歌に詠まれた、大陸風の鮮やかな色彩に包まれた平城京の幻が見えそうだ。


    　高校二年生のとき、はじめて凛りん世ぜに出会ったのはこんな季節、雨の日だった。でも大学一年生のきょう、空はくっきり晴れている。あのとき俺に水玉模様の傘かさを突きつけて「わたしと付き合いなさい」などと意味不明な強要をした女の子は、ほんとに今、俺の隣を恥ずかしそうに歩いている。


    「緑がとても綺き麗れいね」


    「あ、うん」


    　時候のあいさつでもするのかな、よそよそしいなと思っていたら、


    「……わたしが兄あに貴きさんの前にはじめて現れたのって、この季節だったわよね」


    　と、凛世は懐かしそうに目を細めた。凛世もはじめて出会ったころのことを覚えてたのか、俺と同じことを考えていたのがなんだかうれしくて、くすぐったかった。


    「ああ、この時期だった」


    「わたしは入学した四月から、兄貴さんのこと見てたけど。最初は今日きよう子ことの恋路をじゃまするおじゃま虫だと思ってたわ、だから男なんか大嫌いなのに必死で誘惑しに行って今日子から引き離そうと思って……。今日子があんまり兄貴さんと仲良しだから、焼きもちを焼いてちょっと暴走してたんだと思う。あれが兄貴さんじゃなくてロクデナシの男だったら、誘惑なんてしたら、とんでもない大火傷やけどになってたかもしれない。相手が兄貴さんだったのが、ほんとにラッキーだったのよ……もっとも、そんなロクデナシだったらそもそも今日子が好きになるはずないわよね」


    　サラッとそんなことを言われて、俺は真っ赤になった。


    「何だかすごい遠回しに褒ほめられたような気がするから、とりあえずありがとう」


    「べ、別に兄貴さんを褒めたわけじゃないから！　今日子は目が高いっていう話で、今日子を褒めてるんだから！　兄貴さんと同じぐらい今日子のことも好きなんだから！　って、て言うか……兄貴さんのほうがちょっとだけ好きだって言ってるじゃない、バカ！」


    　なんでここで罵ば倒とうされるのかさっぱりわからんが、とりあえず俺を好きだと言うために、凛りん世ぜはここまで怒らないといけないようである。


    　俺たちはたしかゆうべひとつの布団で寝たはずなんだが、なんでその状況で、俺を好きだというそのひと言がそんなに恥ずかしいのかよくわからない。……が、冷静に考えると、俺も凛世に「俺も好きだぞ☆」と白い歯をキラめかせて笑顔で言えるかと問われると、


    『い、言えない……！　そんなこと恥ずかしくて言えない……！』


    　小学生か、と叱しかられそうだが、だって凛世と面と向かって顔を合わせると照れてしまうのだから仕方がない。でも、とりあえず俺たちは付き合っているわけだし、いつまでもこんな感じではちょっと……と思っていたら、ふと、凛世が俺の指先を指先で、ちょこっとつまんだ。小学校の高学年のころフォークダンスで、異性と手をつなぐのが恥ずかしくて、でもつながないと先生に叱られるので、こんなふうにちょこっとつないだよな、と懐かしくなる。これは手をつなぎたいというサインなわけで、ここで照れていたら勇気を出してつまんできた凛世の気持ちを無む碍げにするということなので、


    「し、失礼しますよ？」


    　緊張しすぎてなぜか敬語になってしまいつつ、一応断りを入れてから、俺は凛世の手をぎゅっと握った。俺の手の中で凛世の華きや奢しやな手が、一瞬驚くようにぴくんと動いたが、そのまま俺の手にゆだねるように、そっと力が抜けた。俺が気づいて凛世のほうを少し見ると、凛世は恥ずかしそうに頰ほおを染めて、うつむいた。ああ、何だかんだツンゴラしているけれども、お釈しや[image: ]か様に叱られそうだが、やっぱり女の子はかわいい。凛世はかわいい。


    「あっ、いたー！　凛世、兄あにっち、おっはよー！」


    　俺たちの間に漂っていた、甘酸っぱくてくすぐったい空気を、つむじ風のように吹き散らしたのは妹の声だった。朝からテンションＭＡＸの張りのある声で、だいぶ遠くから俺たちの姿を見つけて、池沿いの道を大きく手を振って駆けてくる。鹿ですら、その速度にびっくりして思わず目で追うほどのスピードである。


    「「きょ、今日きよう子こっ！」」


    　俺と凛世は同時に叫んで、同時にパッと手を離す。妹は俺たちの前で、キキッとブレーキをかけるように止まった。


    「おやおや、おじゃましてしまいましたかな？　せっかくお手々つないで仲良くしてたのにごめんね、どうぞ続けて」


    　妹がニヤニヤしながらからかうので、凛世が真っ赤になって妹の背中をポカポカ叩たたいた。


    「べ、別に仲良くなんてしてないからっ！」


    「照れなくていいよー。一番大好きなきょうだいの兄っちと、一番大好きな親友の凛世と、一番大好きな人二人が仲良くしてくれるなんて、すっごくうれしいことだもん。ほらほら、お手々をどうぞ」


    　妹が俺と凛りん世ぜの手をくっつけようとしたが、さすがに妹の前でイチャつくというのは恥ずかしすぎる。


    「俺たちのことより、おまえは早朝からこんなところで何をウロウロしとるんだ」


    「迎えに来たんだよ。きのう、始発で戻るって連絡くれたでしょ？　それで、文明の利器を駆使して電車の時間を検索したの。もう時刻表を読めない今日きよう子こさんではないのだ！」


    　妹はドヤ顔で、水戸黄門の印籠のように俺の目の前にスマホを突きつけた。いやいや、スマホで検索できるようになったからといって、妹が時刻表を読めないという事実はなんら変わっていないのだが。


    「それに、小こ麦むぎと緋ひ影かげっちはまだ寝てて一人で退屈だったから、凛世と遊ぼうと思って」


    「あの二人は低血圧だものね」


    　うんうん、と凛世がうなずいた。さて、俺は妹に「大学どうするんだ」と聞くミッションが待っているのだが、完全にタイミングを逸した気がする。女子が二人で話し出すと、それは高速縄跳びに「郵便屋さん、お入んなさい♪」と言われているようなもので、なかなかタイミングよく入っていけるものではない。というか凛世が聞きたいって言ったんだから、きっかけを作ってくださいよ。


    「後で調べたら終電、大阪経由だと帰って来られたみたい。気づかなくてごめんね、凛世」


    　妹はすまなそうに言った。凛世はもちろんわざとだったので、素直で天然で人を疑うことを知らない妹に本気で謝られて、良心が痛んだ様子で慌てていた。


    「えっ、いいのよそんな、今日子が謝ることなんて全然無いから！」


    「ま、でも兄あにっちがいるから安心かな、とか思って。それに、凛世はずっと寂しがってたから、結果的に兄っちのところに泊まれてよかったよね♪」


    　妹は一点の曇りも無い笑顔で言った。凛世は真っ赤になって、ものすごく取り乱す。もちろん俺も、凛世が俺のところに泊まったことを妹が知っているということが、ひょっとしてすごく恥ずかしいのではないかということに気づき、硬直していた。


    「きょ、今日子！　そ、それを本人の前で言うのはどうかと思うんだけど！」


    　慌てふためく凛世に、妹はコロコロと明るく笑う。


    「やーい、照れてる照れてるー♪」


    　どうでもいいが、朝七時前とは思えないテンションだな、妹よ。さすが、水球の試合で開始のホイッスルとともに、瞬発力全開で敵ゴールに突進するだけのことはある。


    「照れてないわよ！」


    「照れなくていいじゃん、凛世の気持ちはよくわかるもん。あたしだって、兄っちとずっと離れてたら寂しいもん。できたら、兄っちと同じ大学に行けたらなって思ったりしたことも、あったりなかったり」


    「あれっ……？」


    　ふと、凛りん世ぜは何か思いついたように、まばたきをした。


    「ひょっとして、推薦を全部断ったのは、兄あに貴きさんと離れたくないから兄貴さんの大学に来る……とか？」


    「うん、それは一瞬、考えたことも無かったとは言えないとも言えないとも言えない。凛世が兄あにっちの大学に行くって聞いて、すごく羨うらやましかったし、あたしもそうしたいなって」


    　妹は、照れくさそうに答えた。それを聞いて、凛世は明らかにショックを受けていた。


    「でも、明あ日す香か大学には水球部は無いのよ？　水球はあきらめるの？」


    　女子たちはみんな自分の進路について決めていたが、妹の口からは一度も進路の話を聞いていない。それはひょっとして、俺といっしょにいたくて水球の夢をあきらめるつもりだったから、凛世に申し訳なくて言えなかったとか？


    　いや、たしかに俺は妹と離れて寂しかった、妹のいないアパートの天井が寂しいと思った、それは認める。でも、だからってそれは、妹とずっとくっついていたいって思ったわけじゃない。妹とずっとくっついていたいとは思うけれど、でも、夢を捨ててほしくないとも思っている。俺は兄で、昔から妹を守らなくちゃと思っていた。


    　奈良公園の池の水は、太陽の光を浴びてぱちゃぱちゃと、温かそうな水音を立てている。俺は、高校二年生まで水が怖かった。小学生の雪の日、冷たい水路に妹が落ちたとき、俺は妹を助けるために凍りつく水に飛びこんだ。俺は兄だから、妹を守らなくちゃならないと思っていた。水が怖くなくなった今も、俺はやはりそう思っている。兄として、妹の夢を守ってやらなければと思っている。


    「水球はおまえの夢だろ、俺なんかのためにあきらめるな！」


    　俺が拳を握ってそう言うと、妹はきょとんと首を傾かしげて、


    「うん、もちろんあきらめないよ？　水球はこれからも、バリバリ続けるよ」


    「ほえっ？」


    　思いっきり力んだ状態からの肩透かしに、俺は間抜けな声を漏らしてしまった。凛世が、恐る恐る妹に尋ねる。


    「本当に続けるの？　でも、推薦は全部断ったし、もう一度言うけど明日香大学には水球部は……」


    「ずっと迷ってたんだ。兄っちと離れるのが寂しくて。それで、ずっと兄っちから充電してて……。それでも、兄っちが大学に行って離れたら、たった一か月で寂しくなっちゃって、こんなんじゃ離れるのはやっぱり無理かなって思ったの」


    　妹は言った。たしかに、俺が奈良の大学に行くと言い出したころから、妹はいつも「兄っち充電」などと言って、俺に抱きついていた。充電をしたから大丈夫、兄っち離れできました、と言ったかと思えば、またベタベタしてきたりして、兄っち離れできたのかできていないのか、する気があるのか無いのか、さっぱりわからなかったのだが、どうやら妹は妹で、ままならない自分の気持ちにずっと悩んでいたということなのだろう。


    「でも、兄あにっちの下宿の天井を見て、子供のころ旅館で目が覚めたときのことを思い出して、思ったの。兄っちがそばにいればもちろん寂しくないけど、その兄っちの思い出があったら、遠い国の空の下で毎朝目覚めてもきっと寂しくないはずだ、って。だから、兄っち不足で寂しくなることはもちろんこれからもあるだろうけど、思い出が充電されてれば、きっとがんばれるって思ったの」


    　朝の明るい光と五月の緑の中で、妹は輝く笑顔で言った。


    　……うん？　今、妹は遠い「国」の空の下、とか言わなかったか？


    「そこ、『遠い地』の間違いじゃないのか？　『遠い国』だったら、外国に行くみたいに聞こえるぞ」


    　俺は日本語の添削を指摘するぐらいの、軽い気持ちでそう言ったのだ。だがそのとき、凛りん世ぜの顔色はサッと青ざめ、表情に緊張が走った。


    「まさか、今日きよう子こ……！　ずっと英語のリスニングとか熱心に勉強していたのは受験対策だと思ってたけど、今日子レベルの選手ならスポーツ推薦が引く手あまたなんだから、受験対策なんて必要無いじゃない。つまり、英語の勉強をしてたのは海外に行くため？」


    「うん。向こうの大学に入学して、大学生チームからプロに入ろうって考えてるの」


    　まさかの海外留学、しかも外国のプロチームに入るということは、大学を卒業してもまだ日本に帰ってこないつもりだということである。


    　あまりにも突然すぎて、俺は呆ぼう然ぜんとしてしまった。妹はいつもぶっとんでいるが、まさか進路希望までぶっとんでいるとは思ってもいなかった。インパクト狙ねらいの冗談で言ってるのかとも思ったが、妹の顔を見ると、思いっきり真剣で、ぜんぜんふざけた様子がない。


    　それで、俺もハッとした。二年前のクリスマス前、俺と妹で空港へみかんを迎えに行ったことがあった。そのとき妹は、俺にはさっぱりわからないレベルのブロークンな英語もばっちり聞き取っていたのだ。


    「二年前のクリスマスのあたりにはもう、海外に行くのを決めてたってことか？」


    　俺がたずねると、妹は首を横に振った。


    「あのころはまだぼんやり微妙に、行けたらいいなーぐらいの気分だったかな。でも水球を本格的に続けるなら、プロリーグがあるところでないと、って練習試合で他のチームのコーチとかに話を聞いてるうちに、固まってきたっていうか」


    「水球のプロリーグですって？　今日子に水球を続けてほしいとは思っていたけれど、まさかそのレベルで続けるつもりだったなんて、斜め上すぎて予想外すぎるわ」


    　親友の凛世ですら、妹のこの告白には目を白黒させていた。夏休みなんかにホームステイ気分で一週間ほど語学留学っていうならよく聞くことで、観光旅行に毛の生はえたようなものだと思うが、外国の大学に入ってしまうというのは並大抵のことではない。


    「じゃあ今日きよう子こ、もしかして水泳の強いプロチームがあるってことは、留学先は……」


    「そう、水球大国ハンガリー」


    「ハンガリーっ？」


    　俺は目が回りそうになった。ハンガリーというのは、東ヨーロッパの国である。奈良の仏師たちがはるか西の彼方に夢見た仏教の発祥の地・天てん竺じく（インド）よりも、まだはるかな西の国、もはや仏教の存在しない遠い国である。小さいころ、俺といっしょにビニールプールで遊んでいたあの小さな妹が、そんな遠い国へ水球留学だって？


    「さすが今日子！　ホラー映画をよく観てたのも、絶叫混じりの英語を聞く力をつけて、試合中に監督の指示を完かん璧ぺきに聞き取るためね？」


    「といってもハンガリーって英語があまり通じないみたいだから、これからハンガリー語もどんどん覚えていかなくちゃなんだけどね～」


    　凛りん世ぜと妹はのん気だったが、突然すぎる告白に俺は思いっきり動揺して、叫んだ。


    「ちょっ、ちょっと待て、今日子！　それは、親にはもう言ってあるのか？」


    「四月ごろには話したよ」


    「反対されなかったのか？　言葉の通じない異国へ一人で留学だなんて」


    「一人じゃないもん。二高のコーチが、昔ハンガリーに水球留学していて、プロチームにも所属してたの。試合で会ったときによくハンガリー時代の話を聞いてたから、あたしも水球留学したいって話をしたら、いろいろお世話をしてくれることになったの」


    「二高のコーチって、あの重戦車みたいなおばさん？　二高の子たちも怖がってあんまり話しに行かないような人なのに、練習試合をするたびによくしゃべってるなと思ったら、そういうことだったのね？　それなら早く教えてくれればよかったのに、わたし今日子が水球をやめるつもりなんじゃないかと思って心配してたのよ」


    「そうなんだ、ごめん。大学はコーチが行ってたところが一番強くて一番いいって言って、あたしの試合の様子のビデオを送ったんだって。そうしたら、ぜひ入学してくれって熱烈オファーが来たらしくてあたし困っちゃうてへぺろ」


    「サラッとテヘペロとか言ってるけど、実は今おまえ、すごい話をしてるぞ？」


    「それで夏休みになったら、ハンガリーに一度、大学の下見に来ないかって誘われてるんだ。二高のコーチもいっしょに行ってくれるから、飛行機の乗り継ぎとかは心配してないんだけど、ただ……」


    　と、妹は不安そうに微ほほ笑えむ。


    「ほら、結婚が決まってから憂ゆう鬱うつな気分になるマリッジブルーってあるじゃない。あれと同じで、トントン拍子で希望どおりに話が進みすぎて、逆にいろいろ迷っちゃって……。それで、もしかしたら断るかもしれないと思って、凛世にはまだ言ってなかったんだ」


    「断るの？」


    　凛りん世ぜが心配そうに尋ねたが、妹は首を横に振った。


    「ううん。迷ってたから兄あにっちに会いに来たの、それでやっぱりハンガリーに行くことに決めたの」


    　妹の決断を聞いて、俺は正直かなりとまどっていた。


    　俺が妹と離れて奈良に来るのは、平気だった。むしろ、もうこれで鬱うつ陶とうしい妹のお節介や妹に懸け想そうする者どもの嫉しつ妬とと恨みの邪念からも解放される、とせいせいしたものだった。


    　なのに今、妹が奈良なんかよりもっとずっと遠いところへ行くと聞いて、俺はとまどっている。行くなと言いたくて仕方がない。日本でだってストーカーされて誘ゆう拐かいされてしまったこともあるのに、勝手のわからない外国である。妹は、電車の時刻表はスマホのおかげでそこそこ大丈夫になったとはいえ、何かと天然だし、それに何より「妹」だ、俺が守って助けてやらなくちゃいけない小さくて弱い存在なんだという気持ちがあった。


    「すごいわ、まさかハンガリー行きを考えていたなんて、やっぱり今日きよう子こはスケールが違うわ。今日子の実力なら十分世界のプロリーグで通用すると思う、スタミナも運動神経も直感力もけた違いだし、メンタルも強いし。いつもはぽやぽやしていて天然っぽいのに、試合になるとものすごくアグレッシブな今日子だもの。どんな敵でも力任せに倒して、体格のいい外国人選手と互角に渡り合えるはずよ、大丈夫！」


    　凛世は瞳をキラキラさせていた。凛世にとって妹は親友でもあるが、自分よりはるかに強い実力を持った憧れの存在であり、自分では叶かなえられない夢を叶えてくれるアイドルなんだろう。凛世の熱烈な応援に、妹はふと、寂しそうな笑顔を見せた。


    「うん、ありがとう。でも、あたしがハンガリーに行くのを悩んでたのは実力面で自信が無かったからじゃないんだ……もし向こうの選手の実力に足りなかったら、そのぶん努力して実力を上げればいいだけのことだもん」


    　それが一番難しいはずであるが、そもそも実力というのはその人が生まれつき持っている力であってなかなか上がる物ではない気がするんだが、それをあっさり「上げればいいだけ」と言い放ってしまう妹には、たしかにすごい実力がある気がする。


    「あたしが迷ってたのは、兄っちのこと。兄っちのことが大好きだから、離れる勇気がなかったから。兄っちが奈良の大学に行くって聞いたとき、いきなりあたしが遠くに行っちゃうより、いつでも会いに行ける距離で兄っち離れの練習ができそうだと思ってうれしかったんだけど……あんなにいっぱい兄っちを充電して、覚悟して、行ってらっしゃいしたのに、ゴールデンウイークが来る前にもう寂しくなっちゃって……。兄っちがいない部屋を見るだけで、何度も泣いちゃって……」


    　思い出したのか、妹がぽろぽろと泣いた。凛世は感情の起伏が激しいのでわりとよく泣くが、妹はいつもニコニコして明るくてテンションがＭＡＸ状態でフラットな感じなので、あまり泣いてるのを見たことがない。ふだん泣かない人が泣くと、必要以上に焦あせって動揺してしまう。凛りん世ぜも、つられてもらい泣きしていた。


    「わかるわ、わたしも泣いたもの。一年たてば兄あに貴きさんと同じ大学に行くってわかってるのにそれでも寂しかったし、兄貴さんがわたしのこと忘れてるんじゃないかって、たった一か月で心配になるしまつだし」


    「うん、なんだかそういう寂しがり屋さんのために、五月にゴールデンウイークを作ってくれたとしか思えないよね」


    　女の子が二人で泣いて、俺がその前に突っ立っていると、まるで俺が泣かせたみたいに見えるんじゃないかと思ってドキドキしたが、幸い周りで見ているのは鹿だけだった。


    「でも、兄あにっちの部屋の天井を見て思ったんだ。兄っちとの思い出があれば、大丈夫あたしは行けるんじゃないかな、って。目覚めたときにどんな天井の下でも、どんな空の下でも、そのたびに兄っちを思い出せる自信があるなって。その思い出で自家発電して、兄っちを充電できるじゃんあたし天才、って思ったの」


    　そう言って、妹は俺をじっと見つめた。


    「それで、あとひとつだけ心残りなのは……兄っちは、あたしがそんな遠くに行っても平気？　寂しくない？」


    「ファッ？　お、俺っ？」


    　まさに今、寂しい気持ちでいっぱいだった俺は、見透かされたみたいでビクッとした。いや、もちろん寂しい。寂しいけど、でも妹は行かなければならない、それはわかる。正直に言うのが、兄としてのつとめだと思った。


    「いや……それは、正直言って、自分でも意外だったが寂しいと感じた」


    「えっ、ほんとに寂しいの？　兄っち、意外にあたしのこと大好きなんだ？」


    　妹がからかってくるのが、いつもの陽気さからなのか、照れかくしなのか。俺も照れくさかったけど、でも、妹の将来にかかわることだからきちんと言っておきたかった。


    「でも、俺にはかまうな。俺も大学に入って、一人暮らしは正直たしかに寂しいけれど、でも自分の力を認めてくれる人たちに出会えて、将来の目標も固まったんだ。蓮れん華げの花は酸素も光も足りない泥の底から大輪の花を咲き誇るけれど、もっとスクスク育ててやろうと花壇にうつすと、逆に茎くきが腐って枯れてしまうんだ。人間も同じで、その人に合った場所、生きていくべきところってのがきっとあるんだ。それをあれこれ探すのが、人生ってやつなんだ」


    　ついつい俺の性格上、説法臭くなってしまったが、妹は今回は茶化しもせず、じっと俺の話を聞いていた。


    「……ありがと、兄っち。今の、あたしが世界的な水球選手になって何かのときにインタビューされたら、座右の銘としてパクらせてもらうよ」


    　妹は肩をすくめてほほえみ、それから、少しからかうように上目づかいで俺を見つめた。


    「でも兄っちはほんとに、かわいい妹がいなくて大丈夫？　寂しくって泣いちゃうんじゃない？」


    「妹が兄のことなんか心配するな、生意気な。心配するのは年長者の役目だから、俺が心配するのはいいんだ」


    　妹がからかってきてるのがわかるので、俺はぶっきらぼうに返した。


    「わたしは大丈夫、ハンガリーにも三み剣つるぎグループのホテルがあるから会いに行くわ、っていうか夏休みの大学見学についていってもいい？」


    「えー、凛りん世ぜがついてきてくれるの？　やったー、じゃあいっしょにハンガリーのケーキ屋さんに行こ！」


    　妹が、ぎゅうっと凛世に抱きついた。妹は親友に抱きついているつもりだが、凛世は好きな相手に抱きつかれているわけで（俺のほうがちょっとだけ余分に好きらしいが）、真っ赤になってこの過剰なスキンシップにとまどっていた。


    「ちょっ、今日きよう子こ、抱きつきすぎ」


    「だってーコーチいい人だけど厳しいから、凛世が来てくれたら癒いやされるんだもーん」


    「兄あにっち離れって言ってたじゃない」


    「兄っち離れと凛世離れは別腹、ケーキも別腹だもーん。ハンガリーって、何のケーキがおいしい？」


    「そうねえ……トルタかな。スポンジケーキで作ったミルクレープって感じの」


    「何それ、聞くだけでおいしそうなんですけどー！　そんなの食べたら、どんなキツい練習でもがんばれそう。あー、早く夏休みがくればいいのにな～」


    　まだゴールデンウイークすら終わっていないというのに、しかもほんの少し前まで迷ってたはずなのに、相変わらず妹は一度決めたら猛ダッシュで、その一いち縷るの迷いも無いところが妹らしいといえばらしいけれど、ああこうやって走っていく妹の背中を見つめて取り残される感じはけっこう寂しいもんだなと思ったりもして。


    「あっそうそう、ハンガリーに行くと正式に決めたので、兄っちに正式に言っておかなくちゃならないことがあります」


    「何？」


    「あたし、兄っちが好き」


    「正式にも何も、しょっちゅう言ってるじゃない」


    　妹に抱きつかれたままの凛世が小首を傾かしげると、妹は凛世をじっと見つめて、


    「じゃなくて、妹として好きなんじゃなくて、一人の女の子として兄っちが好きなの。実の兄妹とか、そんなこと別にどうでもよくて、好きなの。凛世と兄っちが付き合ってるのにこんなこと言うなんてごめんだけど、でも、どうしてもきちんと言ってから行きたかったんだ」


    　妹の目は、五月の空よりも澄みきってまっすぐだ。妹が俺にベタベタするのも甘えるのもいつものことだから、好きだと言われても別に動揺はしなかったが、「一人の女の子として」をつけられると、さすがにドキッとした。それはだって、「兄妹だから好き」とは比べものにならないほど本気度数が違うのだ。いつもの妹の、ふざけてじゃれつきながら言うような「兄あにっちだーい好き」とは、全然別次元の告白なのだ。


    　しかし俺たちは実際兄妹なわけで、こういうときどうすればいいのかお釈しや[image: ]か様は教えてくれていないので、俺は固まってしまったが、妹はどんどん話を続けた。


    「二人のことが世界で一番大好きだから、黙ってるなんて噓うそをついてるみたいで嫌いやなの。大好きな二人に本当の気持ちを正直に言ってから、行きたかったの。ごめんね」


    「ううん、今日きよう子こが兄あに貴きさんのことを好きなのはわかってるから……それこそ、焼きもちを焼くぐらいわかってるから、大丈夫。たぶんわたしが兄貴さんを好きなの以上に好きなんだと思うわ。兄貴さんはすてきな人だし、そんなすてきな人と、わたしよりずっと長いあいだいっしょにいたんだもの。わたしが知らない子供のころの兄貴さんのことも、今日子は知ってるんだもの。好きになって当然だと思うから、謝らなくていいわ」


    　凛りん世ぜは妹に、優しく答えた。すると妹は頰ほおを赤らめ、こくりとうなずくと、凛世のほっぺに唇をくっつけるようにして、何やらひそひそと耳打ちした。ここまで来て何を女子二人で内緒話をしてるんだ、と俺が怪け訝げんに見守る中、凛世は一度びっくりしたように目を見開いたが、こくりとうなずき返した。


    　妹は凛世に「ありがと」と小さく言ってから、俺に目を向けた。その瞳はためらうように揺れたが、妹はブルブルッと頭を振って両手でほっぺたをたたくと、あらためて俺を見た。


    「兄っち」


    「はい？」


    「それで、あたしはそんな大好きな兄っちから離れてハンガリーに行くにあたって、心残りの無いよう気持ちの区切りっていうか……を、ですね」


    「え、今なんて？」


    　いつも何でもハキハキ言う妹のわりには、語尾が不明瞭である。俺が聞き返すと、妹は下唇を嚙かんだ思いっきり緊張した表情で、顔を真っ赤にして俺を見上げた。


    「キスをっ……ですね、キスを一度してほしいの」


    「はあああああっ？」


    　思わずものすごい声で絶叫してしまったので、観光客をも恐れぬ奈良公園の鹿がびっくりして逃げだした。いや、だって、キス？


    「あの、俺たちは兄妹ですけどっ？」


    　うろたえるあまり、敬語が出てしまう。からかわれているのかと思ったが妹は真剣な表情だし、凛世も止める様子もなく、むしろ妹を見守るように見つめている。これは、本気だということか？


    「わかってるけど、でもそれで気持ちに区切りがつくから。後からあれをしておけばよかったこれを言っておけばよかったって後悔するのは嫌いやなの、だからハンガリーに行くし兄あにっちが好きだって告白したし、だから一度だけ、キスをしてほしいの。それで、前に進めるから」


    　そうは言われても……実の妹だぞ？　俺は実の兄だぞ？　しかも、俺には凛りん世ぜという、れっきとした彼女がいるんだぞ？


    　妹は、俺をじっと見ている。実の妹とはいえ、客観的に見て、やっぱりこいつはかわいい。実の妹だとわかっていても、俺はいつもドキドキしていた。だから、悟りの道を開こうとしていた。それは、いけないことだから。


    「だ、だめだ、それはだめだ！　仏の道にも人の道にも反するし、凛世にだって申し訳が立たない！」


    「わたしなら、ご遠慮なく」


    「ほら！　凛世もこう言って……！　……えっ？」


    　俺は、思わず凛世の顔を二度見した。凛世は、澄みきった瞳で俺を見つめる。


    「だって、今日きよう子この一流水球選手としての門出のはなむけってところでしょ？」


    「他の女子とキスして平気なのか？」


    「他の女子って、今日子じゃない。兄あに貴きさんが今日子とキスするなら、間接キスでしょ？　むしろわたし、間接じゃなく直接でも今日子にキスしても平気よ？」


    「いや、俺が心配している平気は、そういう平気じゃなくてだな」


    「とにかく今日子のためなんだから！」


    　なぜか俺の彼女が俺の背中を押して、妹とキスをさせようとしてくる。何なんだろう、キスをする当事者はこの俺だというのに、この女子二人に振り回されているアウェー感は……いや、今に始まったことじゃないが。


    「というわけで、はい、兄っち」


    　妹はそう言って、俺のほうに少し顔を近づけて、目を閉じた。つややかな唇は、初夏の太陽をうつしてぷるんと光る。薫風が妹の、少し伸びた髪を撫なでていた。


    「はい、兄貴さん」


    　凛世が俺の背中を押した。


    「はー……仕方ないなあ」


    　俺はため息をつき、ものすごく迷い、逡しゆん巡じゆんし、覚悟を決めて、妹の……ほっぺたに、キスをした。凛世と付き合っている以上、唇にはできないという俺の、これが精いっぱいだった。


    「はい！　キスしました！　これでいいか！」


    　恥ずかしすぎて死にそうだ。妹は、確かめるようにそっと自分のほっぺたを押さえると、ものすごくうれしそうにニコッと笑った。


    「うん、ありがと、兄っち。ほっぺでも、ファーストキスって言っていいよね？」


    　その言葉を聞いて、俺はピキッと固まった。


    「ファッ……っ？　ファファファっ！」


    「ソラシド～♪」


    「じゃないっ！　今日きよう子こっ、おまえこれっ、ファーストキスだったのかっ？」


    　たしかに妹がだれかと付き合ってるという話は聞いたことはなかったが、妹は人気者だし、近ごろの女子高生は進んでいるから、何となく、てっきりとっくにそんなのすませていると思っていたので、たとえほっぺたとはいえ、俺は焦あせりまくった。


    「そ、それならそうと言えよ！　ファーストキスなんて大事なものを、こんな……」


    「大事なファーストキスだから、兄あにっちとしたかったんだよ」


    「だ、だけどそういうのは好きな奴のために取っとくもんだろっ？」


    　俺がそう言ったときに凛りん世ぜがなぜか真っ赤になって唇を押さえたのは、今朝の俺たちのファーストキスのことを思い出したんだろうか。俺もつられて、胸がドキドキしてしまう。


    「あたしが好きなのは兄っちなんだから、正しい使い方じゃない」


    　妹は迷いなくそう断言して、にこっと笑った。


    「あたしは兄っちが好き、あたしにキスしてくれた兄っちが好き。キスしてもらえなかったら、ハンガリーに行く踏ん切りがつかなかった。あたしの背中を押してくれた兄っちのことが、ずっと世界で一番大好きだよ」


    　妹はそう言うと、今度は自分から俺の…………なっ、何？　くく、くちびるだとっ？


    「ちゅっ」


    　小鳥が小枝にとまるように、妹の唇が俺の唇に軽く、でも確かに触れた。俺はびっくりして、思いっきりのけぞった。


    「いっ、今何をした！」


    「一度だけだと言ったな、あれは噓うそだ」


    　ビシッ、と妹はドヤ顔で俺を指さす。


    「おまえなー！」


    　凛世も面食らっていたが「でもまあ今日子だし」と、優しく笑って肩をすくめた。


    「二回キスしたから二倍がんばるね、まずはオリンピック日本代表を目指しちゃおっかなー」


    「そうね、東京オリンピックに向けて水球が強化されてることだし。そのときは兄あに貴きさんと応援に行くから金メダルを取ったら三人でお祝いしましょ、約束よ」


    「ありがと、大好きな二人が応援してくれたらあたし、絶対勝てるよ」


    　妹はそう言って、左腕で俺、右腕で凛世の腕を、ぎゅーっと抱きしめる。


    「わたしも大好きよ、今日子」


    　凛世は照れくさそうに言いながら、妹に抱かれている左腕を妹の背にそっと回して、俺のほうを見ると、あいた右手で俺のあいた左手をキュッとにぎってほほえんだ。俺も妹の相変わらずの天てん衣い無む縫ほうな好き勝手さに、苦笑を返した。


    　まったく、女子たちはいつも俺を振り回すので、付き合うのが面倒くさい。面倒くさいということは、煩わずらわしい。煩わしい悩みが、すなわち「煩ぼん悩のう」というわけで。この妹の兄に生まれたときから、煩悩に悩まされる俺の受難は始まっていたのだろう。そして煩悩があるからこそ、人は悟りに向かうことができるのだ。愛があるからこそ愛あい別べつ離り苦くの苦しみがあり、その苦しみをこうして自分の力で乗り越えるからこそ人は成長し、悟りへと向かえるのだ。


    　俺がこの妹の兄に生まれたことも、仏教でいうところの運命論なんだろう。そして俺は、妹や凛りん世ぜや小こ麦むぎや緋ひ影かげや、その他多くの大切なものと出会わせてくれたこの受難な運命に、心から感謝している。


    「……俺も好きだぞ、今日きよう子こ」


    　妹の背中を、妹に抱かれている左手で抱き返して心からそう言うと、妹は西さい方ほう極ごく楽らく浄じよう土どの太陽よりもまぶしく、輝くように笑った。


    「ありがと、二人とも。あたしも兄あにっちと凛世のこと、世界で一番だーい好きだよっ！」

  


  [image: ]


  
    



    　　　あとがき


    



    



    　二〇一〇年から始まった「女子モテ」シリーズ、今巻で無事に最終回を迎えることとなりました。一番最初のエピソードである一巻は五月の話で、この最終巻が刊行されるのも五月のため、最後のエピソードは最初のエピソードと同じ五月の話にしようと思いました。


    　最終巻では、高校を卒業して「受難の日々」が終わっていちおう最終回となるのですが、その後の明あ日す太たをはじめ登場人物たちの物語もしっかりと書こうと思ったので、高校生編の最終回と大学生になってからの最終回、二回の最終回があるような構成にしたいと思いました。その結果、最終章がすごく長いのですが、これを途中で章分けするのは何か違う気がして、女子モテ史上最長の章となりました。


    　二〇一〇年は、わたしがガガガ文庫と同じ小学館の雑誌『ビッグコミック』で連載している漫画（原作）「獣医ドリトル」がテレビドラマ化された年でした。専門知識が必要な内容のため脚本チェックに全面的に参加したので、毎週二日は徹夜で作業していました。


    　そのかたわらで、当時は「獣医ドリトル」の漫画の原作を月に二本強と、「女子モテ」と、別のシリーズのラノベとを並行して書いていたので、毎日が修しゆ羅ら場ばでした。眠くなってもパソコンに向かって原稿を書いて、朝起きると原稿に寝言が書かれていたこともありました。


    　そんな修羅場の中で女子モテの原稿をやっていると、今日きよう子この天てん真しん爛らん漫まんな明るさにとても癒やされました。徹底的に前向きでにぎやかで、裏表が無くて底抜けに明るくて、考える前に突っ走る今日子の優しさや強さやかわいさが、本当に大好きでした。他の女子もみんなそれぞれにかわいくて、心のオアシスでした。そんな女子たちのいろんな表情を、いっぱい最後まで書かせていただいて、応援してくださった読者の皆様、本当にありがとうございました。そして毎回、ご多忙の中で、まぶしいほどキラキラと明るくはじけた、かわいい今日子や女子たちの挿絵を描いてくださったぎん先生に、心からの感謝を捧げます。


    　それから明日太は、「常に物語の中心にいるのに、なぜかアウェー感があふれていて、なのにやっぱり物語の中心にいる」という複雑な立ち位置でしたが、ぎん先生の、一見地味なモブのように見えてよーく見るとかっこいい、というイラストがすべての情報を説明していて、まさに完かん璧ぺきな明日太でした。明日太の、くそマジメで要領が悪くて、でも何だかんだ言いながら海のように心が広くて優しいところが、とても好きでした。だから、明日太の卒業式を書いているときは、本当に明日太とこれでお別れのような気がして寂しかったです。


    　ではでは、ひとまずこの物語はここまでですが、また次回作で読者の皆様とお会いできることを楽しみにしています。「女子モテ」全９巻、いつでも読み返して、キョコたんたちに会いに来てくださいね。


    
      二〇一四年四月　夏緑＠無事校了！　ありがとうございました！

    

  


  
    夏緑


    Midori Natsu


    



    作家。代表作に「魔王学校に俺だけ勇者!?」（ＨＪ文庫）、「暗黒魔王なオレ様ＴＵＥＥＥ！」（このラノ文庫）、「ぼくのかわいい病原体」（中外医学社）、「子どものための防災ＢＯＯＫ」（童心社）など。漫画原作「獣医ドリトル」（小学館）はＴＶドラマ化・ＤＶＤ化された。
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